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は し が き

(財)日 本 経 営情 報 開 発協 会 が,こ の会 計 ・税 務研 究 委 員 会 を設 置 し

て か ら,す で に2年 半 余 に な る。 そ の 間,委 員 各位 の真 摯 な 努 力 に よっ

て,わ が 国vafoけ る企業 会 計 のEDP化 の 促進 に少 なか らぬ 貢 献 を して

きた の で は な いか と思 う。

そ もそ もEDP会 計 の実 施 に当 っ ては,電 磁 的 記録 に よる帳 簿 の作 成

保 管 が 認 め られ る こ とが 基 本 的 な 問題 で ある ので,昭 和44年 度 に は 矢

沢 委 員 を 中心 に"商 法 改 正 に関 す る要 望 書"を 作成 し,植 村 会 長 の 名 を

もっ て,法 制 審 議会 のほ か 関 係 方 面へ 要望 書 を提 出す る と と もに広 く世

論 の喚 起 につ とめ た。

昭 和45年 度 はわ が 国 」;5・よび外 国 の主 要 企業 のEDP会 計 の実 態 を調

査 す る ことを主 眼 とし,45年5月 に は ア メ リカ拾 よび ヨー ロ ッパ に調

査 団 を派遣 し,各 国 の 法 制,税 制,監 査 制 度 な らび に企 業 に おけ るED

P会 計 の実 態 を調 査 した 。

この調 査 に ょれ ば,EDP会 計 記録 の法 制上 の取扱 い につ い ては,ア

メ リカではEDP化 を 当 然 の こ と と して 取 扱 われ て い るが,ヨ ー ロ ッパ

で は法 制 整 備 の過 程 に あ り,ほ ぼ わが 国 と同様 の 問題 を抱 え て い る。 い

ず れ にせ よ,電 算機 の普 及 に伴 ない,会 計 記録 が見 読 不 能 な 電磁 的 記録

に変 っ て行 くこ とは必 然 的 な趨 勢 で あ る。 わ れ われ として は 商法 を含 む

関係 諸 法 規 との 関連 を研 究 した 結果,現 行 商法 の下 で も解 釈 に よっ て 電

磁 的 記録 に よる商業 帳 簿 の作 成 ・保 管 は可 能 で あ る との 見 解 に 達 したが

で き うれ ば この 旨を商 法 にお い て規 定 され る こ とが 望 ま しい と考 え てい



る。(本 委 員 会 報 告 書,昭 和45年 度 分,第 一 集 商 法 改 正 編 参 照)

ま た,同 年 は 前 年 に引 き続 き,経 済 団 体連 合 会,関 西 情 報 セ ン ター協 会

関西 経 済 団 体 連 合 会 との連 名 で,法 制 審 議会 に 対 し,再 び 商 法改 正 の促

進方 につ い て要 望 した。

昭和46年 度 は,税 務上 の取 扱 い,簿 記技 術 の 変 化 につ い て の研 究 と

監査 手法 の開発 に重 点 をお き,い っ そ う問題 を深 く掘 り下 げ るた め に,

法 律 ・税 務,会 計 簿 記,監 査 マ ニ ア ルの3部 会 を設 け,委 員 が各 部会 に

分 かれ て 研 究 をす す め た。 そ の成 果 が ここ に提 出す る報 告 書 で あ るが,

そ の内 容 の 概 要 を述 べ れ ば 次 の通 りであ る。

なお,こ の報告 書 の作 成 に当 っ ては,官 庁 側の 特 別 委 員 か らも十 分 な

協 力 を得 た もの で あ るが,報 告 書 に示 さ れ た意 見 は,特 別 委 員 を拘 束す

る もの で はな い こ と を特 に付言 す る。

法 律 ・税 務 部 会(主 査,矢 沢委 員)で は 商 法 問題 につ い て は,略 前年

度 で意 見 を 出 し終 っ た の で,本 年 度 は 主 と して 武 田委 員 を中 心 に税務 の

問題 を と り扱 うこ と とし,EDP会 計 に関 す る官 庁 側 の特別 委員 の意 見

を求 め,そ れ に対 し企業 の 側か ら意 見 が表 明 され,両 者 の間 に どの程 度

の 隔 りや くい違 い が あ るかが 明 らか にな っ た 。 今 後 は本 委 員会 に とっ て

は 以 上 の両 者 の考 え を どの よ うに接 近 調 整 す るか が 課 題 で ある。

会 計 ・簿 記 部会(主 査,大 山委 員)で はEDPシ ス テ ムに な っ た場合

の会 計 理 論,簿 記,馳監査 技 術が どの よ うに変 化 す るか を研 究 して治 り,

結 局,会 計理 論上 は 手 書 き会 計 の場 合 と何 等 異 な る こ とは ない こ とを確

認 し,簿 記技 術 士 に変化 が 起 る こ と,し たが っ て 監 査 技 術が 変 化 しなけ

れ ば な らな い こ とが 明 らか とな り,EDP会 計 に拾 い て は"監 査 実 施準

則"を い か に改 訂す べ きか を検 討 して き た。 この成 果 は いず れ"監 査 実
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施準 則"の 補 正 な い し改 正 案 と して 企業 会 計 審 議会 へ提 出 し て審 議事 項

に採 り上 げ る よ う要 望 す る考 え で あ る。

監 査 マニ ア ル部 会(主 査,石 田専 門委 員)は 上 述 の よ うに監 査 技 術 が 変

化 して ゆ く場 合,ど の よ うな 監 査手 法 が あ るか,EDPに よる監 査 を行

な うには,ど の よ うな 要 件 を具 備 すべ きか の研 究 を始 め た 。 まず,ア メ

リカの ハ ス キ ンズ ・ア ン ド ・セル ズ公 認 会 計士 事 務所 の 開 発 したオ ーデ

ィテ ー プを借 受 け,実 際 の デ ー タに よ リサ ン ブ リング調 査 の実 験 を行 な

った。 そ の結果,試 査 の ため の 最 も合 理 的 な抽 出方法 につ き検 討 を重 ね

当 初予 定 し た汎 用 マ ニ ア ル を作成 す る前 に国 産 機 につ いて 一 つ の 雛形 と

して の監 査 プ ログ ラ ム を作 っ てみ る こ と とし,富 士通 フ ァ コム㈱ の協 力

をえ て,本 委 員 会 の監 査 プ ログ ラムな る もの を開 発 し た。 こ の プ ログ ラ

ムの開 発 に よ って,EDP監 査 に当 っ て の種 々 の問題 点 が 明 らか にな っ

たの で,今 後 は 遂 次,こ れ らの問 題 点 の解 決 を研究 し てゆ くつ も りで あ

るが,そ の研 究 成 果 を 公表 す る ことに よっ て,わ が 国 の 公 認 会計 士 が 今

後開 発す る で あ ろ う監 査 プ ログ ラ ムに つ い て,具 備 す べ き要件 や,意 図 .

す る 目標 の設 定 の 仕 方,仕 様 の 選 択範 囲 等 につ い て貴 重 な参 考 とな る も

の と信 じて い る。

また,商 法 改正 に つ い て は8月 に本 協会 の平 田 副会 長 と本 委 員 会 の金

子 委員 が 津 田法 務 事 務 次 官 に 面 会 し,法 制 審議 会 にお い て商 法 改正 の審

議 を促 進 され る こ とを 申 し入 れ,同 次官 もそ の趣 旨を諒 承 され た。

な お本 年 度 は,ア メ リカ法 曹協 会 の ご厚 意 に よ り"コ ン ピュ ー タ と法

律"の 翻 訳権 を本 協 会 が 取 得 し,委 員全 員 の協 力 に よっ て翻 訳が 終 っ た

の で近 く上梓 の運 び とな る筈 で あ る。

本 年 度 は委 員 の異 動 ・補 強 が 行 なわ れ た。 伏 見華 氏 は 日本 公認 会 計士



協会 を代表 して本 委員会 の委員 にご就任 いただいて いたが,同 協会 の電

算機委員会委員長 の職 を任期 満了に より退任 され,そ のあ とに富島一夫

氏が委 員長に就任 され たので,そ れ に伴 ない本委 員会 の委員 も伏見氏か

ら富島氏 に交替 され ることとなった。また石川 島播磨重工業㈱ の鈴木真

二氏は ユーザー団体連合 会を代表 して本委員会 の委員 にご就任いただい

ていたが,同 社内の異動 に よ り鈴木氏が システ ム部長 を辞任 され,そ れ

に伴な い本委員会 の委員 を辞退 されたので本委員会 としては改めてユー

ザー団体連 合会 か ら電気 化学工業㈱ の久保一陽氏 を ご推せん いただ き,

委員 にご就 任願 った。 また,監 査 マニァル部会 としては電算 機工学の専

門家 として埼玉大学 助教授,伏 見正 則氏 を専門委員 に委嘱 していたが,

同氏が渡米されたのでその後任 として㈱アイ ・ティー ・アイ代表取締役,

小野勝章氏 を,ま た統計学 の専門家 として専修大学講師,津 村英文氏を

専 門委員 にご就任願 い,監 査プ ログラムの開発 にご協力 いただいてい る。

昭和47年4月
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第1章 商法 と税法の関係

1.課 税 所 得 と青 色 申告 制 度

◆

・

」

4
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企業 の所得に対す る課税 としては,法 人税,所 得税,事 業税 な どが あ

るが,こ れ らの課税所得は原則 として企業利益 に基礎を置 いている。す

なわち,企 業利益を基礎 として課税所得を算 定す る ことが 原則である。

このためには,各 種の 帳簿に記載 され た事 項を外部及 び内部の証拠に

よって確認で きる体 制を必 要 とす る。

所得税お よび法人税 においては,青 色申告制度が設け られている。 こ

の制度は,適 正 な課税所 得を算 定す るため に設け られ たもので あ り,企

業 が青色 申告書 を提 出す る場合 には,各 種の特例(た とえば,価 格 変動

準備 金,特 別償却等)が 認 め られてい る。

しか し,他 面青色申告書 提出の要件 として一定の条件 に合致 した各種

の帳簿の備え付け,記 載の方法,財 務諸表の作成,帳 簿書類 の整理保存

等につ いて規定 され てい る。(法 人税法施行規則52～59)

この ような一定の整備 され た諸帳簿 と書類 を備えつけて いる ことに よ

って,国 としては納税義務 の適正 な履行 を確保 す ることとしている。

一1一



2.商 法 上 の諸 帳 簿 と税法

上述 した ように,法 人税等では各種 の帳簿 を備え るこ とを前提 として

い るが,こ れ らの諸帳簿お よび書類は商 法上の諸帳簿が 前提 とされてい

る。すなわ ち,課 税所得は 「確定 した決算 」に基 づいて算定 され るので

ある(法 人税 法74条 参照)。 この場合 のこの確定 した決算 とは,株 主

総 会の承 認を受けた もので あることを意 味 して いる。 したが って,税 務

においては,財 務諸表は商法上確定 され た ものである ことが前提 とされ

て いる。

税法の課税所得は,要 す るに商法 上の貸 借対照表 お よび損益計算書に

現われ た企業利 益 を基礎 とし,こ れに税法上の 固有の 目的に よる事項を

修正 ・加工す る ことに よって算定す る。

この場合の財 務諸 表の作成は,商 法 上の諸帳簿,書 類がその基礎 とな

ってい ることはい うまでもない。

税法においては,税 法 固有の 目的に よる諸帳 簿,書 類 を前提 と してい

るわけ ではな く,商 法上の諸帳簿,書 類に若干 の税法 固有の事 項を記載

す ることを要求 して いるにす ぎない。

つま り,青 色申告 制度 におけ る諸帳簿の備え付け 記載 要件,整 理保存

等は,商 法 と若干 異 なっている点はあるに して も,商 法の諸帳簿がそ の

前提 となってい るの である。
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3.検 討 の方 向

税 法 上の 諸 帳 簿 に 対す る要 請 は,商 法 上 の諸 帳 簿 を 前提 と して い る限

り,EDP会 計 に おけ る 電磁 的 記録 等 が 商法 上諸 帳 簿 と して 明文 化 され

て,は じめ て,税 法 も これ を認 め る べ きで あ る とい う考え 方 が あ る。

しか しなが ら,商 法 上 の規 定は 比 較的 簡 潔 で,そ の 解釈 の 幅 も広 く,

EDP会 計 にお け る 記録 も一 定 の 条件 を満 たす 限 り,商 法 上 の 諸 帳簿 に

該 当す る と解す べ きであ る。

もっ とも,上 述 の よ うな反 対論 もあ る こ とで あ るか ら,商 法 に 明文 の

規 定 を お くこ とが 望 ま しい こ とは 昨年度 の われ わ れ の見 解 にお い て述 べ

た と ころ で あ る。(本 委 員会 昭和45年 度 報 告書 第1集:電 子計算機 の導

入 に伴 う商 法 等 改 正 問題 に関す る見 解 参 照)

い ず れ に して も税 法 と して は,商 法 上の 明 文 の規 定 が置 か れ な くて も

一 定 の 条件 が 満 た さ れれ ば ,EDP会 計 に おけ る記録 等 を もって 帳 簿 と

み なす 旨の 定 め を 設 け る こ とが 適 当 で ある 。

本 委 員会 として は,こ の よ うな 基本 的 立場 に立 って 税 法 の取 扱 いが,

企 業 にk'け るEDP会 計 の実 態 に即す る よ う,以 下 の よ うな検 討 を行 な

っ た。
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第2章 会 計 記 録 の範 囲

1.会 計 記録 に関 す る税 法 の 取扱 い とそ の調査 の 必要 性

吟

現行 税法の諸規定 は,コ ンピュータが開発される以前の手作 業会社 におけ る

商 業帳 簿お よびその他会計記録 の税務調査 に必要 な監査証跡の確保 を 目的 に し

た もの で あり,企 業会計 に コン ピュー タが広 く導入 される ようになった現在,

これ らの諸規定は税務調査 に多 くの点でな じまなくなって きてい る といえ る。

EDP会 計 に お いて は,会 計 情 報 が イ ン ビジ ブル な 形 で保 管 され る こ

とが 多 くな るため,税 務 調 査 に必 要 な調 査 証跡 の 確保 に 支 障 を与 え るこ

とが 指摘 され て い る。 現 行 税 法 の諸 規 定 では その表 現 に お い て 見 読可 能

な,し か も時 系列 的 な 帳簿 の 作 成 ・保 存 を 要請 して い る こ と,ま た,E

DP会 計 にお い ては,会 計 記 録 とそ れ 以 外 の経 営 デー タが 有 機 的 に 結合

さ れ,総 合 的 に処 理 され てい る こ と等 の 問題 か ら,コ ン ピュー タを 導入

し,そ れ に よっ て企業 が会 計 記録 を作 成 し,ま た そ の 会 計 記録 を保 存 し

よ うとす る場合,税 法 の取 扱 い との調 整 が 必 要 とな って くる 。

チ
ら

∀

2.コ ンピ ュー タに よ って作 成 され る会 計 記録

コ ン ピュー タに よって 作 成 さ れ る会 計 記録 と して,ま ず 出 力 装置 に よ

って磁 気 テー プ等 の 電 磁 的 記録 物 か らプ リン ト・ア ウ トされ る帳 簿 ・書
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類 等 の いわ ゆ る ハ ー ドコ ピ ーを あげ る こ とが で きる。 現行 税 法 の取 扱 い

にお け る見 読 可 能 な書 面 を もって 会計 帳 簿 とす る とい う考 え 方 に も とず

き,税 務 調 査 に お い てEDP会 計 を導 入 し てい る企 業 に つい て は このプ

リン ト ・ア ウ トさ れ た書 類 を もっ て会 計 帳 簿 と して,税 務 調 査 の対 象 と

しまた 企業 も法 令 に定 め られ た一 定 期 間 そ れ らを保 存 してい る ところが

多 い 。 上 記 の ハ ー ドコ ピー を会 計帳 簿 とし て考 え る こ とは問題 ない が,

コ ン ピュ ータ に よっ て,現 実 に企業 の会 計 に関 す る情 報 の発生,取 引 の

仕訳,変 動,集 計 等 が 記 録 され てい る磁 気 テ ー プ等 の イ ン ビジブ ルな 電

磁 的記 録物 で あっ て,原 始 証 ひ ょ う等 と照 合 し うる もの を会 計 記 録 とみ

る考 え 方 もあ る。 これ に関連 した問 題 として プログ ラム等 の処 理 手 順 を

示 す 書類 とコ ン ピュ ー タ に よっ て作成 され る 日計 表,通 計 表 等 の総 質 的

な会 計 記 録(表)を 会計 記 録 に含 め て考 え るか ど うか が あわせ て検 討 さ

れ た 。 そ の結果,処 理 手 順 を示 す プ ロ グ ラ ム等 を会 計 記 録 に含 め る考 え

方 に つ い て は,プ ロ グ ラ ム等 の処 理 手 順 は コ ン ピュー タ操 作 の 中心 とな

っ てい る もの で あ り,こ の こ とを理 由 に プ ログ ラムを会 計 記録 の一 部 と

考 え る見解 もあ る。 これ に対 し プロ グ ラム はEDP会 計 を採 る企業 の会

計 処理 の 適法 性,正 確 性 を判 断す る有 力な 資 料 とな る もので あるが,プ

ロ グ ラ ムそ の もの は処 理 手 続 の 指 令書 とい うべ き もの で あ り,し たが っ

て 法 的 な意 味 に お い て会 計 記 録 に 含め て 考 え る とい う見 解 は と りえ ない

ので は な い か とい う意 見 が 有 力 で あ った 。 しか しい ず れ に して も,プ ロ

グ ラム は磁 気 テ ープ等 に含 ま れ てい る会 計 デ ー タを処 理 して い くうえ で

そ の正 確 性 ・合 理 性 を判 定 す る ため に不 可 欠 な もので あ り,し たが っ て

主要 左 プ ロ グ ラ ムに つい ては,税 務 調 査 の対 象 とな る とい う考 え 方 は十

分 な 妥 当性 を もつ との意 見 が だ され た(プ ロ グ ラム等 につ い て は第3章
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ドキ ュメンテーシ ョンの項参照)日 計表,通 計表は必ず しも会計記録

としてでな く,単 に,補 助的記録 として用い てい る企業 も多いので,そ

の取扱 いは業種,業 態 を十分考慮 して定め る必要が あるとの意 見が 多数

であった。さ らに,現 金出納 帳,売 上,仕 入等の会計記録 は,一 般 的に

プ リン トア ウ トを行なって保 存すべ きもの と考 え られ るが,現 金 出納帳

のよ うな一般 的か つ共通的な基礎 的勘 定科 目を除 き,売 上,仕 入等 の会

計記録 については電磁 的記録物のか たちで作 成す る ことも認 め るべ きで

ある との意見 もあった。要す るに,EDP会 計 を採 る企業 においては,

財務諸表 を除 き,各 勘定科 目の作成 の方法は著 しく異 なってい るのが一

般 的で あって,画 一的な取扱いが定 め られた場合,そ の及ぼす影響が大

き く,企 業の会計 処理 に支 障 をきたす ことも予想され るのでは ないか と

の意 見が述 べ られた。(ア グ リーメン トの方法 と必要 性については第5

章参 照)

9

3.コ ンピュー タによって作成 され る会計記録の保 存と保存期間

⊆

この問題 には2つ の検討すべ き事 項を含ん でい る。第1の 事項 は作成

され る会計記録 の保存 の形 態の問題 であ り,第2は 会計記 録の保存 の期

間の問題 であ る。

(1)会 計記録の保 存

2で 述 べ た よ うに コ ン ピュ ー タは 日常 の会 計 情 報 を所与 の処 理 手 順
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に従 っ て デ ー タ化 し,磁 気 テ ー プ等 の 電磁 的記 録物 に記 録 しま た必 要

に応 じて イ ン ビジ ブル な記 録 物 を見 読 可 能 な ハ ー ドコ ピー とす る。 税

法 の取 扱 い の うえ で,た とえ電 磁 的 記 録物 と同 一 の 内容 の ハ ー ドコ ピ

ーが保 存 され て い る場 合 で あ っ て も磁 気 テ ープ等 の電 磁 的 記 録 物 の保

存 を義 務 ず け る必要 が あ る とい う考 え方 とその場 合 にお い て はい ず れ

か 一 方 の選 択 的保 存が 認 め られ るべ きで あ る とす る考 え方 が 検 討 され

た 。

ま ず,第1の 会 計記 録 を磁 気 テ ープ等 か らプ リン トア ウ トし,そ れ

を保 存 して い る場 合 で あっ て も,プ リン トア ウ トの オ リジナ ル で あ る

磁 気 テ ープ等 を あわせ 保存 す る必 要 が あ る とい う見解 は,磁 気テープ等

の電 磁 的記 録 物が プ リン トア ウ トさ れ た ハ ー ドコ ピーに比 較 して相 対

的 に記 録 の真 ぴ ょ う性 に 富む こ と,ま た コ ン ピ ュ ー タ 会 計 の 税 務

調 査 にお い て も今 後 は 磁 気 テ ー プ等 を 調 査 の 主 な対 象 と す る 手 法

を 採 る必 要 性 が あ る とい う点 か ら,(後 掲 資 料11RS新 ガ イ

ド ラ イ ン参 照)一 件 ご との 取 引 が 発 生順 に フ ァイ ルさ れ て い る とと

も に入 力 票等 と容 易 に照 合 し うる記 録 内容 を含ん でい る磁 気 テ ー プ等

の保 存 を要 す る とい う考 え方 にた って い る 。 もち ろん,こ の考 え 方 に

お い て も,企 業 は磁 気 テ ー プ等 の 電 磁 的記 録 物 のす べ て を保 存 す る必

要 が あ るの で は な く,一 定 の条 件 の下 に磁 気テ ー プ 内の会 計 記 録 の全

部 ま た は一 部 を消去 す る こ とが で き る余地 が ある 。

これ に対 して,第2の 選 択 的 方 法 を とる 見解 は,プ リン トア ウ トさ

れ た記 録 は電 磁 的記 録 物 そ の もの を反 映 した もの で あ るか ら,そ れ ら

の双方 を保存 してお く必要が ない とす る考え方に立 ってい る。 この考

え方 に従えば,第1の 見解 におい て重要な問題 として指摘された会計
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記 録の 相対 的真 ぴ ょう性の点 につい ては,ア メ リカ等 におけ る,こ れ

に関連 した法令 の取扱 いにおいて,電 磁 的記録物 か らプ リン トアウ ト

され たハ ー ドコ ピーで あって も,上 述の よ うな一定 の条件 を備 えてい

る限 り,会 計記録 としての真 ぴ ょう性 について,全 く法律的な疑義が

生 じてい ない ことをみ て も問題がない ことが明 らかであるとい う意見

が強調された。 したが って,コ ン ピュータ を導入 してい る企業 であっ

て も,現 段階 におい てはその会計 処理の手順,方 法等 に著 しい差異が

あること,さ らに磁気テ ープ等 の記 憶媒体の効率的使用(こ れは これ

らの記憶 媒体 の保存期間 と直接関係す る)と い う観点等 か ら,帳 簿組

織 の確立 してい る青色 申告適用法 人等 に対 して,第1の 見 解におけ る

ように会計記録保存の原則的方法 に選択的保存 の方法 を排 除す る考 え

方 は,会 計実務 に混乱 を与え る ものであって到底 この考 え方 を受け入

れる ことはで きない との意 見 もあった。

ltk-,本 問題 につい ては上述 の ように2つ の見解が その基本 におい

て,対 立 してい るが,本 年度以降,さ らに具体的事例 を積 み重ねて研

究 を続け てい くことに本委員会 としての意 見の一致 をみ た。

●
.

4

力

(2)会 計記録 の保存 期間
θ

磁 気テープ等 の電磁 的記録物 の形態で あるに しろあるい はハー ドコ

ピーの形態 であるに しろ,会 計記 録の保存期 間については,そ れが保

存形態 に直接関連す る とい う意見 か らい って,非 常に重要 である との

認識の下 に検討が行なわれた。そ の結果,税 務調 査その ものの性格,

目的か らみて,調 査 に必要 にしてかつ十分 な調査資料を一定期間,企
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業 に保存 させ るとい う要請 は妥当であると考え方 にほぼ意 見の一致 を

得 られた。 ただ,企 業 の 日々の取引 に よって生ず る彪大 な会計記録 を

長期 間無差別 的に保存(原 始 証ひ ょうを除 く)を 要 請す ることは会計

実務上か らも不可能 に近いのではないか との問題が あわせ検討 され た

が,こ れ については会計 処理 におけ る重 要性の原則の適用またそれぞ

れの 企業 内におけ る会計 記録の保存規定に もとず く保 存期間等 に も関

係が あるので,今 後 保存対 象 となる会計 記録 を具体 的に定 めてい く過

程 で,さ らに煮 つめてい く必要が あろ うとの意見に集約 され た。 なお,

EDP会 計 にあって も取引 に関連する原始証ひ ょうをす べて保存す る

ことについては,委 員会 として意見 の一致 をみた。

以上のほか,EDP会 計 を採用 してい る企業 に対 していわゆる取引

先調査 を行 な う場 合の問題 について も検 討された。すなわち,企 業 に

対 し取引先調査 のみのため に電磁的記録 とそのプ リン トアウ トされ た

ものの両方 を保存 させ ることは,実 務上煩 わ しさにたえない との意 見

が述べ られた。 この点 か らは,EDP会 計 に見合った新 しい取 引先調

査の あ り方 につい て検討す べ きであると考 え られる

∀
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第5章 ド キ ュ メ ン テ ーシ ョ ンの 作 成 保 管

会 計 組織 の一 部 又 は全 部 にEDPシ ス テ ムを取 り入 れ てい る企業 にあ

っ ては,税 務 調 査 に対 応 す るた め,そ のEDPの 処 理 手順 につ い て の 説

明書 の保 存が 要 求 さ れ る。

この点 に関 し,1964年 ア メ リカ内国 才人 庁(IRS)が 公 表 した

ガ イ ドラ イ ン におい て は,次 の とお り規定 され てい る 。す なわ ち,操 作

(operation)の 分 野 に 関す る説明 お よび 図解 に は,次 の 事 項 に触 れ

る よ う十 分 詳 細 に記 入 しな けれ ば な らな い。

① 現 在 実 施 中の適 用 範 囲(application)

② 各適 用範 囲 に 用い られ る手 順

③ ② の手 順 に は,た とえば フロ ーチ ャー トや ブ ロ ック ダ イ ア グ ラム,

あ るい はそ の他 の イ ンプ ッ トまた は ア ウ トプ ッ トに関 す る 十 分 な説 明

④ 正確 で確 実 な処 理 を保 証 す るた め の コ ン トロール

主要 な 変 更 は,そ の実 施期 間 と とも に,正 確 な沿 革 記 録 を保 存す るた

め に記 録 してお くこ とが 必 要 で あ る。 とされ て い る。

我 が国 の現 状 にお い て ガ イ ドラ イン的 な もの に よる規 制 を必 要 とす る

か ど うか につ い て も両論 の存 す る と ころで あ る。

本委 員会 で は,具 体 的 に 次 の点 につ い て討 議 が 重 ね られ た 。 す な わ ち,

シ ステ ム 説 明書,操 作 説 明書,フ ロ ーチ ャ ー ト,ブ ロ ック ダ イ ア グ ラム,

プ ログ ラ ムシ ー ト,コ ー ドブ ック,1/0(input,output)様 式 っ

づ り等 処理 手順 の確 認 に 必要 な資 料 を どの範 囲 で保 存 す べ きで あ るか と

い うこ とで あ る 。
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「
●

斗

以 上 の うち,シ ス テ ム説 明 書,操 作 説 明書,フ ロー チ ャー ト,ブ ロ ッ

クダ イ アグ ラ ム,プ ログ ラム シー ト,1/0様 式 につ い て は,保 存 の 必

要 性 が あ る との意 見 にほ ぼ 一致 をみ たが,コ ー ドブ ッ クにつ い て は,保

存期 間 の 問 題 と も関 連 し,極 め て ボ リュ ー ムの大 きい もの で主 要 品 目以

外 の コ ー ド部 分 ま で,長 期 保 存 を強 制 す る こ とに つ い ては,一 部 に強 い

反論 もあ った 。 ま た,た とえ ば,エ ラー リス トや コ ン ソー ル シ ー トに つ

い て は,そ の 内 容保 存 の手 数,効 果 の点 か ら保 存 す べ き資 料 か ら除 外す

べ し との意 見 が 強 か っ た 。 な お,保 存 す べ き資 料 の範 囲 を定 め る場 合 に

は,後 に問 題 を残 さな い よ う制 限 的 列挙 す べ しとの意 見 が あっ た。

さ らに,手 書 き会 計 とEDP会 計 の 場合 で は,資 料 の保 存 につ い て 基

本 的 な相 異 が あ る点 に注意 す べ きで あ る との意 見 が示 され た。 す な わ ち,

手 書 き会 計 の場 合 に は,会 計 に関 連す る範囲 とそ うで ない 範 囲が 比 較 的

明 瞭 で あ り,会 社 の保 存 す る全 資料 の うち,税 務 調査 や会 計 監 査 に必 要

な 帳 ひ ょ う資 料 の範 囲 も比 較 的 は っ き りしてい たが,EDPの 採用 に よ

りそ の 区分 が 困 難 に な る傾 向 が あ る。 狭 義 の会 計 に関 す る資料 に限定 さ

れ るな らば,上 記 の 資料 保 存 の義務 づけ に も,比 較 的 耐 えや す い が,会

社 の 計算 に 関係 す る全 資料 に つい て とい うこ とにな る と,結 局 会 社 のE

DPシ ス テ ム に関 す るす べ て の 資料 の保 存 が 強 制 され る こ と とな り,到

底 そ の 煩 に耐 え られ ない 。 この点 につい ては業 種業 態,EDP化 の 方 式

範 囲 等,企 業 毎 に 大 き く相違 してい る こと も考 え られ,疑 義 の あ る資 料

はす べ て ア グ リー メ ン トで 定 め る こ ととす べ し とい う意 見 もあ る。 この

意 味 に おい て,こ の 問 題 は ア グ リーメ ン ト方 式 の方 法,適 用 範 囲 の問題

と切 り放 して考 え られ ない 側面 を持 って い る。 さ らに,こ の問 題 は保 存

期 間 の問 題 と も無 関 係 で は あ り得 な い。 決算 終 了 後1～2年 で,税 務 調
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査 が 行 な われ てい るわが 国 の現 状 に お いて,調 査 終 了 まで の保 存 で よけ

れ ば,か な りの範 囲 の 資 料 の保 管 は可 能で あ ろ うが,税 法 上,5年 保 存

が要 請 され る とす れ ば,そ の 範 囲は 極 力 圧縮 す べ し とい う意 見 が 当 然生

じて くる。

以 上 の観 点か ら,ド キ ュ メン デ ー シ ョンの 作 成 ・保 管 の問 題 は ア グ リ

ー メ ン ト方 式の 適 用 な らび に会 計 記 録 の保 存期 間 との 関連 を考慮 し,次

年 度 におい て さ らに検 討 を重 ね る ことに な っ た。

,
.

4
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第4章 見読可能帳ひ ょうの作成

1.商 法 ・税 法 とEDP会 計 との関 連

商 法 改正 の方 向 が 電磁 的記 録 等 を認 め る 旨 の明文 の規 定 を お くこ とに

あ る とす れ ば,い わ ゆ るマ ンマ シン ・シス テ ム の立場 か らも不 可視 記 録

(イ ン ビジ ブル ・レ コー ド)を 見読 可 能 記 録(ビ ジ ブル ・レコ ー ド)に

変 換 す る ことが要 件 とな りそ の過程 が 本 来重 要 な 問題 とな る。

一 方 ,コ ン ピュ ー タを 中心 とす る経 営 ・事 務 の あ り方 は,日 進 月歩 の

変化 を続 け てい る ため コ ン ピュ ータ運 営 に対 す る考 え 方 は,企 業 側 に と

って も,監 査 等 の業 務 に たず さ わ る当 事 者 に とっ て も,効 率 化 ・合理化 ・

慣行 等 の諸 要 素 を め ぐっ て多様 化 してい るのが 現 状 とい え よう。

現 在 の商 法k・ よび 税 法 は手 書 き会 計 を前 提 と して い るの にた い し,E

DP会 計 の記 録 が 一 般 的 に イ ン ビジル な形 態 を とっ てい る ことか ら,そ

の見 読 可 能 化 に つ い て の問 題 も提起 さ れ てい る。

以 下2～3の 事 例 を あげ て 見読 可 能 な 帳 ひ ょ う作 成 の技 術 的 な問題 に

つい て具 体 的 に説 明 す る。

一13一



2.見 読可能帳ひよ うの作成 方法

(1)企 業 内 コ ン ピ ュ ータ効 率 主導 型 の考 え 方

第 一 義 的 に コ ン ピ ュ ー タ運 営 の合 理 化 を指 向 す ると,コ ン ピ ュー タ

自体 の効 率化 運 営 を 目標 とす る場 合 が 多 い 。

コ ン ピュ ー タの 中心 部 に相 当す る記 憶 。演算 ・論 理 判 断な ど,電 子

的技 術 に依 存 す る部 分(中 央決 算 処 理 装 置 －CentralProcessing

Unit以 下CPUと い う)の 進歩 は 世 代 更 新 ごとに,ほ ぼ1000倍

ず つの 成果 をあげ て きた。 これ に反 して,高 速 行 印 字 機,カ ー ド読取

機,テ ープ装 置 な ど,お もに機 械 部 分 を主 とす る入 出 力周 辺 装 置 の性

能更 新 は 漸 進 的 で あ る こ とが 実 情 で あ る。 もっ と も入 出力 機 器 の 中 で,

磁 気 媒 体 に よる もの の効 率 は か な り促 進 され て お り,現 状 の 中型以 上

の コ ン ピュ ータ ・シス テ ムで は,外 部 記 憶装 置 と して も磁 気 テ ー プが

主 力 を 占め て い る と考 え られ る。

端 的 にい うと,高 性 能 のCPUと ハ ー ドコ ピー の プ リン トア ウ トに

は時 間 的 な ア ンバ ラ ンスが は な はだ しい 。 しか も,ハ ー ドコ ピーの記

録源 泉 は,外 部 記 憶 装 置 の磁 気 テ ープ に依 存 し,若 干 の プ ログ ラム に

よる編集 過 程 を通 過 して い る にす ぎない 。単 数 ま た は複 数 の 磁 気 テ ー

プ装置 に対 応 して,そ れぞ れ 同数 の プ リンタ を装備 し同時 に 印字 作業

を行 な うと して も,CPUの 稼 動 率 は極 めて 低 い もの とな る。

一方 ,個 別取 引 一件 ご との 明 細表 な どを克 明 に プ リン トア ウ トした

と して も,そ の利 用 度 は 必 ず し も高 い とい えな い事 例 にか ん が み,最
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小 限 必 要 な もの の 印字 作業 に と どめ たい と考 え るで あ ろ う。 す なわ ち,

会 計 記 録 の うち最小 限度 必要 な もの は プ リン トア ウ トし,そ の基 礎 と

な った 大 量 の デ ータは 電磁 的記 録 と して保 存 して お くこ とが 一 つの 解

決 方 法 と な るわけ で あ る。

(2)企 業 内 ハ ー ドコ ピ ー主 導 型 の考 え 方

適 用 業 務 と して 経理 事務 か らコ ン ピュー タ導入 をは じめ た場 合,あ

るい は磁 気 テ ー プ装置 を もた な い シス テ ム に よって 経理 事 務 の コ ン ピ

ュー タ化 が は じめ られ た場 合 な どに は,従 来 の手 書会 計 と同様 の ア ウ

トプ ッ トを求 め て ハ ー ドコ ピーが 多量 に産 出 され るで あ ろ う。

この種 の シス テ ム の長所 は,企 業 内部 の み で な く外 部 の 閲 覧権 者 か

らの要 求 に たい して,た だ ちに 見読 可 能 帳 ひ ょ うを提 示 で きる こと と,

業 務 の コ ン ピュ ータ化 に さい して コ ン ピ ュー タ部 門 以外 の各 部 門か ら

の 抵 抗 が 比 較 的 少 な い こ とな どが あげ られ よ う。

また,と くに経 理 部 門が意 思 決 定 に さい して帳 ひ ょ うに押 印 あ るい

は署 名 を行 な う内 部 規定 等 が あ る場 合 には,機 種 の大 小 を 問わ ず 必 須

の ア ウ トプ ッ トと してハ ー ドコ ピーが要 求 さ れ よ う。 小型 コ ン ピュ ー

タ には磁 気 テ ープ等 の外 部 記 憶 装置 を持 た な い ものが あ り,当 然 この

場 合 に は ハ ー ドコ ピー主 導 型 シス テ ム を招来 す るで あ ろ う。 大 型 ・中

型 コ ン ピ ュ ータの場 合,ハ ー ドコ ピー主 導 型 であ りな が らなお か つ コ

ン ピ ュー タ効率 を高 め る方 法 も多様 に存 在 す る。

た とえ ば,① オ フ ライ ン ・プ リンタ ー

② オ ン ライ ン ・リアル タ イム
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③ コム(COM-COMPUTEROUTPUTMICRO-

FILMの 略 称)な どが あ る。

① オ フ ラ イン ・プ リン タ ー

磁 気 テ ー プ リーダ ー と ミニ コ ン ピュ ー タお よび 高速 行 印字 機 に よ

り構 成 され,主 力機 の 負担 を除 くには 効果 が ある。

② オ ン ライ ン ・リア ル タ イ ム

取 引 デ ー タ発 生 の場 所 に端 末 機 を配 置 し,電 話 回線 等 を経 由 して

CPUと 接 続 し,処 理 結果 を 発生 の 直 後 に受 け とる方 法 とい え る。

た だ し,銀 行業 務等 の場 合 に は,取 引 口座 別元 帳 内容 は,CPU

に付 随す る外 部 記 憶 装置(た とえ ば磁 気 デ ィス ク ・磁 気 ドラ ム等)

に記 録 し,箇 別 取 引 デ ー タは 磁 気 テ ープ に記 録 され る。 した が っ て,

営業 時 間後 に作 成 す る諸 管 理 資料 は 多量 の ア ウ トプ ッ トを必要 と し

① ③等 の利 用 を促 進 した と もい え る。

③COM

磁 気 テ ー プ を入 力資 料 と し,プ ロセス を経 て マ イ ク ロ フ ィル ム

(16na,35na,105na等 各種 の サ イズが あ る)に,印 字 体 の

ま ま で縮 少 記 録 す る方 法 で あ る。

縮 少 率 が 高 い か ら,見 読 の た め には 拡大 映 像 装置(一 般 に リーダ ー と

い う)を 必 要 と し,リ ーダ ー に よって は ハ ー ドコ ピー を作 成 す る リー ダ

ープ リンタ ー もあ る。

磁 気 テ ー プ →マ イク ロ フィ ル ム → リーダ ー等 の 組 合せ を称 して,マ イ

ク ロフ ィ ル ミン グ ・システ ム また は マ イ クロ フ ァ イ リン グ ・シス テ ム と

い う場 合 もあ る。(第6章1.マ イク ロ写 真 の項 参 照)

現 在,都 市 銀行 等 にお い て コ ム → コ ピ ーフ ロー システ ム とい うハ ー ド
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コ ピー作 成 方 法 も多用 さ れ てい る。 これ もオ フ ライ ン ・プ リンタ と近 似

の考 え 方 で主 力 機 のCPU負 担 を軽 減 す る こ とに効果 が ある。

た とえ ば,① オ フ ラ イ ン ・プ リン タ,② オ ン ライ ン ・リア ル タ イ ム と

③COMの い ず れ を採 用 す るか に よっ て,ハ ー ドコ ピ ーの作 成方 法 も変

わ る ことが予 想 され る。

① の場 合,磁 気 テ ー プ等 電 磁 的記 録 を主 とす る場 合 に は,ハ ー ドコ ピ

ーが 従 とな る。

② の場 合 ・(1)の コ ン ピ ュー タ効 率 主導 型 の場 合 には,磁 気 テ ー プ等 が

主 とな ろ う し,(2)の ハ ー ドコ ピ ー主 導 型 の場 合 に は,磁 気 テ ー プ等が 従

とな る。

③ の場 合,磁 気 テ ー プま た は マ イク ロ写 真 の いず れ も主 とな る もの と

して認 め てい くこ と に な ろ う。
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第5章 ア グ リー メ ン トの 必 要 性 と方法

事 務 のEDP化 に 関 係す るハ ー ドウェ アお よび ソ フ トウエ アの 両面 に

おけ る進 歩 改 良 の テ ン ポは最近 と も に早 ま りつ つ あ り,企 業 の会 計 関 連

事 務 のEDP化 の方 式 ・範 囲 ・精 度等 も全 く千 差 万別 の現 状 にお い て,

EDPア グ リー メ ン ト方 式 を混 同 した 弾 力 的 な取 扱 い を要 望 す る意 見が

強 か った 。 しか し,ど の範 囲 まで ア グ リー メ ン ト方 式 の採 用 を認 め るか

につい ては 意 見が 分 か れ てい る。

少 な くと も現 状 に お い て はEDPに 関 す る法 令通 達 は 出す べ き でな く,

必要 あれ ば 総 て 企業 と税 務 当 局 との個 別 ア グ リーメ ン トに よるべ しとす

る全面 ア グ リー メ ン ト方 式 説 の あ る反 面,ア グ リー メン トの範 囲は で き

るだ け 圧 縮 して,必 要 事 項 は で き るだ け法 令通 達 に盛 り込 み公 平 を期 す

べ し とい う意 見 も あ る。大 勢 と して は 法 令通 達 の 内容 は弾 力的 な もの と

し,で きるだ け ア グ リーメ ン ト方 式 を活 用す る こ とに よっ て,EDP会

計 の普 及 促 進 の防 害 とな らない こ とを希 望 して い る。

ア グ リー メ ン ト方 式 に関 して 討 議 さ れ た 第2の 点 は,ア グ リー メ ン ト

に 委 ね る べ き項 目及 び ア グ リー メ ン トの方 式 等 を予 め規 定 してお くべ

きか ど うか とい う点 で あ るが,そ の方 が 便 宜 有 効 とす る説 と,現 状 の 千

差 万別 な態 様 の もとに おい て は,現 実 問題 と して,か か る規 定 は困 難 で

あ り,ま たEDP普 及 に支 障が 大 きい とす る 両説 が あ り結 論 に至 っ て い

な い。

討 議 の対 象 とな った 第3の 論 点 は,会 計 記 録 の 保 存 方法 に関 す るア グ

リー メ ン トの問題 で あ る。
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会計 記録 を常 に手 書 きま た は見 読 可 能 な プ リン トア ウ トの 形 で 保存 す

る こ とを強 制 せ ず,磁 気 テ ー プ,マ イク ロ フィル ム等 の形 で の 保存 も選

択 的 に(即 ち どち らか一 方 の保 存 で足 る もの とす る)認 め るべ き とす る

意 見 もあるが,逆 に プ リン トア ウ トさ れ た 帳簿 書類 よ りは,コ ン ピュー

タに読 み こまれ た デ ー タ ファ イル の内容 の 方が より真 ぴ ょ う性 に 富み か

つ 尾 大 な記 録 の調 査 を効 率 的 にす る と考 え られ,企 業 が 会 計 帳簿 を プ リ

ン トア ウ トして い る と否 とにか か わ らず,会 計 記 録 に関 す る磁 気 ファ イ

ルは 帳簿 書類 の 一部 をな す もの と して保 存 を要 す る とい う見 解 もあ る。

しか し,実 際 問題 と して は,こ れ らの意 見 の中 間的 立場 に立 つ こと も

考 え られ,そ の解 決 をア グ リー メ ン ト方 式 に求 め る見 解 もあ る 。 ア グ リ

ーメ ン ト方 式 に つい て も,プ リン トア ウ ト帳簿 と磁 気 ファ イ ルの 併 存 を

原 則 と し,ア グ リー メ ン トに よ り,い ず れ か一 方 のみ の保 存 で よい もの

を定 め るべ しとす る意 見 と,い ず れ か の選 択保 存 を原 則 と し,ア グ リー

メ ン トに よ り部分 的 に併行 保存 を認 め る べ しとい う両 説 が あ り,意 見 の

一 致 をみ るに 至 っ てい な い 。・次年 度 に おい て個 々の項 目毎 に 更 に具 体的

討 議 を進 め た上 で結 論 を出 す予 定 で あ る。
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第6章 税務上付随する諸問題

1.マ イ ク ロ写 真

,

マ イ ク ロ写真 は,磁 気 テ ー プ等 の記 録 媒体 に くらべ て,ハ ー ドコ ピー

へ の 転換 が 容 易 で あ り,そ の 各 装 置 も低価 格 で あ る。 また,最 近 に おい

ては,直 接 にコ ン ピュ ー タの ア ウ トプ ッ トが マ イ ク ロ写 真化 さ れ るCO

Mと,マ イ ク ロ写 真が コ ン ピ ュー タの イ ン プ ッ トとな るCIM(COMPUTE

INPUTMICROFILM)の 実 用化 が は じま り,今 やCIMも 現実 に利

用可 能 の 段 階 に な って お り,さ らにCOMに 対 応 して,小 規 模 の 装 置 で

COMの フ ィ ッ シ ュ と同様 の写 真 が得 られ るSOM(SMALLOUTPUT

MICROFILM)も 漸 次 採用 され つ つ あ り,コ ン ピ ュー タ とマ イク ロ写

真は 一 体 化 され つ つ あ る。 い ず れ に して も,会 計 記 録 の マ イ クロ写 真 化

につ いて 重要 な 問 題 は,見 や す い リー ダー プ リン タを備 えお くこ とで あ

り,最 近 の技 術 の め ざま しい発 展 の現 状 にお い て は,こ の問 題 の 解決 も

容易 で あ る とい うべ き で あ る。 さ らに,前 述 の よ うな コ ン ピ ュー タ とマ

イク ロ写 真 の一 体 化 の現 状 に かん が み,法 制 上,両 者 を 同時 的 に解決 す

る こ とが 望 ま しい 。

∀
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2.計 算 セ ン ター

計算 センター等へ企業 の会計処理 を委託 している場 合 におけ る会計記

録の保存等 に関す る問題 は企業内 にコンピュータを導入 し,会 計処理 を

行なってい る場 合 と比較 して若干異 なる問題 を含んでい る。 これ らの具

体的事例 と して,計 算 センターが委託 を うけ る会計業務 の内容 と委託先

との契約 に関連 した事 項,会 計データを記憶す る磁気 テ ープ等電磁 的記

録物 の所有権 に関連 す る事項,さ らに計算 センターに委託 されている企

業 の会計業 務に対す る税務調査 に関連す る事項等 をあげ ることが でき よ

う。本委員会 は,こ れ らの事 項の内容,問 題点 についての検討 も行なっ

た。 この検 討の過程 におい て,計 算 センター等 へ企業 の会計処理 を委託

してい る場 合の税 法の取 扱い として,問 題の もつ複雑性 か ら考え,当 分

の間計算 センター等 へ会計処理 を委託 してい る企業 には,原 則 として プ

リン トアウ トされた帳簿書類 に よる もの とし,磁 気 テープ等 の電磁 的記

録物 に よる保存 を認 めない ことが適当であるとす る意 見 もあった。 これ

に対 して,中 小企業 におけ る会計業務の合理化,省 力化 をはか り,ま た

計算 センタ ーの健 全 な発展 に資す る意味か らも,コ ン ピュータを導入 し

てい る企業 と同様 に これ を取扱 うことが妥当で あるとい う意 見 も出され

た。

以上掲げ た問題点 の多 くが まだ十分 に解明されてお らず,今 後本委員

会 としてさ らに専 門家等 に よる計算 センターの業務 ・契約内容等実情 を

調査 し,計 算 セ ンター を広 く活用で きる ように問題 を解 決 してい く必要

が あるとの結論 に達 した。
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第7章 外部監査 との関係

1.外 部 監 査 の種 類

,

株式会社は監査役 の監査 を受け る とともに内部監査部門 に よる監査 を

経 てい るが,そ のほか に株式 の公開会社 に対 しては・公 認会 計士の法定

監査が行なわれ てい る。さ らに特定の業種 に対 しては,政 府 の行政監査

(た とえば,銀 行 に対 しては大 蔵省銀行局 の行政監査,日 銀考査があ り,

民営鉄道 に対 しては運輸省,電 力 ・瓦斯 に対 しては通産省 の行政監査が

行 なわれてい る。)その他,法 人税等の課税上,税 務 当局の税務調査 も実

施されてい るので,会 社 は幾重 に も重 なった監査 を受けてい る恰好 にな

っている。

この ような重複監査 は企業経 営の効率化 を妨げ るこ とになるので,必

要最少限度 の監査 に と どめるべ きであるが,と くにEDP会 計に より処

理 している場合 には,重 複監 査 をできる限 り避けて,相 互 に活用 し会 う

ようにす る必要が ある。

2.外 部監査の相互活 用の基 本的な考え方

EDP会 計 部 門 に 対 す る監 査 は,第1義 的 には企 業 経 営 者 自 らの責 任

にお いて 行 な わ れ る もので あ り,と くに人 手 に よる チ ェ ック に代 え て,
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コ ン ピュ ー タに よる充分 な論理 的 チ ェ ック等 が 行 なわ れ て い る。 こ の場

合 人 手 に よる内 部統 制 もあ る程 度 行 なわ れ るが,そ れ より もコ ン ピュ ー

タに よっ て各 種 の チ ェ ックが行 な われ てい る の で,こ れ が プ ログ ラ ム通

りに チ ェ ック機 能 を果 た してい るか ど うか を,内 部監 査 部 門が 監 査 して

歩 く必 要 が あ る 。

この よ うに して 内部 統 制組 織 が人 力 と機 械 力 に よっ て 充分 に作 用 して

い る とい う確 認 をす る ことに,外 部 監 査部 門 の一 つ の 役割 が あ る。 近 代

的監 査 は 内部 統 制 の整 備 さ れ てい る ことを前 提 条 件 と して,試 査 に よっ

て進 め られ るの で あ るが,コ ン ピ ュー タ化 さ れ た会 計 部 門 に対 して も,

この前 提が あ て は ま る。 外 部監 査 は,内 部監 査 の充分 に行 な われ てい る

こ とを 前提 と して 進 め られ るべ き もので あ る か ら,コ ン ピ ュー タ に よる

機 械 化 チ ェ ッ クが 充 分 で あれ ば,相 当 な程 度 まで試査 の範 囲 を縮 少 す る

ことが 可 能 で あ る 。

そ の上,内 部 統制 が充 分 であ る こ とが 確 認 され れ ば,外 部 監 査 部 門 と

して は,資 産 ・負 債 の勘 定残 高 の正 確性 に つい て も,充 分 な心 証 が得 ら

れ る こ とに な る。 同 一 の勘定 科 目につ い て 内部 監 査部 門 で あれ,外 部 監

査部 門 で あれ,同 一 の結 果 を把 握 す るは ず で あ る。 しか し内部 監 査 と外

部監 査 とは,そ の 目 的が 異 な るた め,あ る程 度 重 複監 査 を行 なわ ざ る を

得 ない 面 が あ るが,外 部 監 査 部 門 と して,た とえば,公 認 会 計 士 の 証取

監 査,行 政 当 局 の行 政 監査 と くに税 務調 査 等 は,重 複 監 査 を避 け る よ う

に工 夫 で きるは ず で あ る。現 状 に おい て は,外 部 監査 相互 間 に何 らの連

携が な く,重 複 監 査 を行 な っ てい るが,こ れ は 国民経 済 的 にみ て も,企

業 の立 場 か らみ て も非 効 率 的 な面 が 多 い と言 わ ねば な らない 。

この 点,コ ン ピュ ー タに よる監 査 手 法が 開発 され る ようにな る と,外
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部監 査 の手 法 がほ ぼ 同 一 にな り,監 査主 体 が 変 わ る度 に わ ざわ ざ同 じ こ

とを繰 り返 して も意 味 が な くな る。 外部 監 査 人 のそ れぞ れ が,重 複 した

監 査 を行 なわ ない ように,工 夫 しな け れば な らない 。 と くに オ ン ライ ン ・

リア ル タ イ ム ・システ ム を採 用 して い る場 合 に,コ ン ピュ ー タに よる監

査 を行kう に当 っ て,外 部監 査 入が,重 複 した 監査 を行 な う と,EDP

機 能 が ス トップす るな どそ の弊 害 は図 り知 れ ない程,大 き くな る 。 '

3.税 務調査の省略ない し簡略化
吟

証券 取 引 法 に よる公 認 会 計 士 の法 定 監 査 が 行 なわ れ てい る企業 に対 し

ては,税 務 調 査 を省 略 な い し簡 略化 で き るの で は ない か,と い う経 済 界

の主張 が ある。 両 者 が 重複 監 査 を行 な うこ とを避 け て 一 方 が 他 方 に依 存

す る態勢 を執 っ ては ど うか とい う提 案 で あ る。

この 点 につ い ては,基 本 的 には 肯定 さ れ る。何 とな れ ば,コ ン ピ ュー

タ化 され た会 計 デ ー タを プ ログ ラム に よっ て取 り出す に 当 り,同 一 の プ

ロ グ ラム で あれば,何 人 が 命 令 して もコ ン ピュ ー タは 同一 の デ ー タ を示

す こ とにな り,そ の監 査 手 法 は重 複 を避 け る方が,賢 明 で あ るか らで あ

る。 た とえば 棚 卸資 産 が10億 円 存在 す る とい う公 認 会 計 士 の認 定 に対

して,税 務 調査 に お い て も同様 の10億 円 とい う結 果 が得 られ るは ず で

あ る。 問題 は,税 法 固 有 の規 定 に よる評 価 問題 が,一 般 の企 業 会 計 と く

い違 ってい ない か ど うか とい う点 にあ る。 これ につ い て は,法 定 監査 に

お い て適 正 で あ る 旨 の監 査意 見 が 表 明 さ れ てい る場 合 に は,税 務 調査 に

おい て も事 実認 定 に関 す る事 項 に つい て は これ を十 分 に活 用 す る こ とと
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し,税 務調 査 にお い ては,税 法 固 有 の 問題 の み を調査 す れ ば 良い と考 え

られ る。 これ に よ り税 務 調 査 は 相 当 大 巾 に簡 略 化 され るは ず で あ る。

さ らに進 ん で,将 来 の 問題 と して は,証 券 取 引 法 に基 づ く法定 監 査 に

際 して,税 法 固有 の 問題 を も合 わせ て 調査 す る よ うに,公 認 会 計 士が 監

査 人員 日数 をふ や して 充 分 に監 査 して お れ ば,税 務 当局 と して,法 定 監

査 に依 存す る こ と とす る方 法 も企 業 側 か ら望 まれ て い る。 この要 望 の論

拠 と して,と くに コ ン ピュ ー タ化 され て い る会 計 部 門 に対 して は,期 中

叉 は期 末 に近 い時 点 で,監 査 上 で必要 な デ ー タを取 り出 す こ ととす る の

が,効 率 的 で あ る,と い うζ とに ある。 時 日を 遠 く経 過 してか ら,必 要

な デ ー タを取 り出す こ とは 不 経済 で あ り,寸 秒 を争 うコ ン ピ ュー タの マ

シ ン タイ ム を合 理 的 に活 用 す るた め には,そ のデ ー タが処 理 さ れ てい る

時 点 で,監 査 上,必 要 とす る もの を取 り出 す こ とが適 切 であ り,公 認 会

計 士 の 法定 監査 は,期 中 な らび に期 末 に行 なわ れ る もの で あ るか ら・ こ

の点 を考 慮 し易 い立 場 に あ る と考 え られ て い る。

コ ン ピュ ー タ監査 手 法 を公 認 会 計 士が 活 用 す る よ うに なれ ば,こ の点

は益 々顕 著 で あ るが,イ ギ リスの如 く勅 許会 計 士 の監 査 に依 存 して,税

務 当局 は,納 税 申告 書 を レ・ビ ューす る程 度 に と どめ るのが,行 政 の 効率

化 か らみ て も望 ま しい と,企 業 側 は 考 え て い る。

これ らの制 度 上 の改 正問 題 は,な お十 分 に諸 般 の 問題 点 を検 討 す る必

要 が あ るの で,EDP会 計 の 進行度 合 い に応 じて今 後,引 続 き研 究 す る

こ と と したい 。
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第8章 今 後 の 課 題

工 商 法改正 の動向

●

(1)商 法 改正 の経 緯

コ ン ピュ ー タや マ イ ク ロ写 真 に よ る記 録 が,商 法,税 法等 の法 令 上

で適 法 な もの と して是 認 さ れ る か ど うかX'常 に問 題 視 され,こ の た め

に企業 は 思 い切 っ た コ ン ピ ュ ータ化 や マ イク ロ化 を進 め 難 い 。そ こで

先 ず基 本 法 た る商 法 にお い て,コ ン ピ ュ ー タや マ イク ロ写 真 に よる記

録 を,そ れが た とえ 目 に見 え な い 形態 の もの で あっ て も,適 法 な もの

で あ る旨 を明定 す る よ うに積極 的 に 立 法当 局 に働 きか け た。

(注)"商 法改 正 に関 す る要 望 書",本 委 員 会 編:EDP会 計 に関 す

る研 究報 告第1集(昭 和45年 度 分)"商 法改 正 案"12頁 以

下 参 照 。

そ の結 果,法 務 省 の 法制 審 議会 商 法 部 会 で は,昭 和45年 よりこの 問

題 を採 り上 げ,い くつか の問 題点 を指 摘 して,こ の問題 点 が解 決 され れ

ば商 法 上 で マ イク ロ写 真 や コ ン ピ ュー タ に よる記 録 を適 法 祝 す る 旨の明

文 の規 定 を設 け る こ と と し,そ の方 向 で検 討 が 開始 され た。

そ こで会 計 税務 委 員会 で は,当 局 の問 題 点 に対 す る見 解 を逐一 表 明 し

て立 法 資料 に供 して きた 。商 法部 会 で は準 備会 にお い て商 法 総 則 の商 業

帳 簿 に関 す る規 定 を若干 手 直 しす る こ と と し,ほS'成 案 を得 る と ころま

で漕 ぎつ け た 。
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しか しな が ら昭 和46年8月 の ドル シ ョック に よって,為 替差 損が 巨

額 に のぼ る企 業 が あ り,こ の 巨額 の為替 差 損 の繰延 の取 扱 い に 関 す る立

法 問題 が 起 っ た ため に,コ ン ピュ ー タ等 の問題 は一 時 棚 上げ の 止 む な き

に至 っ た。 しか しこの 問題 は 時 機 を捉 ま え て早 急 な立法 化 が望 ま れ る。

(2)立 法 上 の問題 点

商 法 に書面 以 外 の形 態 に よる会 計 帳簿 等 を採 り入 れ るに 当 り,ど の

よ うな方 針 を もっ て臨 む べ きか を検 討 した が,次 の よ うな方 向 を採 用

す べ きで あ る とい う意 見が 大勢 を 占め た。

す なわ ち,

① 商 法 上,作 成保 存 す べ き会 計 帳 簿,社 債原 簿 な らび に営業 上 の

重要 書類 等 につ い て,マ イク ロ化,コ ン ピュー タ化 した も ので認 め

る 旨,明 定 す る こ と と し,ま た 株 主 名簿 につい て もコ ン ピュ ー タ等

で 作成 で き る よ う明 らか にす る こと。

② これ らの 帳簿 類 につ い て,法 文 上,列 挙 せ ず に 包括 的 に定 め る

こ と。(注)後 場 資 料 ②ModelBusinessCorporationAct参

照。

③ コ ン ピ ュー タ化,マ イ ク ロ化 した帳簿 類以 外 に将 来,技 術 の改

良発展 に よっ て種 々の ものが 現 われ る と思 われ るの で,コ ン ピ ュー

タや マ イ クロ写 真 に 限定 せ ず,広 く新 技 術 を包含 す る よ うな規 定 と

す る こ と。

④ コ ン ピュ ー タ化,マ イ ク ロ化 に よっ て,そ のまyで は,見 読 可

能 で ない 書 面以 外 の記 録 に つ い ては,相 当 の期 間 内 に 閲 覧権 者 の要

求 に よって見 読 可 能 な状 態 に置 く ことが で き る よ うに定 め,と くに

公 認 会 計 士 な どの監 査 に 際 して,監 査 に耐え られ る よ うな もの とす
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る こ と。 この ため,見 読可 能 な もの を提 供 す る他,監 査 手 法 の改 良

発 達 に よって,コ ン ピ ュー タ監 査が 効 率 良 く行 なえ る よ う研 究 をす

る必要 が あ る。

⑤ 商 法 上,そ の他 の細 部 の 点 につ い て規 定 しな くて も,相 当 の期

間 内 に見 読 可 能 な形 にす る よ う法 定 す る こ と。 これ に よ り,ブ ローグ

ラム を始 め,フ ロー チ ャ ー トな ど必要 な ものは 保 存 さ れ る こ とにな

る。

⑥ 商 法 上 の帳 簿 書類 の保 存 年 限 は,主 要 な もの につ い て は5年,

そ の他 多 量 に発 生 す る記 録 物 につ い て は,企 業 の 自己責 任 に委 ね る

こ と。 ま た,コ ン ピュ ー タや マ イ ク ロ写 真 に よる記 録 に つ い て も,

同様 に保 存 範 囲 や 保 存 年 限 につ き合理 化 を図 る もの とす る こ と。

な お訴 訟法 上 の問題 と して,民 事 上 は 証 拠 能 力 の制 限 は ない が,

他 方,通 常 の業 務 の課題 にお い て作 成 さ れた ものは,刑 事 訴 訟 法上

にお い て も証拠 能 力が あ る。 ま た裁 判 所 の 要 求 に対 して如 何 な る形

態 に よっ て も,コ ン ピュ ー タや マ イ ク ロ写 真 に よる記 録 を以 て応 え

る ことが で き る。

(3)今 後 の動 向

本 委 員 会 の 作業 の結 果,商 法 上 で規 定 され る内容 は ほX'固 ま っ て来

た もの とみ られ る。 と くに 包括 的 な 規 定 を設 け る もの とす れ ば,直 接

に コ ン ピ ュ ータや マ イ ク ロ写 真 を条 文 上 で掲 げ る こ とな く,従 来 通 り

の形 態 を した帳 簿 や 書類 な どの書 面 に よる記 録 に よ らない も ので も,

書面 に転 換 で き る もの で あれ ば,商 法 上,す べ て これ らを是 認 す る旨,

明 確 にす る方 が優 れ てい る とい え る(ア メ リカの ニ ュ ー ヨー ク州 の会

社 法,ModelBusinessCorporationActの 例 の如 く)。
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一方 ,COM等 の発 達 に よっ て コ ン ピ ュー タ とマ イク ロ写 真 とは一

体 とな っ て きた の で,コ ン ピュー タ とマ イ ク ロ写 真 を別 個 に切 り離 し

て立 法す る こと も適 当 で はな い。 そ こで書面 に よ らな い記 録 の 作成 保

存 を是 認 す る明文 の規 定 を設 け る こ とが 望 まれ る。

・本委 員会 と して は,両 三 年 の検 討 の結果,以 上 の ご とき方 向 を確認

した ので,昭 和47年 度 に おい て,立 法 当 局 と十 分 な検 討 を重 ね て,

後 世 に恥 じな い立 法 が 行 な われ る よう期 待 す る。 な お,商 法 上 で,と

くに明 文 の 規定 が 設 け られ て い ない 現 行 法 の まxで も,解 釈 上,コ ン

ピ ュー タ化 さ れ た記 録 が どん な形 態 で あ るにせ よ適 法 な もので あ る と

の 結論 に達 して い るが,解 釈 に よっ ては,反 対 説の生 ず る余地 もあ る

の で,以 上 の ごと く商 法 で 明足 す る必 要 が あ ろ う。

なおEDP会 計関 係 の立 法問 題 に つ い ては,こ れ を受 け 容 れ る企業

側 の 内部 統 制 の整 備,関 係 当 局 の理 解 な らび にそ の他社 会 的 な環 境整

備が で きない と,こ の問題 の解 決 は十 分 に図 られ な い と思 われ る ので,

関係 者 に よる一層 のPR等 が望 まれ る。

o

2.今 後の税務上の研究課題

上述 した ように,EDP会 計 と税務 との重要 な問題 としては企業 の立

場 か らは,コ ン ピュータの効率 的利用,企 業 の内部案制組織の充実 とい

う点 をふ まえて,必 要量小限度 の帳簿書類 を保存すれば足 りる とい う考

え方に対 し,税 務上 は調査資料の豊 富性 の面か らで きるだけ 多 く帳簿書

類 を保存す る ことが望 ま しい,と い う考え方の間に,相 違 が認 め られる。
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これは両者の立場 の相違 か ら生ず る ものであるが,こ の差異は基本的 に

は両者間の今後の歩み よりに よって調整す ることが できるもの と考え ら

れ る。すなわち,こ の調 整の基本的な方向 としては,企 業 側はまず内部

索制組織等 の確立が 前提であ り,他 方税務当局 としてはこれを踏 まえて

帳ひ ょう保存の思い切った省略 を認め るな どの措置が必要 であると考え

る。

そ して現段階 においては,こ の点 に関す る企業 お よび税務 官庁相 互内

の立場 の理解が十分 になされてい る ところであって,今 後 は抽象的議論

よ りもむ しろ具体 的に この問題 を検討す ることが必要であ ると考 え る。

換言 すれ ば,あ る種の書類が企業 に保存す ることの税務 上 の必要性 をケ

ースに分け て検討す るな ど,具 体的事 例 を挙げ て実効 ある成果 を得 る方

向 で研究 す ることが のぞ ましい と考 え る。

⑰

、
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は じ め に

P

亀

この報 告 書 は 「会 計税 務 研 究 委員 会 」の三 つ の 部会 の ひ とつ で あ る

「会 計 簿 記 部会 」(主 査,大 山政 雄)の 昭和46年 度vatsけ る調査 ・研

究 の成 果 を きわ め て 要 約 した形 で述 べ た もの で あ る。 会 計 簿 記部 会 では

本 年 度,コ ン ピュー タ ーの普 及 に と もなっ て,す で にか な り広 範 に実 施

され て い るEDP会 計 の監 査 上 の 諸問 題 を検 討 す るこ とと した。EDP

会 計そ の もの の実 態 につ いて は,当 委員 会 は これ まで2年 余 に わ た り,

わ が国 は もち ろん,欧 米 につ い て も相 当深 く調 査 ・研 究 を進 めて きて い

るの で,そ の間 に得 たEDP会 計 にかん す る知 識 や 資 料 を も とに,多 か

れ少 なか れ コ ン ピュ ー タ ーに よっ て会 計 情 報 の処 理 を行 な っ て い る制 度

会 計 につ い て,と くに証取 法 監 査上 の諸 問題 を検 討 す る こ とに した の で

あ る。

そ こで本 年 度 は ま ず,わ が 国vaj5・け るEDP会 計 の水 準 を再度,確 認

す る 目的 で,数 社 の会 計 システ ムにつ い て 実 態 調査 を行 な うと と もに,

EDPシ ステ ムの 普 及が 簿 記 会 計 の理 論 と実 務 に対 し て どの よ うな影 響

を もた ら して い るか,と い う問題 につ い て討 論 を行 な っ た。 この作 業 は

当部会の委 員がEDP会 計 について共通 の認識 を もつ上で大 きい効果が

あった。

以上の ような準 備期間 を経 て,当 部会 は,EDP会 計の監査 とい う視

点か ら監査基準 の総点検 に入 ったのである。 周知の ように,わ が国にお

け る現 行監査基準 の体 系は 「監査基準 」 「監査 実施準則 」お よび 「監査

報告準則」の三者で構成され ている。 われわれは これ ら三 つの基準お よび
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準則 につ い て逐条 的 に検 討 してゆ く ことに した。

ま ず 「監 査基 準 」 につ い て は,そ の内 容 が 監査 の 規模 と監 査人 の 職業

倫理 を きわ め て抽 象 的 に陳 述 す るに とど ま って い るこ とか ら,EDP会

計 との関 連 では,わ れ われ が 格 別 に指 摘 しなけ れ ば な らな い点 は 見 当 ら

なか っ た。 ま た 「監 査報 告 準 則 」につ い て も結 論 は 同 様 で あ った。 わ れ

われ の共 通 の認 識 か らす る と,コ ン ピュ ー タ ーの普 及 は簿 記会 計 の技 術

面 に対 して主 た る イ ンパ ク トを もた ら してい るにす ぎな いの で,監 査 の

成果 た る監 査 報 告 書 にかん す る 諸基 準 を きわ め て抽 象 的 に述 べ るに と ど

ま って い る。 「監 査 報 告 準則 」 には今 日,わ れ わ れが 特 に言 及 しな け れ

ば な らない点 は なか っ た ので あ る。

何 と云 って も問 題 は 「監査 実 施準 則 」に あ った。 しか し,そ れ で もE

DP会 計 の普 及 とい ,う実 態 をふ ま え て現 行 の 「監査 実 施準 則 」に加 除 訂

正 す べ き問題 点 は,わ れ わ れ が 当 初 予 想 した ほ ど には 多 くな か っ た。 こ

の 「監 査 実施 準 則 」 はEDP会 計 の 出現 ・普 及 を見越 して設 定 され た と

は思 わ れ ない が,そ の内 容 が 比 較 的 融通 性 に 富ん だ 文 言 で 記 述 され てい

るため で あ る。 したが っ て,わ れ われ の結 論 は,現 行 の 「監 査 実施 準 則」

に若 干 の文 言 を追 加 し,二 三 の 用語 の解 釈 を拡 張 す るだ け で,今 日の新

しい事 態 に適 応 で き る,と い うもの で あ る。

そ れ は と もあれ,こ の 報告 書 で は こ の一年 間 の わ れ われ の討 論 の 結果

をテ ー マ ご とに簡 潔 に 紹介 し,あ わせ て今 後 の研 究 課 題 を示 して,ED

P会 計 監 査 にかん する 問 題 提起 の 書 と した い と思 う。
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第1章 EDPシ ステムの普及と簿記会計の変化

〆

●

情報処理技 術の爆 発的 な発展 と普及は今 日,「 情報化社会 」とか 「情

報化 時代 」と呼ば れ る新 しい世相 を生み 出 しつつあるが,企 業会計 もそ

の ような世相 とまった く無関係ではあ り得 なか った。 いわ ゆる制度会計

は これまで主 として企業 の利害関係者 に対す る会計情報 の提供を通 じて

関係 者の利害の調整 をはか ることを主 た る使命 としてきたが,今 日の利

害関係者は旧来の財務 諸表 のほか に新 しいタイプの情報 を要 求す る よ う

にな って きてい る。 また,企 業 の側で も情報処理能 力の拡充に ともなっ

て,あ る程 度,そ れ に応ず る態勢が できあが りつつある。 したがって現

代 は制度 会計 が急激 な変容 をとげは じめる激動の時代だ と見 るべ きであ

る。会 計理論上 も,さ まざまの学 説が提示 され,議 論は 百出 している。

しか し,わ れわれが 当面 とりあげ よ うとしている 「制度会計 の監査 」

に問題 を限定 して考 えてみ ると,幸 か不幸か 「制度 」の保守性 に支え ら

れ て,今 日までの ところ制度会計の実務は相変 らず正規の簿記の測定ル

ールに したが って,伝 統的な財務諸表 を作成 ・公表す るとい うひ とつの

目的を志向 している。EDP会 計 の普及 とい う,表 見的 には シ ョッキン

グな制度会計 の変 容 も現在までの ところでは,簿 記会計の理論 に根本的

な影 響 を与 え るには至っていないので ある。 この点は当部会 に属す るす

べ ての委員 の共通 の認識 となっている。

ところが,ひ とたび簿記会 計の技術的側面 に眼を転 じると,EDP会

計が普 及す るに従 って,会 計情報の処理 と記録の方式は,そ れが根底か

ら変 って しま うほ どの深刻な影 響を受けつ つある。会計監査 との関連で
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問題 にな るの も,実 は こ の よ うな会 計 情 報 の処 理 ・記 録 の技 術 的変 化 が

監 査実 施 上,さ ま ざま の新 しい問 題 を生 み 出 しつ つ あ るか ら で あ る。

そ こで 次 に,そ の よ うな簿 記 会 計 の技 術 面 にお け る さま ざま の変 化 を

整理 ・分 類 して簡 単 に紹 介 す る こ とに し よ う。 こ こでは,か りに会 計 の

手 続 きの うち,現 実 の経 済事 象 を測 定 者 た る入 間 が 認 識 して 記号 化 し,

情 報 の世 界 へ写 し とる過 程 を第1次 測 定 と呼 び,そ の よ うに記 録 され た

デ ー タ を も とに一定 の処 理 ル ール に従 っ て完成 品 た る情 報 を 作 成 す る過

程 を第 二 次測 定 と呼 ぶ こ とにす る。

1取 引の 認 識 ・記 録 過 程 にお け る変 化

9

ま ず第1次 測定 の過 程 で は次 の よ うな新 しい現 象が 目立つ よ うにな っ

て い る。

(1)取 引 の類別 化 と記号 化

あ らか じめ会 計 測 定 の対 象 とな る経 済事 象(い わ ゆ る 「取 引 」)を

類 別 して,取 引 パ タ ーン の体 系 を設 定す る と とも に,そ れ を記号 化 し

てお き,機 械 に特 定 の記 号 を与 え てや る こ とに よ り機械 が 自動 的 に貸

借 の勘 定 科 目 を選 択 す る よ うに,イ ンプ ッ ト ・システ ム を設 計 して お

く場合 が 少 な くな い。 いわ ゆ る 「自動 仕 訳 」(autonaticj・urn-

alization)と 呼 ば れ る もの で あ る。

(2)取 引 パ タ ー ンの 自動 判 断

上 記 の 自動仕 訳 が さ ら に進 ん で,取 引 パ ター ンそ の もの を機 械 が 自

動 的 に判 断 し決 定 す る機 構 が 部 分 的 に 採用 され は じめ て い る。 つ ま り
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日付,工 番,記 番 号 な どの 一定 のデ ー タ を イ ンプ ッ トす る こ とに よっ

て,一 定 の取 引領 域 の なか か ら一 個 の 取 引 パ ター ンを判 断 ・選 定 す る

と と もに,上 記 自動 仕 訳 の手法 に よっ て勘 定 科 目ま で選 び 出す とい う

機 構 が採 用 さ れ始 め て い るの で あ る。

(3)見 読 不 能 な 記憶 媒 体 か らの イ ン プ ッ ト

す で に 記号 化 され てい る経 済 事 象 が 磁気 テ ープ,デ ィスク パ ック等

の電 磁 的 記憶 媒 体 にデ ー タ と して 記 録 され て い る場合 に,人 の 眼 に は

見 え ない 形 の ま ま,会 計 シス テ ム に直接 的 に イ ンプ ッ トさ れ て しま う

とい うケ ー ス で あ る。 た とえば,取 引 先か らの注 文明 細 を磁 気 テ ー プ

で受 け と り,そ れ を 自社 の コ ン ピュ ー タで直 接 読 み と りなが らイ ンプ

ッ トして しま うとい う事 例 が多 くな っ て い る。 見 読 可能 な書 面 と して

は 包 括 的 な総 金 額 ・総 量 等 で1枚 の 注文 書 を授 受 す るに と どめ るこ と

が 少 な くな い の で あ る。

(4)リ アル タ イムの イ ン プ ッ ト

従 来 の 会 計 手 続 では,取 引 事 実 を認 識 した入 間 が,そ れ を記号 化 し

てい っ た ん 伝 票,そ の 他 の紙 片 に見 読 可能 の 形 で 記録 し,そ れ に よっ

て会 計 シ ステ ムヘ イ ン プ ッ トした の で あ るが,今 日では 取 引事 実 の発

生 と と もに オ ン ライ ン端末 か ら リア ル タ イ ム に イ ン プ ッ トして しま う

ケ ース が 増 え てい る。 す なわ ち,従 来 は 取 引 事 実 → 伝 票 → イ ン プ

ッ トとい う過 程 を経 て い た第1次 測 定 が,こ の場合 には,事 実 → イ

ン プ ッ トとな り,そ の 間 には人 間 の知 覚 と頭 脳 が介 在 す るだけ で,見

読可 能 の 記 録 は 作成 され ない。(も っ と も,従 来 の慣 行 との妥 協 の 産

物 と して,い っ たん イ ン プ ッ トしたデ ー タ を再度 プ リン トア ウ トす る

ら どの 「無 駄 な 」手 続 を とって い る場 合 も少 な くな い)

-35一



(5)記 録 対 象 の拡 大

ある種 の経 済 事 象 は,簿 記理 論 上 の認 識 時点 よりも前 に・ あ らか じ

め予 備 的 デ ー タ と して イ ンプ ッ トしてお き,そ れ が 簿 記 上 の 取 引 と認

定 され る と同 時 に正 規 の デ ー タに 変 え る とい う手 法 を とる ケ ー スが 出

て きて い る。 簿 記上 の取 引 と して 認 識 さ れ る以 前 に も,あ る種 の経 済

事 象 にかん す るデ ー タ は経 営 管理 上 の 目的 で必 要 とされ るか らで あ る。

この よ うな傾 向 は,次 の ⑥ で述 べ る ところ とあ い まっ て,今 日の簿 記

シス テ ムが 総合 的 な経 営情 報 シ ステ ム の一環 と して,他 の 情報 シス テ

ムの分 野 と と もに集 中 的一 括 的 な 大規模 シス テ ム に統合 さ れ る よ うに

な りつ つ あ る こ と を物 語 っ て い る。

(6)測 定 の 多様 化

この よ うに簿 記 シ ステ ムだ け を独 立 した一 個 の情 報 シス テ ム と して

設 計せ ず に,他 の 応 用 分 野 と と もに イ ンチ グレ イ トさ れ た シス テ ムを

設計 す る傾 向 がつ よい こ とか ら,取 引事 実 を認 識 ・測 定す る段 階 に お

い て も,単 に簿 記 上 必 要 な特 性 一 勘 定 科 目 と歴 史 的 原 価一 だ け を

認 識 ・測 定 す るだ け で な く,あ とで情 報 を作 成 す る際 に必 要 とな る さ

ま ざまの属 性 を多 面的 に測定 ・記 録 してお くよ うにな りつ つ あ る。

「測 定 の 多様 化 」 と呼 ばれ る現 象 が か な り広 く普 及 しつ つ ある の で あ

る。

以上 が,取 引事 実 の認 識 か ら会 計 シス テ ムへ の イ ン プ ッ トに至 る・ い

わ ゆ る第1次 測定 の段 階 に み られ る変 化 で あるが,つ づい て デ ー タの 処

理 過 程 にお け る簿 記会 計 の 変 容 につ い て検 討 す る こ と にす る。
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2デ ー タの処理過 程におけ る変貌

6

まず 指 摘 し なけ れば な らない の は,EDP会 計 では 多 くの 場 合,イ ン

プ ッ トされ た デ ー タが終 始,見 読 不能 の イ ン ビジ ブル な形 で 高速 に処 理

され る とい うこ とで ある。 しか も,そ の 中間 過 程 で は,ほ とん どのデ ー

タが 電磁 的 に記憶 され る た め に,従 来 の観 念 で は,処 理 の 途 中経 過 を追

跡 し てゆ くこ とが 困 難 に な りつ つ あ る。 さ らに,媒 体 へ の 書 き込 み ・読

み取 りが きわ め て高 速 に行 ない うるほ か,情 報 検 索が 容 易 にな るの で,

定 数 の 性格 を もつ デ ータが マ ス タ ー ・フ ァイル と して集 約 され るな ど,

デ ー タの処 理過 程 が従 来 の手 作業 会 計 時代 のそ れ とは大 幅 に 異 な った 形

態 を とる ケー スが 出 て き て い る。 この よ うな 傾 向 は,上 述 の ㈲ お よび(6)

に述 べ た 「記 録対 象 の拡 大 」 「測 定 の 多様 化 」等 の現 象 とあい ま って,

今 後,ま す ま す促 進 され る もの と思 われ る。

した が っ て.経 済 事 象 → 伝 票 → 仕 訳 帳 → 元 帳 → 財 務 諸 表 とい

う伝 統 的 な会 計 情 報 の処 理 過程 若 干 の 変 形 は す でに 認 め られ てい る

け れ ど も が 「正 規 の 簿 記 」の概 念 に含 まれ て い る とす る と,今 日の

EDP会 計 の 「正 規 性 」 には 多 少 疑義 の生 じるケ ース も出 て き てい る。

以 上,EDP会 計 にお け る技 術面 の変 化 を簡単 にみ て きた が,個 々の

企 業 におけ るEDP会 計 システ ムを観 察 す る と,そ れぞ れ の水 準 は きわ

め て多 様 で あ る。 極 端 な場 合 に は,コ ン ピュー ター をい わ ば単 な る ソ ロ

パ ン程 度 に 使 用 して い る にす ぎず,従 来 の 手作 業 会計 シス テ ム と同 じ程

度 にハ ー ドコ ピー を作 成 して い る ケ ー ス もあ る。 この よ うな レベ ル で は
、

監 査手 続 上 はほ とん ど新 しい 問題 が 生 じない の で あ る。 これ に対 して,
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相 当広 範 囲 の デ ー タや情 報 を電 磁 的 に 記録 ・保 存 し,プ リン トア ウ トを

極 力回 避 し よ うと して い る場 合 や,会 計 情 報 の 作成 ・記 録 を他 の管 理 情

報 のそ れ と同時 一 括 的 に行 な う トー タル ・シス テ ム を採 用 して い る場 合

な どは,監 査上,新 しい問 題 が 生 じつ つ あ る。

EDP会 計 シス テ ム内 部 にお け る デ ー タや情 報 の記録 方 法 が 見 読 不 能

の 電磁 的 記 憶 媒 体 に依 存 す る よ うに な っ て い る こ とか ら生 ず る監 査上 の

若干 の問 題 点 にっ い て は 次章 に お い て検 討 す る。

◆

e

'
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第2章 会計記録の作成 ・保存 と監査

EDP会 計 では,ぼ う大 な 量 の デ ー タや情 報 が比 較 的 コ ンパ ク トに記

録 ・保 存 で き,ま たそ の検 索 も きわ め て効率 的 に行 な い うる よ うに なっ

てい る。 この 意 味 では,電 磁 的 記憶 媒 体 は従 来 の手 書 き の伝 票 や 帳簿 に

よる会 計情 報 の保 存 方法 よ りも,は るか に優 れ た長 所 を もって い る。 し

か し,今 日の会 計 実 務,監 査 手 続,さ らに法 制等 は,紙 片 に文字 を書 き

付 け て,そ の紙 片 を保 存 す る とい う形 で会 計情 報 を保 存 し,さ らにそ の

紙 片 を直接 に眼 で見 て情 報 を読 み と る とい う古来 の 方 法 を前提 と して 構

成 さ れ て い る。 一 般 の人 々は,そ の よ うな 方法 に慣 れ す ぎて い る ため に

電磁 的 記憶媒 体 の長 所 は 充 分理 解 しなが ら も,そ れ を会 計 記録 の 保存 形

態 とし て公 に 認知 す る こ とに は,若 干 の ち ゅ うちょ を感 じてい る とい う

のが 実情 で あ る。

け れ ど=も,わ れ われ の調 査 に よれ ば,磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィ スク等 の

物理 的耐 久 性 や 情 報 保 存 能 力は 紙片 のそ れ に比 べ て優 る と も劣 る こ とは

ない。

た だ し,電 磁 的 記 憶媒 体 に も従 来 の 方 法 に比 べ て ま っ た く欠 点 が な い

わけ では な い。 そ れ は,記 録 内 容が人 の 眼 では 直 接 に見 る こ とが で きな

い見 読 不 能 の 形 で保 存 さ れ る とい う点 で あ る。 電磁 的 記 憶 媒 体 に対 して

抵 抗 的 姿勢 を と る人 々 の 「恐 怖 心 」の根 拠 の ひ とつ は,こ こ に あ る と思

われ る。

お よそ,デ ー タ とか 情 報 は,必 要 な と きに,人 が知 覚 で きなけ れ ば ま

っ た く意 味 が ない 。 そ こ で,会 計 情 報 を電磁 的 に記録 ・保 存 す る場合 に
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も,必 要 な とき には,そ の 内 容 を見 読 不 能 の形 に 変換 で きな け れ ば な ら

な い。 今 日で も,EDP会 計 の 中 間的 お よび最 終 的情 報 は必 要 に応 じて

ハ ー ドコ ピー と して プ リン トア ウ トし,あ るいは ブ ラ ウン借 上 に文 字 や

図 形 と して写 し 出 し て,見 読 可能 の形 に変 換 して い る。 必 要 な と き に可

読 化 で きな い 情 報 の 記 録 方法 は企 業 に と って も無 意 味 で あ り,企 業 がそ

の よ うな会 計 シス テ ム を設 計 す るこ とは あ り得 な い。 同 様 に,監 査 の た

め に必 要 な情 報 を随 時,可 読 化 で きる会 計 シス テ ム を設 計 す る こ と も可

能 なの で あ る。

い ず れ にせ よ,近 い 将来,会 計 の取 引 記 録 や各 種 の証 拠 資 料 の多 くが

電 磁的 に記 憶 され る よ うにな るの は必 然 的 な歴 史 の流 れ だ と言 わ な け れ

ば な らな い。 し たが って,監 査 手 続 も早 晩 そ の よ うな見 読 不 能 の電磁 的

記 憶媒 体 を対 象 とし なけ れ ば な らな くな るで あ ろ う。

上 に述べ た よ うに,取 引先 との間 で,磁 気 テ ー プ に よ る受 注 ・発 注等

が 行 な われ て い る場 合 には,そ の テ ー プそ の もの が原 始 デ ー タで あ り,

取 引 の証拠 資 料 と し て監 査 の 対 象 とな らね ば な らな い。 電 磁 的 な 「記帳 」

につ い て も同 様 で あ る。

ま た,見 読 不 能 の電 磁 的 記 憶媒 体 とそ のハ ー ドコ ピ ー とが 共 に保 存 さ

れ て い る場合 には,い ず れ が 「正 本 」で あ り,ど ち らが 「副本 」で あ る

か が 問 題 にな る。 こ の よ うな,正 本 とか 副本(な い し写 し)と い う概念

は,旧 来 の手 作 業 に よる情 報 処 理技 術 体 系 の もとで の区 分 で あ っ て,E

DPシ ス テ ム に お い て は,そ もそ も,こ の よ うな区 別 は無 意 味 で あ る と

言 っ て よい。 しか し,あ え て,こ の古 い考 え 方 を引 き継 ぐな らば,常 識

的 には,電 磁 的 記憶 媒 体 か らハ ー ドコ ピー を作 成 す る とい う順 序 を考 え

て,前 者 が正 本 で あ り,ハ ー ドコ ピーが 副本 で あ る とみ る のが 妥 当 で あ
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ろ う。当部会 では,企 業 の文書規定 で定 めるいずれか一方を正本 として

企業が 自由に撰択 できる ようにすべ きだ とい う意見が有力であった。

そ のほか,監 査実施準則にみ られ る 「所定 の手続 」 「記録 」な どの文

言はEDP会 計 の特殊性 をふ まえて 「読み替 え 」または 「拡大解釈 」が

必要 になる と思われる。詳細 につ いては次章以降 に述べ ることにす る。

'
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第5章EDP会 計監査の基本問題

1企 業 の コン ピ ュー タ利 用の 背 景 と 外部 監 査

昨 今,資 本 自由化,通 貨 の多 角 的 調整 な どをむ かえ て,わ が 国 の 企 業

は一 段 と苛 酷 な環 境 におか れ て い る。 企 業 が,国 際競 争 に対 処 して健 全

な成 長 を続 け る ことは,個 々の企 業 の利 害 を超越 して,わ が 国経 済 社会

の伸展 に 密接 に結 び つ い て い る とい わ なけ れ ば な らない。 こ の よ うな 時

期 に,あ た か もコ ン ピ ュ ータ ーは,本 格 的 実 用期 に突 入 し,企 業 の総 合

経 営 力 強 化,経 営効 率 向 上 の 有 力 な決 め 手 と して,導 入 と利 用 の拡 大 が

急 速 に進 みつ つ ある。 しか しな が ら,コ ン ピュ ー タ ーの 有 効 活 用 の た め

には,企 業 内 既 存体 制,マ ン ・マ シ ン ・シス テ ム とし て再 編 し,合 理 化

を断 行 す る ことが 必 要 で あ り,従 来,慣 行 な い しは 常 識 とさ れ てい た業

務 の処 理 基 準 といえ ど も,新 しい 角 度 か ら見 直 し,手 を加 え る こ とが 要

請 され て い る。

一 方 ,外 部 監査 は,本 来,投 資 家 そ の他 企業 の外 部 利 害 関係 者 の保 護

を第 一 義 的 目的 とし,極 め て公 共 的性 格 の 強 い もの で あ る こ と はい うま

で もな く,被 監査 会 社 は監 査 入 に対 し,監 査 実 施上 必 要 な 協 力 を しなけ

れ ば な らな い のは 当然 で あ る。 しか しなが ら,反 面 で は,監 査 行 為 が そ

の 依頼 主的 立 場 に あ る投 資家 一 般 の願 望で あ る当該 企 業 の 生 産 性 向上,

ひい て は利 潤増 大 に と り,著 し く制 約 条 件 とな るが如 きは,排 斥 され な

け れ ば な らな いで あ ろ う。
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会 計 業務 に対 す る コ ン ピ ュー タの利 用 は急 速 に増 大 して い るが,ED

P会 計 の監 査 につ い て は,い まだ 適 切 な慣 行 が な ぐ,今 後 の 課 題 と して

残 さ れ て い る問 題 が 多 い。 しか しなが ら,監 査 人 は,EDP会 計 をい た

ず らに敵 視 した り,警 戒 した りす べ きでは ない。 監 査計画 の設 定 に あ た

っ て は,あ ぐま で,経 済 的,技 術 的合 理 性 を重 視 し,無 知や 恐 怖 に もと

ず く過 大 な要 求 を なす べ きで は な い。 企業 が コ ン ピュ ー ター を積 極 的 に

活 用 し・業 務 の シス テ ム化 を推 進 しつ つ あ る基 本 方 向 を是 認 し,十 分 な

理 解 を示 され る こ と を切 望 す る もので あ る。

2監 査実施準則 とEDP

監査 実施準則は,昭 和25年7月 に経済安定本部企業会計基準審議会

の中間報告 として公 表され,そ れ に よって制度監査か ら始 まって次い で

財務諸表項 目の一 部につ いて監 査す る部分監査 が逐次その範 囲 を拡大 し

つつ行 なわれてきた。その制定 当時にお いては,PCSも ほ とん ど知 ら

れていなかったので,専 ら手書 き会 計を前提 とした監査実施準則が創 ら

れたのである。その後 昭和31年 には正規の財務諸表監査 に備え て,わ

が国の主要 な企業 の実 際におけ る会計制度 の発展の現 状を考慮の上 で,

監査実施準則の改 訂が なされ た。 この当時すで にPCSは 一般化 してい

たが・ これ に対 して特 に考慮が払われた様子はない。PC8と 従来の手

書き会計 との間には簿記技術的にみて も内部統制の面 において も基本的

な差異はない もの と判断せ られた結果 であろ う。

更 に昭和40年 には,そ れまでの監査の実務経験 に徹 し,近 い将来,
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監査実施準則 の修正 を要す るもの とされ てい た ところへ,一 部被監査会

社の粉飾お よび倒産に関連 して,監 査態勢の充実強化 を図る方策の一環 と

して もそ の改正が必要であ るとされ るに至 り,現 行の監査実施準則へ の

改訂が なされ たので ある。監査の実務経験 に徹 してみ るな らば,当 時す

でに一般化 しつつ あった企業会計 のEDP化 に関 して もその監査実施上

の問題 などを検討 す るべ きであったと思われ るのだが,監 査態勢 の充実

強化 を図 ることに急で,す っか り没却 して しまったかの感がある。

旧監査実施準則に あった 「取 引記帳 の監査 手続 」が新監査実施準則で

は 「取引記録の監査手続 」に変更され てい るが,こ れ もEDP会 計 を考

慮 した ものではな く,レ コー ドその もの とレコーディングの過程 とを合

せ て 「記録 」とい う用語 に よって表現す る ことに した とい うに過 ぎない

のであ る。

この ように現行 の監査実施準則 は現実 の問題 である企業会計のEDP

化に対 して全 く考慮 を欠 いてい るのであるが,そ の改訂当時 と比較 して

更va-一段 と普 及しかつ高度化 の傾 向をみせ ている企業会 計EDP化 の現

状 にかん がみ この際監査実施準 則を再検討す るこ とは極めて有意義な こ

とであろ う。

当委 員会 では,経 済界 における コンピュータの普及 とその利用技 術の

発達が必須かつ必然で あるの に対 し,法 的規制面 でこれ を制約す るな ら

ば,そ の健全 な進歩発展 を阻害す る惧れが あると判断 して,法 務省法制

審議会 商法部会 な どの関係先 に対 し意見具 申を行 なって きた。すなわ ち

概 括的 に云 うな らば,商 業帳簿お よび営業 に関す る重要書類 等の作成 ・保

存 に磁気 テー プ等 の電磁的記憶媒体 を使用 するこ とがで きるよ う法的に

認め る措置を要望 した もので あるが,こ れに関 して問題 となる点は磁性
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保持 の た め の物理 的条 件,監 査 可 能 性,帳 簿 閲 覧権 の確 保,裁 判 上 の 証

拠 能 力 な どに要 約 す る こ とが で き,就 中監 査 可 能性 の問題 が大 きい とい

え よう。 商法 や税 法 にお い て 要 望 が 認 め られ るた め には,こ の 監 査可 能

性 を保 証 す る必 要 が あ り,そ の た め の研 究 が重 要 に な って くるの で あ る。

ま た,商 法 や 税 法 の改 正 前 で あ って も,す で にコ ン ビ一 夕 リゼ ー シ ョ

ンは進 ん でお り,ハ ー ドコ ピー の他 に磁 気 テ ー プを保 存 して い る場 合 や

重 要 性 の乏 しい もの につ いて は ハ ー ドコ ピー を プ リン トア ウ トせ ず に磁

気 テ ー プの み で保 存 して い る場合 もあ るので,監 査 に 際 して磁 気 テ ー プ

を監 査 対 象 とす る こ とが 合 理 的,経 済 的 あ るい は必 要 な ケ ー スが 次第 に

増 加 しつ つ あ り,こ の面 か らも監 査 実 施 準 則 の再検 討 が必 要 な の で あ る。

3企 業会計EDP化 の監査面へ の影響

●

喝

企 業 会 計 のEDP化 に よっ て簿 記技 術 に は さま ざま な変 化 が み られ る

よ うに な った が,少 くと も現 在 ま で の 段階 では 会 計理 論 に変 革 を もた ら

す には 至 って い な い。 この こ とは,監 査 の面 にお いて も技 術 的 な影 響 は

あ るが,理 論 的 な影 響は な い とい うこ とを意 味 して い る。 す な わ ち簿 記

技 術 の変化 にい か に合 理 的 経済 的 に 対応 して い くかが監 査 上 の 新 たな 問

題 と し てク ロー ズ ア ップさ れ て きた の で あ る。

コ ン ピュー タが 監 査 手 続 に与 え る影 響は,コ ン ピュー タ に よるデ ー タ

処理 システ ム の態 様 の違 い に よっ て一 様 では な い。 小型 コ ン ピュ ー タ を

PCSと 同 じ様 に用 い て い る段 階 では 従来 の手 書 き会 計 と本 質 的 に異 な

る こ とな く,す べ て の デ ー タ,計 算,処 理 結 果 な どを従 来 通 り把握 す る
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こ とが で き るの で特 に問題 は ない 。 一 方,大 型 コン ピュ ー タ を用 い て オ

ン ・ライ ン ・ リアル タ イム で かつ トー タル シス テ ム と して運 営 され てお

り,イ ン プ ッ トデ ー タの 書 類 と して残 らない もの が増 加 し,ア ウ トプ ッ

トも磁 気 テ ー プ に なさ れ る よ うにな る と,監 査 手 続 も大 幅 な変 更 を迫 ら

れ る こ とにな る。 しか しなが ら現 在 の 大 勢 は上 記 両 極 端 の 中間 に あっ て

企業 そ れぞ れ に工 夫 を凝 ら してい る とこ ろで あ る。

そ こで企 業 会 計EDP化 の 簿 記技 術にお よぼす一般 的影響 す な わ ち監 査

手 続 にお よぼす一般 的影 響を い く らか列 挙 してみ る と次 の とお りで あ る。

(1)イ ンプ ッ トされ た後 の原 始 証 愚 は,計 算 結果 とは 無 関 係 に フ ァイル

され るた め に遡 っ て辿 り着 くこ とが 容 易 で な くな る こ とが あ る。

② 原 始 証 愚 とな るぺ き会 社 間 の文 書 が磁 気 テ ー プ化 され る傾 向 に あ る。

(3)社 内 原 始 証 懸 は,キ ー セ ッ ト等 の 直 接入 力装 置 の使 用 に よっ て,無

くな っ て しま うこ ともあ る。

(4)従 来 の手 書 きの 会 計 にお い て み られ た仕訳 帳 はEDP会 計 におい て

は省 略 され る こ とが あ る。 した が っ て これ を プ リン トア ウ トす るた め

に は特 別 な プ ログ ラム を準 備 しなけ れ ば な らな い こ とが あ る。

⑤ 元帳 は マ ス タ ー フ ァイル にそ の形 をか え るが,そ の 内容 は必ず し も

個 々の取 引 を分 別 で きる もの で は な い。

(6)勘 定 明細 表 は,従 来 の単 純 に財務 目的 の ものか ら管 理 目的 の もの に

変 容 し て い くだ ろ う。

(7)何 本か の ファ イル を同 時 に磁 気 テ ー プ装 置(MagneticTape

Units)に 掛 け て,そ の デ ー タ を合 成 す る こ とに よ り新 しい 会計 情

報 を 得 る こ とが あ るが,そ の過 程 やすべ て の デ ー タは 必ず ア ウ トプ ッ

トさ れ る もの とは 限 らない 。
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(8)ハ ー ドコ ピーの プ リン トア ウ トは必 要 に応 じて な さ れ るが,そ の 頻

度 は 少 な くな り,か つ管 理 に重 点 が 置か れ る よ うに な るだ ろ う。

(9)当 然 の こ となが ら,磁 気 記憶 媒 体 に収 め られ て い る情 報 は 見 読不 能

で あ り,そ の見 読 可 能化 には コン ピュー タ とプ ログ ラム が必 要 で あ る。

㈹ 事 前 計 算 資料 と して イ ン プ ッ トされ た もの が簡 単 な 指示 に よっ て事

後 計 算 資料 に転 換 され る こ と もあ り,ま た,い わ ゆ る 自動 仕 訳 が行 な

わ れ る こ と もあ る。

この よ うな変 化 が 簿 記 技 術 に起 る こ と自体 が監 査 に対 す る影 響で あ る

が,そ の結 果 生 ず る監 査 面 へ の影 響 は 次項 の通 りで あ る。

4EDP会 計監査の問題点

θ

企 業会計 のEDP化 が監査面に前述 の ような影響 を及ぼす結果 として

生ず る監査上 の問題 は概略次の2点 に集約す ることが できるだ ろ う。

その第一 は,新 しい事態が内部統制 にどの ように影響 し,そ の信頼性

がどの ように変化 したか を適格 に把握 して,そ れにふ さわ しい監査手続

の選択適用 を合理 的 に決定す る必要 が生 じたことである。

その第二 は,複 雑 に高度化 した会 計制度の中か ら,経 済 的にして実施

可能な方法 に より監 査証跡(AuditTrail)を 確保す る ことが要 求さ

れる ようになったこ とである。
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第4章EDP会 計監査の基本問題(つ づき)

1通 常 の監査手続 とその他の監査手続

"監 査実 施 準 則"(以 下"準 則"と い う)の"第1総 論 の1"に 監査

手 続 は 「通 常 の監 査 手 続 」 と 「そ の他 の 監 査手 続 」 とか らな る と明 記 し

て い る。

通 常 の監査 手 続 は 財 務諸表 監 査 にお いて 監査 人 が通 常 実施 すべ き監 査

手 続 で あ って実 施 可 能 に して合 理 的 で あ る限 り省略 して は な らな い もの

で あ る と明 記 して あ る。

さて,現 行 の 監査 実 施準 則 に基 づ い て 「EDP会 計 」の打合 せuak－け る

EDPに よる監 査 手 続 を位 置 づけ て み る と,EDP監 査 手 続 はや は り

「通 常 の監 査 手続 」 と 「そ の他 の監 査 手続 」 とに分 け られ る。 そ してE

DP監 査 にお け る通 常 監 査手 続 とは,

① 通 常実 施 す べ き手続 で あ って

② 実 施 可能 に し て合理 的 で あ る限 り省 略 しては な らない。

もので あ る。 ま た,そ の他 の 監 査 手続 とは,事 情 に応 じ監 査 人 が必 要 と

認 めた 場合 に実施 す る監 査手 続 で あ る。 した が って,EDP会 計 におけ

るEDP監 査 手続 は 〃準 則〃 にい う 「そ の他 の 監 査 手続 」で は な い。 言

い換 えれ ばEDP会 計 におけ る通 常 の 監 査手 続 とはEDP監 査 手続 で あ

り,そ の他 の 監 査 手 続 とは,通 常 のEDP監 査 手 続 が 実 施 不可 能 な場 合

や,合 理 的 で な い場 合 に と られ る手 続 で あ る。 た とえ ば オ ン ラ イ ン ・シ
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ス テ ムな どが そ れで あ り,コ ン ピ ュー タ ー を止 め る こ とが で き な い こ と

もあ るか らで あ る。

今 後 ます ます コ ン ピュー タが普 及 して くる と∫EDP会 計 シス テ ムが

主 流 にな って い く もの と考 え られ る。 ま た企 業 の会 計 シス テ ムは 多種 多

様 で流 動 的 で あ るが,会 計 の根 本理 論 は変 わ りが ない の で,EDP利 用

につ いて か な り特 殊 な方 法 が 採 用 実施 され て もEDP会 計 監 査 は可 能 で

あ り,そ の手 法 の 開 発 と適 用 が研 究 され る必 然性 が生 じて い る。

2試 査に おける合理的な手法

吟

会 計 シ ステ ムを手 作 業 主 体 の もの とEDP会 計 主 体の もの とに2分 類

して考 え る こ とは 当部 会 の基 本 的 な 立 場 で あ る。

ま た,当 面 の 問題 として 外部 監査 の方 式 に焦 点 を あて る と,立 会 ・確

認 ・往 査 の3種 類 が わ が 国 で は規定 され て い る。 これ らは い ず れ も試 査

の方 法 に よる こ と となっ て い るの で そ の実 施 に あた っ ては 合 理 的 な手 法

が検 討 され,適 用 され る必要 が あ る。

会計 シス テ ム に手作 業 ・EDPの2方 式 が あ る こ とに対 応 して,試 査

に も手 作業 ・EDPの2方 式 が あ る といえ る。

した が っ て 会 計 シス テ ム と試 査 の 方式 には 次 の4種 の組 合 わせ が あ り

うる こ ととな る。

① 手 作 業 会 計 シス テ ム対 手作 業 試 査

② 手 作 業 会 計 シス テ ム対EDP試 査

③EDP会 計 シス テ ム対手 作 業 試 査
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④EDP会 計 シス テ ム対EDP試 査

監査 人 は まず 会計 シス テ ム 自体 の状 況 を調 査 し,上 記4種 の適 当 な組

合せ に よ り,監 査対 象 にい か な る試 査 方 式 を適 用 す るか を合 理 的 に決 定

しな け れ ば な らない。

EDP会 計 に手作 業 試 査 を適 用 す る のは,い わ ゆ るAUDITARO

UNDTHECOMPUTERで あ ろ う。

EDP会 計 にEDP試 査 を適 用 す る方 向 は現 在 の段階 で は 開発 が終 っ

た と言 い 切 れ ない部 分 もあ るが,ア メ リカ公認 会 計 士協 会(AICPA)

にお け る研 究 に はか な りの 成 果 も見 られ る よ うであ る。

ア メ リカの研 究成 果 が,わ が 国 で ただ ちに 実用 化 で き るか い なか は,

今後 の努 力が 必 要 で あ ろ う。

EDP会 計 にEDP試 査 を適 用 す る方 向 と して,い わ ゆ る,AUDIT

AROUNDTHECOMPUTERあ るい はAUDITWITH(OR

USING)THECOMPUTERの 方 法 が ある。 そ もそ もEDP会 計

を監 査 す る際 のEDP試 査 の た め には,監 査 プ ログ ラ ムが 必 要 で あ る。

この プ ログ ラム は数 学 的 な合 理 性 と,広 く使 い易 い 汎用 性 と,安 価 に使

用 で き る経済 性 を もった もの で なけ れ ば な らな い。 本委 員 会 の監 査 マ ニ

アル 部会 では,こ れ らの要 件 をみ たす よ うな監 査 プ ログ ラム の開 発 を 目

標 と して い る。 す で に外国 で 開発 さ れ た監 査 プ ログ ラムは,い ず れ も中

枢的 な考 え 方 を公 表 して い な い が,同 部 会 はそ れ を公表 す る こ と を建 て

ま え と して い る点 で,今 後 の合 理 的 な 試査 方法 の開 発 に資す る こ とが期

待 さ れ る。

コ ン ピ ュー タ を用 い た試 査 を行 な うに当 って の要 件 を あげ れ ば,

① 監 査 プ ログ ラム の利 用 に よ り,合 理 的 ・科学 的 なサ ン プ リン グを
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行 な う こ と。

② 合理 性 の 反 面 に は,経 済 性 も十 分 考 慮 す るこ と。EDP監 査 のた

め には コ ン ピュ ー タを使 用 す る こ と とな るで あ ろ うか ら,そ の費 用

につ い て 考 慮 す る こ とが 必 要 とな るので あ る。 この よ うに すれ ば 手

作 業 試 査 よ り もEDP試 査 の方が 総 合 的 メ リッ トが期 待 で き る し,

合 理 性 ・経 済 性 に加 え て,科 学 的 なサ ンプ リング理 論 適用 に よる会

計 監 査 の質 の 向上 に も資す る もの と思わ れ る。

一 方 ,EDP試 査 の 問題 点 と して は,ま ずEDPに よる試査 に 当 って

は,予 め金 額 精 度 と信 頼水 準 を決 め てサ ン プ リングが 行 なわ れ るので,

実 際 に精 査 が で き ない 程 の多 量 の サ ンプル が抽 出 され る点 が あ る。 手作

業 試 査 の場 合 には サ ン プル 数 は予 め監 査 人 に よっ て実 行 可 能 な限 度 に抑

え られ て い るの で この よ うな こ とは ない が,そ の代 わ り精 度 や信 頼 水 準

は 不 明 で あ り,む し ろEDP試 査 に比 べ て か な り低 い もの と思 われ る。

次 に,ど この コン ピュ ー タを いつ使 用 す るか も検 討 し なけ れ ば な らない。

一 つ の提 案 と して ,公 認 会 計 士事 務所 の 連 合 体組 織 が 専用 の コン ピュ ー

タ施 設 を持 つ こ とな ど も考 え られ よ う。 そ の利 点は,被 監 査会 社 の コ ン

ピュ ー タ運 営 日程 にほ とん ど影 響 を与 え な い こ と。 監 査 人 が コ ン ピュ ー

タ に慣 熟 し,た ん な る教 育訓 練 ある い は試験 な どで 得 る コ ン ピュー タ知

識 をは るか に上 廻 る理 解が 期 待 で き るこ とな どで あ る。

3適 切な 「内部統制質問書」の作成 と適用

「内 部統 制 の 質 問 書 」の重 要性 につ い ては,手 作 業 会 計 の場 合 と同様
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EDP会 計vateい て も強調 され なけ れ ばな らない。 そ れ は各 企業 のED

Pシ ス テ ムには個 性的 な 相違 点 が 手 作業 会 計 よbも 多 く含 ま れ てい る と

考 え られ るか らで あ る。 したが っ て,通 常 の監査 手続 と其 の 他 の監 査 手

続 の適 用 範 囲 の決 定 や,試 査 の最 適 ・合 理 的手 法 の検 討 ・監査 計画 の立

案等EDP会 計 監査 の基 本 問題 が ほ とん どすべ て 「質 問等 」の適 用 に よ

って 指 針 を与 え られ るた め で あ る。

初度 監査 お よび連 続 監査 の各 予 備 調 査 に拾 い て 「質 問 書 」 のは たす 役

割 は上 記 の ご と く重 要 で あ る に もか かわ らず,わ が国 の現 行 の そ れは 内

容 と範 囲 のい ず れ も,十 分 にそ の 役 割 を果 た し得 るか 疑 問 な し としな い。

もっ と も,手 作 業 会 計 を 対 象 と した 「内 部 統 制 の質 問 書 」は,昭 和26

年3月,会 計 監 査基 準 懇談 会 で 作成 され,最 終 改 正 昭和30年5月24

日の もの が公 表 され て い るの にた い して,EDP会 計 につ い て は よ うや

く 「電子 計 算 機 を使用 す る会 計 組 織 に 対す る内 部 統制 質 問 書 例 示 案 につ

い ての 中間 報 告 」(後 掲,資 料3参 照。 以 下 「例示 案 」とい う)が 日本

公 認会 計 士協 会 か ら公 表 され た。

「例示 案 」 は 「内 部 統 制 の質 問 書 」 の ご と く,公 知 の もの で あ るが,

そ の適 用 につ いて も,公 認会 計士 の 判 断能 力 に依 存 す る部 分 が 多 く,適

切 に運 営 され るかの 点 に問題 が あ ろ う。

ま して 「例 示 案 」は,中 型 コン ピュ ー タに よる バ ッチ ・シス テ ムを予

想 対象 と して お り,大 型 コ ン ピュ ー タあ るい は小 型 コ ン ピ ュー タの場合

に適 当 な もの では な か ろ う し,オ ン ライ ン ・シス テ ムの場 合 は ま った く

考 慮外 とな っ てい る。

す な わ ち,適 切 な 「EDP会 計 の 内 部 統制 の 質 問書 」は な るぺ く早期

に制定 さ れ るべ きで あ る との 結 論 に導 か れ る。
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手作業会 計 システ ムにおいてす ら4年 余 りの改正作業 があった ことか

ら類 推 して,EDP会 計 システ ムの場合 には,よ り長期 間を要 し,し か

もそ の改 訂頻度 も高い と予想 され るが,こ れを理 由にして 「例示案 」の

段階で推移すべ きではなかろ う。

さ らに,第3章 ・5の"監 査人 の資格 ・能 力"と も関連 して現 行 「例

示案 」の場合 は,監 査入 自身が 「質問書 」を被監査会社 ごとに作成す る

手続 も必要 であ り,そ の適切な運営 も確実性 を疑わ ざるを得ない。

「例示 案 」にたいす る問題点 を指摘すれば次の通 りである。

① 個別的 なチェ ック ・ポイン トの点検 とそ の単純 な合成だけでは必

ず しも適切な信頼度の判定はで きない。

② 被監査会社の実態 に即さず,機 械 的に運用上 の義務づけ を強制 さ

れ るおそれが ある。'この点 を回避 しよ うとすれば質問 を制限 する方

向 も考 え られ るが,そ のため に全 体の信頼度測定 に影響 を与え るお

それ もある。

③ 監査人 の被監査会 社におけ るコン ピュータシステムの理解度や,

EDP会 計その ものにたいす る経験 や知識 によって適用結果 が大 き

く左右 され る。 現状のままでは,機 械的 な採点 となるか,ま った く

「例示案 」と離れた質問書 創作を余儀 な くされ るか の両極端 に分化

す るおそれが ある。
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4監 査計画の経 済性

(1)経 済 性 の 明確 化

現 行 「監査 実 施 準 則 」で は,総 論の 五 にお いて,監 査 計 画 の 設定 に

当 っ て 考慮 す べ き要 件 として,「 監査 手 続 の 適時 性 と秩 序 性,監 査 対

象 の重要 性 と危 険 性 そ の他 の 諸要 件 」を あげ て い る。 いわ ゆ る経 済 性

は特 記 され てお らず,通 常,「 そ の他 の諸 要 件 」 に包含 され て い る と

解 され て い るかの 如 くで あ る。 しか しな が ら,コ ン ピュ ー タを対 象 と

す る 場合 は,と くに,そ の シス テ ムの総 合 性,導 入 ・運 転 費用 の高 額

に上 る こ とな どの特 質 に よ り,経 済 性 の ウェ イ トが大 で あ る と思 わ れ

る の で,こ れ を明確 化す る こ とが 望 ま しい 。

ま た,通 常 の監 査 手続 の性 格 と し て 「実 施 可 能 に して合 理 的 」の 字

句 が使 用 され,監 査 用 語 とし て慣 用 され て い るが,本 来,実 施 可 能 性

とは,経 済 性 と う らは らの もの で あ り,同 時 に,合 理 性 の 要素 として

も経 済 性 は 重要 な意 味 を もって い る。 この よ うな観 点 か らも,経 済 性

の重 視 が 必要 で あ る。

(2)監 査 計 画vateけ る問 題 点

EDP会 計監 査 計 画 にお い て,経 済 性 に 関 して考 慮す ぺ き具 体 的事

例.を例 示 す る と次 の通 りで あ る。

① コン ピュ ー タの利 用 程 度 に応 じた監 査 手 続 の適 用

「準 則 」総 論 の五 では,監 査 人 は 「企 業 の実 情 に適 した監査 計 画

を設 定 」す べ き こ とを規 制 し て い る。EDP会 計 に お い て も,ま さ

し くそ の通 りで あ っ て,と くに,企 業 の コ ン ピュ ー タ利用 の レベ ル
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は 多 種 多様 で あ るの で,そ の利 用 程 度 に応 じた監 査 手続 を適 用 すべ

きで ある。 す なわ ち,原 始 資 料 が 保 存 され てお り,ま た,主 要 な コ

ン ピュー タ処 理 結果 が,見 読 可 能 な状 態 で ア ウ トプ ッ トされ て い て

両 者 間 の監 査 証 跡 が 得 られ るな らば,と くにEDP会 計 を考慮 した

監 査 手 続 は不 要 で あ ろ う。

② コ ン ピュ ー タ利 用 の効果 を著 し く減 殺す る監 査 手 続 の 回 避

監 査 計 画 は,被 監 査 会 社 が コ ン ピ ュー タ利 用 に よ り生 み 出 して い

る効 果,も し くは期 待 して い る効 果 を著 し く減 殺 す る監査 手 続 を含

ま な い よ うに配 慮 して設定 す べ き で あ る。 た とえ ば,あ る期 間 の 取

引 の処 理 を再現 す る要 求,記 録 媒 体 の重 複 した保 存 を 必要 とす る監

査 手 続 な どが これ に該 当す る で あ ろ う。

③ 効 率 の 良 い監 査 プ ログ ラムの 使 用

コン ピュ ー タ を使 用す る監 査 は,実 施 可 能 に して合 理 的 で あ る 限

り,望 ま しい 方法 で あるが,一 般 に,プ ログ ラム技 術 の巧拙 に よる

処理 効 率 の格 差 は大 きいの で,適 当 な監 査 プ ログ ラム を選 定 す る こ

とが 必 要 で あ る。 ま た,プ ログ ラム の作 成 には 相 当 の期 間 と工 数 を

要 す る もの で あ るか ら,汎 用 性 の ない,特 殊 な監査 プ ログ ラムを,

特 定 の監 査 手 続 の ため に作 成 す る こ とは 好 ま し くな い。

④ 監 査 手 続 の省 略 ・簡 素化

EDP会 計 にお い て は,シ ス テ ムが十 分 な内部 統 制 の配 慮 の下 に

設 計 され,正 常 に 運用 され て い る場 合 は,危 険性 は,手 作業 会 計 に

比 し て低 く,か つ,計 算 集 計 の正 確 性,信 頼 性 は 高 い もの と信 じ ら

れ る。 この よ うな場 合 には,手 作 業 会 計 を対 象 とす る監 査 手 続 の あ

る部分 を省略 し て,監 査 の経 済 性 を確 保 すべ きで あ り,コ ン ピュ 一
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タの 集計 数値 を ソ ロバ ンで検 算 す るな どは原 則 と して意 味 が な い。

ま た,コ ン ピュ ー タを監 査 に使 用 す る場合 には,手 作業 監査 に 際

して 監査 の補 助 参考 用 と して,被 監 査 会 社 が作 成 して監 査 入 に提 供

す る集計 表 ・照 合表 な どは 原 則 として 廃 止 され るべ きで あ る。

⑤ 監 査 日数 の 短 縮

監 査 が十 分 に実 施 され たか 否 か の基 準 とし て,監 査 日数が 重 要 視

され てお り,し か も,監 査 の 充 実 を名 目 とし て,監 査 日数 は 増 加 の

傾 向 に あ る。 しか し なが ら,か よ うな 外形 基 準 は・ 直 ち に監 査 の内

容 と イコ ール とは い い難 い面 もあ ろ う。 今 後,企 業規 模 の大型 化 に

対処 して,監 査 の経 済 性 を維 持 す るた めに,EDP会 計 に 対 して は

実 施 可 能 にして合 理 的 で ある限 り,コ ン ピュ ー タを使 用 した監 査 手

続 を適 用 す るな どに よ り,監 査 の実 質的 充 実 を期 し・監 査 日数 の短

縮 をは か る こ とが望 ま しい。

(4)コ ン ピュ ー タ使 用監 査 にお け る費 用 の 負担 区 分

監 査 に 際 して,コ ン ピ ュー タを使 用 す る場合,そ の費 用 を ・ 監査 人

か 被 監 査会 社 の いつ れ が 負担 す べ き か につ い て 問題 が あ ろ う。 コ ン ピ

ュ ー タの運 転 費用 は,中 型 にお い て,1時 間 当b,30,000円 か ら,

100,000円 を要 し,決 し て安 価 で ない の で,従 来 の手 作 業 監査vato

い て,被 監 査会 社 が 説 明担 当 者 の工 数 を提 供 す.る場合 な ど と同 列 に考

え る こ とは で きな い であ ろ う。 今後,コ ン ピュ ー タ使 用監 査 の普 及 に

つ れ て,慣 行 が形 成 さ るべ き も の と考 え られ るが ・ 現段 階 で考 察 す る

な らば,コ ン ピュー タの費 用 は,監 査 人 の 負担 とす べ き もの と思 われ

る。 も と よ り,監 査 人 の 負担 と した場 合 も・最 終的 に は・ 監 査 費 用 と

して被 監 査会 社 の負 担 に帰 す る も ので あるが,コ ン ピュー タ を使 用 す

,
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る こ とは監 査 手 続 の 合理 化 で あ り,監 査 人 が 監 査計 画 を作 成 す る場合

に判 断 して採 否 を決 定す ぺ き もの で あ る。 したが って,責 任 会議 的 原

則 に立 脚す れ ば 当 然,第1次 的 に は,監 査 人 が 自己の 負 担 とし,監 査

日数 ・人 員 の合 理 化 に よ り吸収 す べ きで あ り,被 監 査 会 社 に無 償 で提

供 す る・こ と を求 め るな どは 筋違 い では なか ろ う。

5監 査人の資格 ・能力

亀

EDP会 計監査の基本問題 として,監 査手続の適用,合 理 的な試査方

法,内 部統制 の質問書,監 査計画な どが検討 され てきた。

しか し,い ずれの項 目 も帰着 す るところは監査人 自身の資格 ・能力の

問題 になって くると もいえ よう。

監査人 がEDP会 計 に関 して十分 な知識 を有 し,適 切 な判断 を行なえ

ることは必要 な資格要 件である点 に疑問はない。

問題 は現 状の実体 にある といえ る。 もしも現状が不十分 で ある とすれ

ば,そ の対策は国 の問題 ・公認会計士事務所 の問題 ・公認会 計士 自体 の

問題 ・被監査会社 の問題 とい うように広 い立場 で対策 を講 じなければ な

らない。

EDP会 計の現状foよ び将来 の形態を考え るとき,監 査人 の資格 ・能

力を要求す る最大の原因はEDP会 計 シ1テ ム自体 にあ ることをまず認

識す る必要があろ う。

(1)国 の対策への要望

公認会 計士国家試験 にEDP会 計関連 問題 を加え る こと も有効で あ
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って そ の 実施 が望 まれ る。

ま た,す で に従 来 の 方法 に よ る国 家 試 験合 格 者 にた い して も,ED

P会 計 の 知 識 ・判 断 能 力の テ ス トを行 な うか,ま た は再 教 育 の場 を与

え る必 要 が あ ろ う。 国 家 試験 の建 前 か ら既合 格 者 に 再 テ ス トを行 な う

こ とが困 難 で あ る とす れ ば,日 本 公 認会 計 士 協会 あ るいは他 の権 威 あ

る団体 等 の責 任 にお い て再 教 育期 間 を設 定 し,希 望 者 に た い し十 分 な

再訓 練 を施 す こ と も考 え られ る。

(2)公 認 会 計 士 事 務 所 の問題 .

被 監査 会 社 は 監 査 人 がEDP会 計 を監 査 す るに十 分 な資格 ・能 力 を

有 して い な い と認 め られ る ときに は,監 査 契 約 を締 結 しな い 場合 も考

え られ る。

上 記 の場 合 には 契 約 不 締 結 の よ うな事 態 を 回 避 す るた め補 助監 査 人

あ るい は 補 佐人 と して監査 人 の能 力 を補 完 す る制 度 を必 要 とし よう。

これ らの 問題 は ま さ に公 認会 計 士 事 務 所 単位 の問題 と考 え られ る。

第4章 ・2で ふ れ た公 認 会計 土 事務 所 の 連 合 体 に コ ン ピュ ー タ設 置

を行 な う提 案 の メ リッ トの一 つ に こ の問 題 の 対 策 もふ くまれ る。

EDP会 計組 織 は流 動 的 な変 化 を示 す こ とが 多 いが,こ れ はEDP

自体 の ソ フ ト ・ハ ー ド両 面 の技 術進 歩 が 早 い こ と も原 因 となっ て い る。

い い か え れ ば,コ ン ピュ ー タ知 識 は たん に机 上 の教 育 で はそ の時点

の能 力は 養 うこ とが で き ない に して も陳腐 化 しや す い こ とを意味 す る。

陳 腐 化 を 防 止 す る ため に は,コ ン ピュ ー タの運 営 に 関与 す る こ とが最

も効 果 的 で あ る と考 え られ る。

③ 公 認 会 計 士 自身の 問 題

EDP会 計 を対 象 として,EDP試 査 等 の 方 法 を用 い て監 査 にあ た
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る とき,公 認 会計 士 は ま さ に公 認 会 計士 らし くな る と論 ず るべ きか も

知 れ な い。

EDP監 査 に あた り うる能 力 とは(1),(2)で ふ れ たほ か 次 の よ うな も

の で あ る。

① コ ン ピュー タ ・シス テ ム を高 度 に理 解 し,フ ロー チ ャー ト ・プ ロ

グ ラム言 語 な ど を理 解 す る と同時 に専 門用 語 な ど も利 用 で きる こ と。

② 現 状 のEDP会 計 は い ま だ揺 藍期 ともいえ る状 態 で,シ ス テ ム の

変 更 も多発 し,企 業 別格 差 も著 しい。 絶 えず 現 実 に対応 した知 識 ・

経 験 を蓄 積 し ない 限 り監査 人 とし ては 不適 格 とい わ ざ る を得 ない。

(4)被 監 査 会 社 側 の 問 題

今後,EDP監 査 に強 い公 認 会 計 士 の増 加 に と もな い,AUDIT

USINGTHECOMPUTERの 機 会 も増 加 し よ う。 この 場合,電

磁 的 会計 記録 の コ ピー を最 小 限度 と して,あ るい は 自社 コ ン ピュ ー タ

の使 用 も若干 時 間 につ いて要 求 され る場合 が考 え られ る。 手作 業 監 査 、

に比 較 し てEDP監 査 が,合 理 的か つ 経済 的 で あれ ば被 監 査 会 社 も協

力 を惜 しむぺ きで は なか ろ う。

さ らに外 部監 査 に た い して,内 部 監 査 制 度 も充 実 す る こ とを期 待 し

た い。 内 部 統制 の確 立 は,内 部 監査 に よって は じめて 証 明 され る もの

で あ る。EDP会 計 監 査 は 単 に外 部監 査 制 度 の充 実 の み では,真 の 実

効 は期 しが たい と考 え られ る。
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第5章EDP会 計監査vak・け る通常の監査手続

現 行 「監 査実 施 準 則 」の構 成 は,「 第 一 総 論 」につ づい て,各 論 と も

い うべ き部 分 は 「第 二,通 常 の 監 査手 続 上 とし て,「 予 備 調 査 の手続 」

「取 引 記 録 の監 査 手 続 」 「財 務 諸 表項 目の 監 査 手 続 」の三 項 目に分 かれ

て い る。 したが っ て,当 部会 の 検討 結 果 も,こ の区 分 に対応 して と りま

とめ る こ と とした。

1予 備調査の手 続

(1)初 度監 査

a.コ ン ピ ュー タ との関 連

「監 査 実 施 準 則 」では,初 度監 査 にお い て 実 施 す る予 備調 査 の手

続 と して,会 社 の概 況 把 握 の ため の重 要 事 項 の 調 査 な ど6項 目を,

比 較 的詳 細 に規 制 して い る。 しか しな が ら,予 備 調査,と くに初 度

監査 の 予備 調 査 に おい て は,被 監査会 社 の会 計 制 度 の概要 な らび に

そ の主 要 な背 景 を洩れ な ぐ調 査 把握 す ぺ き もの で あ って,今 日の 企

業 におけ る コン ピ ュー タ の普 及 状況 を 勘 案す る と,コ ン ピ ュー タ を

除 外 す る こ とは考 え られ な い。 した が っ て,被 監 査会 社 が会 計 業務

に コ ン ピュー タ を利 用 して い る場合 は,予 備調 査 にお い て,現 行

「準 則 」 に列 挙 され て い る対 象 に加 え て,コ ン ピュ ー タ を含 め る こ

とが 必 要 と思 わ れ る。
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b.調 査対 象 お よび 手 続

まず,監 査 人 は,被 監 査 会 社 が そ の会 計処 理 に コ ン ピ ュー タを 使

用 して い るか ど うか を,責 任 者 に質 問 して調 査す る。 コ ン ピュ ー タ

を 使 用 してい る場 合 には,そ の程 度 を知 り,適 切 な監 査 手 続 の選択

適 用 につ い て 判 断 す るた め に必 要 な 次 の よ うな事 項 につ い て,さ ら

に、責 任 者 に質 問 して調 査す る。

① コン ピ ュー タ システ ムの概 要

(イ)ハ ー ドウ エア

使 用 中の 機種 名,構 成,性 能 お よび 特 徴

(司 ソ フ トウ ェア

使 用 中 の オ ペ レーテ ィ ング シス テ ムの 名 称,プ ログ ラム言 語

の 種類

内 適 用 業 務

業 務 の範 囲,主 要 な イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ トの名 称 ・媒 体

の 種類

目 運 営 状 況

組 織,人 員,分 担

(と くに監 査 入 が希 望 す る場 合 は コン ピュ ー タ室 の 視察 を含

む)

② 内 部統 制 組 織 の 信頼 性 の程 度 の 確認

コ ン ピュー タ会 計 の内 部 統 制 につ い て の質 問 書 を適 切 に作 成,

適 用 して,回 答 を求 め る な ど,適 当 な方 法 に よる こ と。

(第4章3参 照)
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③ コ ン ピ ュー タ利 用 の可 否

監 査 人 が,コ ン ピ ュー タ使 用 監査 の実 施 を想 定 す る ときは,そ

の使用の程度が部分的で あっ て,使 用 時 間 が短 時 間 と見 積 られ る場

合 とい え ど も,あ らか じめ,コ ンピ ュー タ使 用 の可 否 を確 か め る

こ とが,監 査 手 続 の選 択 の 前 提 と して必 要 で あろ う。 したが っ て

被 監 査 会 社 の コ ン ピュ ー タの 使 用 を希 望 す る場 合 は,そ の提 供 の

可 否 につ い て,自 己 の保 有 す る コン ピュ ー タ等 を使 用 す る場合 は

デ ー タあ るい は プ ログ ラムの 互換 性 につ い て,予 備 調 査 に際 して

責 任 者 に質 問 して確 か め る ことが望 ま しい 。

c予 備 調 査 の限 定

前項 にお い て指 摘 した コ ン ピュ ー タ シス テ ム に関 す る調 査 対 象 お

よび 手続 は,あ る程 度 の レベ ル に達 したEDP会 計 シス テ ム を有 す

る被 監 査会 社 を想定 して考 察 した。 しか しな が ら,EDP会 計 の レ

ベ ル は ,周 知 の 通 り,極 め て 多様 で あ り,手 作業 会 計 シス テ ム の帳

簿 組 織 と同様 な ハ ー ドコ ピーが 完 全 に作 成 され て い る場 合 も,現 実

として 少 な くな い 。 この よ うな事 例 で は,監 査 も,い わ ゆ る コン ピ

ュー タ周辺 監査 方 式 が と られ てい るのが 通 例 で あ り,監 査 手続 は,

手 作業 会 計 に対 す る もの と実 質 的 に差 異 は な い。 し たが っ て,コ ン

ピュ ー タ を特 別 に調 査 対 象 とす る意 義 は な い と考 え られ る。 これ を

具 体 的 な 予 備 調 査 の場 面 に即 して考 え てみ る と,通 常,予 備調 査 は

被監 査 会 社 の経 理 部 門 を対 象 と して開 始 さ れ るが ・そ の段 階 で,ハ

ー ドコ ピー重 点 方 式 のEDP会 計 で あれ ば ,直 ち に,そ の 旨が認 識

され る と思 われ る の で,爾 後 は コン ピ ュー タに 関 して は・ 監 査上 必

要 な 場合,補 足 的 に質 問 を行 な う程 度 に止 め,コ ン ピュー タ部 門 に
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対 して本 格 的 な調 査 を展 開す る必要 は な い で あ ろ う。 この よ うな判

断 につ い て,監 査 の経 済 性 の立 場か ら,監 査 入 と被監 査 会 社 間 に,

好 ま しい慣 行が 形 成 され る こ とが望 まれ る。

句

ま た,次 の 問題 点 と して,コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム を調 査 対象 とす

る こ とが必 要 な場 合 にお い て も,そ の 範 囲 は,財 務 会 計 シス テ ムお よ

び 監査 上 必 要 と認 め られ るそ れ に関 連 ある システ ムに限 定 す ぺ き こ と

を指適 した い。 今 日の企 業 では,コ ン ピュ ー タの活 用 範 囲は 極 め て広

範 とな っ てお り,経 営 の 計 画 ・管理 面,あ るい は技 術分 野 な ど に広 く

お よん でいる。たま たま,会 計業 務 に コ ン ピュ ー タを使 用 し てい るが た

め に,仮 りに も,自 動 的 に そ の企 業 の コン ピュー タ シス テ ム全 般が,

会 計 監 査 の 対 象 と して 包 含 され る よ うな解 釈 が な され た と し た な らば

そ の 弊害 は計 り知 れ ない ものが あろ う。

② 連 続監 査

a.監 査 の 重点

連 続 監 査 に お い ては,初 度監 査 におけ る調 査確 認 事 項 の うち,コ

ン ピュ ー タ シス テ ム に変更,追 加,除 去 な どが あっ た場 合,そ の変

更 の内 容,理 由,お よび 関 連 関係 につ い て,と くに移 行 時期,そ の

結 果 な ど に関 し,監 査 人 の 質 問 に応 じ被 監 査会 社 の責 任 者 が 明確 に

回 答 し,こ れ を理 解 させ る こ とを基 本 とす る。 ただ し,コ ン ピュー

タ シス テ ム で は,日 常 の処 理 手 順 は比較 的 流動 的で あ り,業 務 の 効

率 向上 の た め,シ ス テ ムの 部分 的改 訂 を行 な うな どの ケ ー スは頻 繁

で あ る。 したが っ て,連 続 監 査 に 際 して,シ ス テ ムの 変 更 な どの 全

部 につ いて 調 査 確 認 す べ き もの とす るこ とは,監 査 入 な らび に被蓋
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査会 社 双方 に とっ て,極 め て 繁雑 で あ る うえ,監 査 上 の実 益 もな い。

現行 「準 則 」で は,連 続 監 査 の予 備 調 査 の項 に お い て,「 初 度 監 査

の 調 査 事 項の うち,会 社 の採 用 す る会 計 処 理 の原 則お よび手続,並 び

に内 部 統 制組 織 等 の重 要 な事項 につ い て の変 更 の 有 無 を確 か め… ・・」

と規 定 され て い るが,コ ン ピュ ー タ シス テ ム に関 し て も,こ の規 制

事 項 に準 ず る もの と し,連 続 監査 の調 査対 象 は,内 部 統制 組 織 の信

頼 度 に影 響 をお よぼ す な どの 重要 事 項 のみ とす べ きで あ る。

b.シ ス テ ム の変 更 と事 前 相 談

EDP会 計 の シス テ ム は,細 部 の処 理 手 順 の変 更 瀕 度 が 多 く,流

動 的 で ある反 面,コ ー ド体 系,プ ログ ラム構 造 な どの 基 本 的条 件 に

波 及す る改 訂 を求 め られ る場合 は,タ イム リー に変 更 に応 じる こ と

は困 難 で あ り,手 作 業 会 計 に比 較 して,著 し く硬 直 的 で あ る。 この

た め,監 査 人 か ら,た とえ ば,内 部統 制上 の 問題 点 の 指摘 を うけ た

場合,シ ス テ ムの修 正 ・変 更 が 容 易 で な く,時 に よっ ては ・実 質上

困 難 な 場合 も予 想 さ れ る。 被 監 査 会社 と しては,こ の よ うな観 点 か

らは,シ ステ ム の 導 入,改 訂 な どに際 して事 前 に 監査 人 に相 談 し,

適切 な ア ドバ イ スが 得 られ るな らば 好都 合 で あ る とい う説 もあ る。

これ は,監 査 人 の 立場 か らみ て も,重 要 な シ ステ ムの 変 更 を事 前 に

承 知す る こ とに よ り,監 査 手 続 の 変 更 な ど必 要 な対 策 を とる こ とが

可 能 で あ る として 歓 迎 され る面 もあ ろ う。

ア メ リカ では,大 手 監 査 法 人 が マ ネ ジ メ ン トコ ンサ ル テ ィン グ部

門 を設 置 し シス テ ム設 計 に 関す る コ ンサ ル テ ー シ ョン を活 発 に行 な

って い るが,わ が 国 に おい て も,今 後 は 少 な くと も・ 監 査人 が 被監

査会 社 か らシ ス テ ム の導 入 お よび変 更 に関 して事 前 に連 絡 を うけ ・
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相 談 に応 じる こ とが で きる よ うな 方 向 が考 え られ て よい で あろ う。

た だ し,こ の場 合 配 慮 すべ き事 項 として,監 査 の独 立 性 の維 持,監

査 人 の 豊 富 な知 識 と経 験 の蓄 積,な らび に コンサ ル テ ー シ ョン と し

て の 性 格 の 明確 化(事 前 相 談 を義 務 付 け ない)が 必 要 で あ る。

2取 引記録の監査手続

硲

取引 記録 の監査の 目的は,

(1)会 社 の内部統制組織が実 際に有効 に運用 されているか どうかの調

査 お よび,

(2)取 引 記録が 「企業会計 原則 」に継続 的に準拠 しているか どうかの

調査 に よ り,

取引 記録の信 頼性 の程度 を確かめるにある。

これは監 査実施準則の定め るところであって,通 常の監 査手続 として

上記の(1)と(2)の二通 りの調査 を監査人 に課 した ものであ る。

(1)内 部統制組織運用 の調査
'

'監 査人は合理的に試査 の範囲 を決定す るに際 し,内 部統制組織の信

頼性 の程度 を勘案する こととされている。 したがって,内 部統制組織

に関す る調 査は,監 査人 の行な う他 の調査 に先だって行なわれ るぺ き

極めて重要 な調査であ ると云え よう。

初度 監査 の予備調査 においては,内 部統制組織の整備の状況が調査

され,連 続 監査の予備調査においては,内 部統制組織 の重要 な事項 に

ついて変 更の有無,変 更内容,変 更理 由が調査される。そ して取引記
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録 の監査にお いて,内 部統制組織が実際 に有効 に運用されてい るか ど

うかが調査 され るのである。 この調査 を行 な う方法 について,監 査 実

施準 則ではそ の初度監査 の予備調査 の項 に,「 内部統制 の質問書に回

答 を求める等,適 当な方法 に よって 」行 な うことを記 してい るが,連

続監査 の予備 調査の項 には何 ら規定がな い。 然 し取 引記録の監査 手続

の項 には,取 引記録の監査 の場合 におけ る通常の監査手続が 示 されて

お り,そ の中には明 らか に内 部統制組織 の運 用を調査する手 続 と解さ

れる ものが含 まれている。売上高 につ いて,商 品又は製品等の受注か

ら発送 に至 るまでの証拠 資料を調査 して,必 要 と認めた場合 には販 売

条件 を検討 し,販 売の手続が所定 の手続 に従 っているか ど うか を確か

め ることが定 め られてお り,ま た仕入高 につ いて も,商 品又 は原材 料

等の発 注か ら受入れ に至 るまでの証拠 資料を調査 して,必 要 と認めた

場合には購買条件 を検討 し,購 買の手続が所定の手続 に従ってい るか

どうか を確か めることが定 め られ ているほか,有 形固定 資産 について

は,そ の支 出につ いて承 認に関す る書類 を閲覧 し,そ の価額が承認額

を超過 している場合 には,そ の事 由を吟味す ることとされ てい るので

ある。

と ころでEDP会 計におけ る内部統 制の問題は,単 に販売手続,購

買手続,或 いは固定資産関係支出手続 な どに従来 と異 なった手続が持

ち込 まれ る可能性 がある とい う点 に留ま らず,新 らたにEDPシ ステ

ムそ の ものの コン トロール とい う問題が生 ず ることにある。 しか しな

が らこれ らの問題 について は,予 備調査 において評価がなされ,内 部

統 制組織 の整 備の状況が確認 され ているので あって,取 引記録の監査

とい う段階 での調査手続は,そ の内部統制組織が実 際に有効 に運用さ
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れているか どうかを確か める ことであ るに過 ぎない。すなわ ち,内 部

統制組織が予め計画 された とお りに動 いているか どうか とい う観点か

ら調査す るので あるが,EDPシ ステ ムには企業 としても必要 とす る

十分 な牽制や統制が予 め準備 され るのが一般 であ り,ま たEDPシ ス

テ ムは定 め られた通 り運用 され る場合の方がス ムーズに行 くものなの

で,故 意の介入や不正 は手書 き会計 の時代に比 してむ しろ行 ない難 く

したがって減少す る ものなのである。

一般的にみて,EDP会 計 は上記の ように システ ムとして信頼性 に

富む ものであ り,か つ演算処理 の正確性において も手書 き会計 より格

段 と優れているものなので,EDP会 計vateけ る内部統制につい て,

必要以上 に心配す ることな く適切 に評価されるよ う希望す る次第で あ

る。

(2)企 業会計原則準拠性の調査

取引記録が 「企業会計原 則 」に継続的 に準拠 してい るか どうか を調

査す るためには,そ の内部統制組織の信頼性の程度 を勘案 して行な う

試査 によって必要 な監査 証跡を得 なければな らない。企業会計のED

P化 に よって,会 計理 論が影 響を受け る ものでない ことは前述の通 り

であって,監 査 にお いて も理 論及び監査すべ き事 項は影響を受けず,

調査 に用 いる資料や記録の形態及び調査方法が影響 を受け る ことが あ

るに留まる。

監査 実施準則 に記されてい る監査手続 を類型別に整理す る と次の と

お りである。

① 計上 の基礎 とな る証拠資料を調査す る

② 勘定 を分析す る

一67一



③ 記帳 について他勘定 と照合 調査す る

④ 計 算記録の過程 を分析す る

⑤ 事 実 を確 かめる

これ らの監査 手続は,手 書 き会計 を前提 とし記された もの であるが,

EDP化 にしたがってかつその程度 に応 じて影響 を受け ることとなる。企

業会計EDP化 の監査 面への影響は別項(第3章3)の とお りであ

る。

EDP会 計の監査手続は,そ のEDP化 の程度,内 部統制組織の信

頼性 の程度 などを勘案の上経済的合理的であってかつ実施可能な もの

を選択 適用すべ きで あって,い たず らに高度 な手続を採 用し,合 理 性

経済 性を欠 くようなことにな らな い よ う十分 に留意 しなけ ればな らな

v>o

EDP監 査 の方 法 とし ては,AuditwithouttheComputer,

AuditaroundtheComputer及 びAuditwith(orusing)

theComputerが 考 え られ るが,そ の いず れ の方法 に よるべ きか は

上 記 の考 慮 の もと に監 査人 の選 択 す る ところ に よる。Auditwith

(orusing)theComputer法 の 研 究 が 進 め られ てtsり ・最 近 で

は わが 国 にお いて も監 査 プ ログ ラムが 開発 され て い る・ コン ピュー タ

を用 い て監 査 す る際 に,テ ス トデ ック を用 い る方 法 と,機 械 処 理 の再

現 及 び そ の コン トロール を行 な う方法 とが あ るが ・ そ の選 択 も事 情 に

応 じて な され る もの で あ る。

企業 会 計 のEDP化 に よっ て見 読 不 能 な 記 録 の生 ず る こ とが監 査 面

で の 問題 を大 き く してい る と云 え よ う。 しか し現 行 法 制下 では・ 見 読

不 能 な 記録 とし て商 業 帳 簿 や 営業 に関 す る重 要 書 類 を作成 保 存 す る こ

一68一

●



'

v

とに は疑 義 が あ る の で,そ の見 読可 能 化 を実 際に 行 な って い た り,あ

るい は,そ の た め の プ ログ ラム保 存等 の準 備 がな され てい る のが一 般

的 で あ る。 企 業 と して も管理 上 の必要 な どか らハ ー ドコ ピーの 必要 性

を認 識 して お り,現 段 階 で は まだ ま だ 多 くの ハ ー ドコ ピー を プ リン ト

ア ウ トして い るの で あ るか ら,EDP化 即 見 読不 能 化 と考 え て 大騒 ぎ

す る こ とは な い の で あ る。 商法 改 正 等 の要 望 の 中 に も,見 読可 能 化 を

保 証す る必 要 の あ る こ とを明言 してお り,す べ て の プ リン トア ウ トは

不 経 済 かつ 不合 理 で あ るか ら行 なわ ないが,必 要 に応 じて プ リン トア

ウ トを出す こ とが 考 え られ てい るの で ある。

なお,現 行 の監 査 実 施 準 則 には,帳 簿式 会 計 制 度 を前 提 と した記 述

が 散 見 され るが,最 近 にtoけ るEDP化 の発 展 に かん が み 解 釈 を広 げ

る必 要 の あ る字 句 が あ る。 「証拠 資料 」,「記帳 」な どは そ の例 で あ る。

a.証 拠 資料… … 磁 気 テ ー プそ の ものが 原 始 デ ー タ と し て用 い られ る

と き には,そ れ を含 む もの とす る。

b.記 帳… … 帳 簿以 外 の もの,例 え ば磁 気 テ ー プへ の 記録 を含 む

もの とす る。

販 売 や 仕 入 が 「所 定 の 手続 」 に従 っ て行 な われ て い るか ど うか を確

か め る調 査 が 記 さ れ て い るが,こ こ にい う 「所 定 の 手続 」がEDP化

の影 響 を受 け て,従 来 の 認 印 を もって 手続 を進 め て い くの とは 異 な っ

た事務 手続 に移 行 し て い く。 そ の 内部 統制 の信頼 性 確 認 は 監査 上 重要

な こ とでは あ ろ うが,そ の点 にお いて大 き な問題 が なけ れ ば,そ の 新

しい手 続 を 「所 定 の手 続 」 として認 め る必 要 が あ る。
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3財 務諸表項 目の監 査手続

財務諸表項 目の監査 の 目的は,取 引記録の監査 の結果得 られた信頼性

の程度に照応 して,

(1)勘 定残 高の当否 を確 かめ,さ らに,

② 財務諸表 の表示方法 の妥当性 を検討す ることに より,

財務諸表が 「企業会計原則 」に継続的 に準拠 して作成 され,会 社の財

政状態及び経営成績 を適正 に表示 しているか ど うか を確 かめるにある。

(1)勘 定残高 当否 の確認

監査実施準則 に定 め られてい る監査手続を類 型別に整理す る と次の

とお りで ある。

① 実 査,立 会,残 高確認等を行ない,関 係帳簿残高 と照合 す る

② 勘定分析並び に,明 細表,帳 簿記録等に よる内容分析 を行な う

③ 明細表 と関係帳簿残 高とを照合す る

④ 証拠 資料 を調査吟味す る

⑤ 事実 を確 かめ る

⑥ 責任者 に対 して質 問を行な う

⑦ 計上,取 崩 の根拠 と計算の適 否 を吟味す る

⑧ 明細表 に より評価基準,償 却 の準拠性及び継続性 を調査す る

以上 の ような資料 と方法を示 した もののほか に,調 査事項 としては

次の よ うな ものが あ る。

⑨ 棚卸 資産評価 の妥 当性 を調査す る

⑩ 評価損計上 の適時性 を調査す る
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⑪ 貸付条件 等の吟味 に より,残 高の妥 当性 を確 かめる。

⑫ 債権 の回収可能性 と評価 を調査す る

これ らの監 査手続 を実施 する上で,EDPが 新 たに提起す る問題は,

やはり,「明細表 」や 「証拠 資料」な どが見読不能 となった り,場 合 に

よっては監 査証跡 を追 及 してい くことが困難 になる ことであろうが,

この問題 については取 引記録の監査手続 の項 で述べ た とお りで あるが

新 しく勘定 分析及び明細表 と関係帳簿残高の照合 とい う手続がEDP

の有効な利用 の適 してい るもの として指摘 され得 るであろ う。

監査実施準 則の字 句 に関 しては,次 の ものについ て解釈 を拡大す る

必要が ある。

a.明 細表……電磁 的記憶媒体 を用 いている場合 にはそれ を含む

b.帳 簿…… 電磁的 記憶媒体 を用いている場合 にはそれ を含む

c.照 合……電磁 的記録間のコンピュータ内でのマ ッチング を含む

(2)財 務諸表表 示方法妥 当性の検 討

監査実施準 則では,「 関係資料 」を調査 してそれが一 般 に公正妥当

と認 め られる財務 諸表の表示方法に関す る基準 に継続 的 に準拠 してい

るか どうかを検討 し,財 務 諸表が,利 害関係者 に対 し,会 社の状況に

関す る判 断を誤 らせ ないため必要な会計事 実を明瞭 に表示 しているか

どうか を確 かめ ることとされている。

ここに,い わゆる 「関係 資料 」に電磁 的記憶媒体を含めて解釈す る

こととす れば,こ の関係 ではEDP会 計で あるがための問題 はあま り

考慮 しな くて よい と思 われ る。
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第6章 今後 の課 題

1結 言

以上,各 部分 で論 じた事 項で明白で あるが,現 在実施 されてい る監査

実施準則ではEDP会 計監査 に対 して十 分な もの である とは言 い難い。

したがって現行 の監査実施準則 で明確 に示されてない部分 に対 して補足

的 ない くつかの項 目を明記すぺ きである。

また現行の準則 を拡大解釈 し適切な読換な どに よって指針 を的確に示

す ことができれば監 査人 及び被監査会 社は監査 に対 す るカイ ド・ライン

として極めて有 効に これ を運用す ることがで き.る。

2今 後の研究課題

㌃

EDP会 計 の普 及 は,一 般 的 な 会計 シ ス テ ム とな る こ とは 当然 で あ る。

したが っ て,EDP会 計監 査 の 新 しい手 法 も遂 次開 発 され,そ の適 用 に

関 して も研 究 され る こ とで あろ う。

ま た企 業 にお け る諸 システ ムは業 種 に よ り当 然異 な っ て くる し・ コン

ピュー タの導 入 の 機 種 お よび 性 能 に よっ て シス テ ム も異 なっ て くる。

(大 型,中 型,小 型 の 場 合)

ま た これ らに よっ て 利 用 す る システ ム も非 常 に異 な っ て くる。 オ ン ラ
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イン ・リア ル タ イム ・シス テ ム を一 部 にお い て利用 す る場合,あ るい は

オ ン ライ ン ・バ ッチ ・シス テ ム を利 用 す る場 合 な ど を含 め て 企業 におけ

る各 種 の会 計情 報 シス テ ムが存 在活 用 され て い る。

結 局,多 種 多様 な会 計 システ ムが あ り,こ れ に対 し更 に導 入 利 用 の 機

種 に よっ て もそ の処 理 の プ ロセ ス が異 な っ て くる。

した が っ て,EDP会 計 実 施 につ いて,極 め て困難 な 問題 で あ るが,

そ の程 度 に応 じい くつ かの ク ラスわ け が 必要 で はな か ろ うか と思 わ れ る。

次 に企 業 にお け るEDP会 計 の実 施 い かん に関係 な く内 部 統 制 組 織 の

確 立 が 必 要 で あるが,企 業 の規 模,営 業 の種 類 に よ り,内 部 統制 組織 も

か な り程 度 の差 異 が 生 ず る もの と考 え られ る。

した が っ てEDP会 計 に必要 な 内部統 制 組 織 も考 慮 され ねば な らな い。

す で に公 表 され てい る電子 計 算 機 利 用 に よる会 計 の内 部統 制 組 織 の質 問

書案 は 一 つ の例 示 案 で あ るの で,前 記 の 多種 多 様性 か ら監 査 は当然 到来

す る問 題 と し て多 種 類 の 質 問書 の作成 が必 要 で ある と考 え られ る。
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第1章 監 査 プ ログ ラム作 成 の 趣 旨

会 計 の処 理 手 続がEDP化 され る こ とに よ り,監 査 の 方 法 も変化 せ ざ

るをえ な い 。 今 日.一 般 に行 なわれ て い る監 査 の 手続 き と手 法 とは,も

と も と人 手 に よる会 計処 理 を前 提 と して 組 み 立 て られ た もの で ある。 こ

の人 手 がEDPに,ペ イ ン ト紙 が磁 気 的 な記 録 媒体 に代 替 され る こ と に

よ り,こ れ らの 手続 き,方 法 も当 然変 化す る こ とが 予 想 され る 。

この 変 化 の方 向 と して,次 の 二点 を あげ る こ とが で き よ う。

第一 点 は,EDPの 特 性 そ の ものが もた らす 監査 証 跡(AuditTrait)

の二 重 の変 化 で あ る。 そ の 一 つ は記録 物 の 変 化 で あ る。 この監 査 証 跡は

「監査 人 が そ れ に よって 原始 取 引か らそれ らの合 計 額 への 跡 づけ が で き,

ま たそ の合 計 か ら原始 取 引に さか の ぼ る よ うな 証 ひ ょ う書 類(W.Thomas

Portu・ir・,AuditinyElectvonicSystou,93)

か りに これ らが 手 作業 の場 合 とま っ た く同 じよ うに作 られ る と して も,

そ れ は磁 気 テー プ,デ ィク ス な どのそ の ま まで は見 語 不 可 能 な 記録媒 体

へ の 代 替 で ある 。 この媒 体 の 内容 を ハ ー ドコ ピー に プ リン トア ウ トす る

こ とは もち ろ ん で きる。 しか しこれ がEDPの 効率 を 阻 害す る と共 に,

経 済的 な ハ イ コス トを 招 くこ と もまた 明 白 で ある。

い ま一 つ は,監 査 証 跡 の 部 分的 な 消滅 で ある。 これ ま で の積 上げ方 式

に よる手 作 業 会 計 で は,上 記 の諸 帳 簿 は それ ぞれ それ な くして は 積 上 げ

そ の もの が 不 可 能で あ った の に 対 し,EDP会 計 に お いて は そ の 不可 欠

性 は 弱 ま る。 た とえ ば 財 務諸 表作 成 を 当 面の 目的 とす るか ぎ り,仕 訳 日

記帳,元 帳 の 作 成 は 必 要条 件 で はな くな る。
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この監 査 証 跡 の 変化 を なん とみ るか は,考 え 方 の 問題 で あ る。 これ ま

で の 監 査は,紙 に よって の,上 記 の積 上げ の足跡 をた どる こ とそ の もの

で あ った といえ る。 この 伝 統方 式 を 固執す る 日に は,証 跡 の 変化 は監 査

を 不 可 能 にす る もの と映 ず るか も しれ ない 。 しか し磁 気的 な 証 ひ ょうは

あ る ので あって,「 手 で検 証す る,紙 に書 か れ た 証 ひ ょ うは な い か ら,

電 磁 的 な 証 ひ ょ うを電 子的 に検 証す る 」(!LWWagner,EDPand

Auditingofthe1970,s,theAccountingReview,July

1969,P603)と い う考 え 方 も成 り立 ち うる。 つ ま り,EDP会 計

の 監査 に は,コ ン ピュー タ を利 用す る とい う発想 で あ る。

第 二点 は 監 査 自体 へ の コ ン ピュー タの利 用 で ある 。 この利 用 を促す 理

由の 一つ は 上述 の 通 りで あ る。

第二 の要 因は,監 査そ の も の の性 格 か ら くる。 今 日の 監査 は 全 数調 査

を 行 な うの で は な く,無 作 為抽 出 の標 本 の検 証 に よって,全 体 の 信 頼性

を推 定す る方 法 が と られ る 。か りに大 きな デー タ ・フ ァイ ル を調 べ る場

合 で も,そ の 全 体 の 精査 が 目的 で は な く,そ のなか で精 査 を要 す る デー

タ の 探索 をね らい とす るの が 普 通 で あろ う。 この標 本 お よび例 外 項 目の

抽 出,選 別 には コ ン ピュー タが 大 きな 効 力 を発 揮す る。 これ は監 査 手 法

の 現 代化 とみ る こ と もで き よ う。

本 部 会 は,こ うい う予 想 され る変 化 を背 景 に お き,コ ン ピュー タ利 用

に よる監査 手 法 の 一つ の見 本 と して,サ ン プ リン グ手 法 の 問題 を とりあ

げ る こ とに した。
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第2章 ハ ス キ ン グ ア ン ド セ ル ズ の

オ ーデ ィテ ー プ に よる テ ス トの 概 要

1.テ ス ト対 象

売 上高,売 掛 金 一件 の フ ァ イル(磁 気 テー プ)で2,260件 を含 む

もの を対 象 と した。(磁 気 テー プ レイ ア ウ ト参 照)

2.テ ス トの 内 容

つ

(Dシ ス テ ムの概 要

テ ス トした シ ステ ムの概 要 は以 下 に 述 べ る通 りで あ るが,本 テス

トに使 用 した オ ー デ ィ テー ブは1968年 版で,現 在実 際 に使 用 中 の

も のは 改 良 を加え た1970年 版で ある との ことで あ る。

◆
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HASKINS&SEILSAUDITAPESYSTEM

EXPERIMENTRUN-CUDI

JULY27,1971

・

OPERATION ROUTINEORJOB

'

1.GenerateAuditapeSystem

ResidencePack

2.InitialProgramIoading

3.Edit

and

り
1nput

print

file(「tEURZANり

theentirelfile

4.Seiectasampleofcurren

balancesandprint

selecteditems

5.ExtractandIistslow

accounts(Wit「hbalances

cxceedingfourtimessales

forthecurrent10-day

period

－78一

(1)Initializedisk

(INTDSK)

(2)Restoredisk(D

(DISRST)

(3)Initialprogram

loader(IPL)

(4)Utility(UTII、ITY)

(5)Print/punch(PT)

(6)Sampledesignand

selection(AS)

(7)Print/1)unch(PT)

(8)

(9)

⑩

(11)

Mathematical(MA)

Mathematical(MA)

Include/excludeand

subtota1(IE)

Print/1)unch(PT)

レ

、

、L



⑨

◆

こ の シ ス テ ム を フ ロー ・チ ャー トで 示 す と 次 の よ うに な る。

HASKINS&SELLS'AUDITAPESYSTEM

EXPERIMENTRUN-CUDI

1.GENERATEAUDITAPESYSTEM.

RESIDENCEPACK

MODAUDITAPE
2400

SPEC。CARDS

INTDSK
DST

NODPRINTER
140300E

INITLALIZE

RESTORE

D=131

MOD

2314
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CONSOLE

OO9

SYSTEM

RESIDENSE



2.INITIALPROGRAMLOADING,

SPEO.CARDS

IPL

OOC

SYSTEMRESIDENCEPACK

CONSOLET.D=131009

PRINTER

OOE

3.EDITEURZANFILEANDPRINTENTIREFILE.

INPUTFILE-EURZAN

④

⑤

UTILITY

PT

(PRINT)

EDITEDTAPE

AF『001

ITEMS

◎

も
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,
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4.SELECTSAMPLEOFCURRENTBALANCES,

⑥

⑦

T=180
EDITEDTAPE
AF-001

AS

SAMPLING)

LIST

OOE

T=181

LISTOF

SAMPLE

SAMPLETAPE

AF-002

ITEMS

－81一



5.EXTRACT.ANDLIST,ACCOUNTSWITHBALANCES

EXCEEDINGFOURTIMESSAI、ESFORCURRENT

10-DAYPERIOD

T=180

(Field9)×4=(Field12)MA

⑧M
athematicai

AF-OO3

T=181

⑨

⑩

⑪

AM

∵

……三

㎞

(Field .11)-Field12)=(Field7)

AF-004

T=182

Include(Field7)>O

AF-OOs

T・=183

ACCOUNTS

P

⑳

嘩
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LABELEURZAN72 b)「 七e4320by-teB].δCk

作成年月日 46。

氏 名 H.ISHIDA

登 録 コ ー ド EURZAN

6Bア 七e
,6B▽ 七e、

,,1, 1.2 `,31、 `14,, 1β, 6,` ,Il
1『7`, ,8_II.9、, 、'0'.,

系列区分 回収
個所
部門麗 勘香z歴 劫 二次店 支払

条件修 条件
〔当 〕

E CW 醐 殊 〔前旬まセの累計一 〕, 売 上 高2 3 ←6→
4,

「 z 718 9

g…156912151819 28505556594248546

ま た,使 用 され た磁 気 テー プの レイ ア ウ トは 次 の通 りで あ る。

LTEMLAYOUTSHEET

入
1

2

60

当局残高

11

4 6 9

λUD・ 丁嚇 ・・C・ 晶 ・・L…D・T・D・A・ ・A。.。 。、、 如
,。 60〕

、2! 「 ∋210, 1145、, Zl4,」 〕、_5,5」6 1到OIl,、, '、71『 4 自1,、1ρ,、 ,560`,1.12 ・4 5・,、3・
' 、

(2)(6)
回 収 櫃`所

(6)
部 門

⑩(6)
販 売 先

'、

勘 定 科 目 細 目 二
1

∋ 、 6

⑫
次 店

' 、

売 上 高

7

⑫
(前 索)

濠 入

1'1
`⑯ 、2681, ,,31` 8041, ,与1, 92 6,、 711.` 10481, `19,、 1160,,

8 9・ ∋ 10

1

' ∈, 、 、 ' 刊

蟹(前 累) 売 盈 当, 入
02 金(当 、

、

殊
⑫(当 、

' ξ 12

⑫

' 長RESE工

129

一11, 128 2 rl ,,3, 411,
裳' ,15,, 611皇 ,z,, ,,8,, `19,』 ,、0



(2)オ ペ レ・一 シ ョ ン(カ ッ コ内 はRunま た はJob)

① オ ー デ ィ テ ー プ シ ス テ ム の レ ジ デ ン ス ・バ ッ ク へ の ゼ ネ レー シ

ョ ン(InitializediskとRestoredisk)

各 種 オー デ ィ テ プ ・ル ー チ ン とIBMデ ィ ス ク ・オ ペ レー シ ョ

ン ・ シ ス テ ム と を 結 合 した オ ー デ ィ テー ブ ・ プ ロ グ ラ ム(ハ ス キ

ン ズ ア ン ド セ ル ズ会 計 事 務 所 よ り磁 気 テ ー プ の 形 で 貸 与 さ れ

る)を デ ィ ス ク に 読 み 込 み,シ ス テ ム ・ レ ジ デ ンス ・パ ッ ク と し

て 使 用 す る 。 こ の 読 み 込 み の た め のINITIALIZEDISK及

びRESTOREDISKの 両 プ ロ グ ラ ムが オ ー デ ィ テ ー ブ に 含 ま

れ て い る 。

② イ ニ シ ャ ル ・プ ・ グ ラ ム の ・一 デ イ ン グ(Initialprogram

loader)・

こ れ はSupcrvisorandJobcontrolprogramを シ ス

テ ム ・ レ ジ デ ン ス ・パ ッ ク か ら コ ン ピ ュー タ ・ メ モ リー にload

し,デ ー タ処 理 に 使 用 す べ く指 定 さ れ た イ ン プ ッ トお よび ア ウ ト

ユ ニ ッ トを 確 認 し,作 動 す る た め の も の で あ る 。

*Supervisor

*Jobcontrol

③ イ ン プ ッ ト ・ フ ァ イ ル の 編 集 と 全 プ リ ン ト

print/1)unch).

-84一

全 て の イ ン プ ッ ト と ア ウ ト プ ッ トの オ

ペ レー シ ョ ンを 取 扱 う。

処 理 さ れ る べ き プ ロ グ ラ ム 或 い は ル ー

チ ンを 識 別 し,そ れ を シ ス テ ム ・レ ジ

デ ン ス ・パ ッ ク に 移 し,更 に コ ン ピ ュ

ー タ ・ メ モ リー に 展 開 す る 。

(Utilityと

声

●

▼



●

r

4

令

最 初 の イ ン プ ッ トレ コー ドの 希 望す る 部分 や オー デ ィ テー ブ ・

レコー ドの利 用 出来 る部 分 に移 す ためIBMユ ー テ ィ リテ ィ ・プ

ロ グ ラムが オー デ ィ テー プに組 込 まれ て いる 。

次 に,編 集 後 の テー プ(AF=001)の 内容 が 全 て プ リン トさ

れ る。

こ の 際,レ コー ド ・カウ ン トと金 額合 計 が な され,こ れ も最 後

に プ リン トされ る。

③ 当 旬 残 高 につ いて サ ンプ ルの抽 出 とそ の プ リン ト

(Sampledesignandselectionとprint,/f)unch)

SAMPLEDESIGNANDSELECTIONの ルー チンで

監 査 人 の 指定 す る金 額的 精度(MP)と 信頼 性 係数(R)に も とつ

くサ ム プル の デザ イ ン及 び抽 出が 行 なわ れ,抽 出 され た サ ンプル

項 目の フ ァ イル(テ ー プAF-00 .2)が 作 られ,同 時 に コ ン トロ

ー ル ・ トー タル と して母 集 団全 部 の件 数
,合 計 金 額及 び サ ンプル

の 件 数,合 計金 額が プ リン トされ るが,こ れ は い ずれ も2又 は3

の階 層(こ の テ ス トでは3階 層)に 分け て表 示 され る。

TOPSTRATUMは,内 部 計算 に よ り算 出され た ¶℃ut-OFF'}

金 額 以 上の 層 で,こ の層 に 属す る項 目は全 数抽 出 され て い る 。 こ

の テ ス トの 場合,2MP/R以 上の金 額 がTOPSTRATUMと な

って い る。MIDDLEとBOTTOMを 区 分す る金 額 は くcPRIMARY

CUT-OFF》)と 称す る金 額 で,MP/Rを 超 え な い範 囲 で 監 査人

が 任 意 に指 定 で きる。PRIMARYCUT-OFFは シス テ ム内 で

の サ ン プル デ ザ イ ン計算 の 一部 を簡 略化 し,計 算 速 度 を上 げ るた

め(代 償 的 に サ ン プル件 数 は 多 少 増加す る)の 意 味を 有す る の で,
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サ ン プル の有 効性 に は 関係 しな い と説 明 され て い る 。2階 層 区 分

の い ずれ とな るか は,監 査 人 の選 択す る サ ンプ リン グ方 式(サ ン

プ リングを 併用 す るか 否か)に よる もので あ る。

な お,マ ニ アル に よれ ば,上 記 の階 層 区分 は コ ン トロー ル ・ ト

ー タル表示 の 便 宜 上 の も の で
,サ ン プル の デ ザ イ ン,抽 出 結 果 の

評価 に直 接 の 関連 は な い とされ て いる。

AUDITAPEに 組 込ま れ た サ ンプル の デ ザ イン,抽 出 方法 お

よ び結果 へ の評 価 方 法 は,別 に 開発 され て い たHASKINS&

SELLSAUDITSAMPLINGPLANを 適 用 しkも ので・

そ の詳 細 な 理論 お よ び計 算 方 法 は,一 般 には 公 開され て い ない よ

うで あ る。

次 に,PRINT/PUNCHル ー チ ンに よ り,抽 出 され た サ ン プ

ル 項 目の リス トが プ リン トされ る。 この リス トは,各 項 目につ き

監査 人 の指 定す る要 件(金 額,相 手 先 名等)が 表 示 され る。

この テ ス トでは,母 集 団2,260件 の うち636件(TOPSTA-

TUM226件)が 抽 出 され,件 数 で約27%と 比 較 的 多数 とな

ったが,こ れ は金 額 的 精度 及 び信頼 度 をか な り きび し く設 定 した

た め と思 われ る 。

⑤ 回収 遅 延 口座 の抽 出 とそ の リス ト作成

(Mathematica1,Mathematical,Include/exclude

andsubtotalとprin .t/punch)

オー デ ィ テー ブの 中 核 を なす もの は,前 述 の 監 査 サ ン プル設 計

で あ る と思 われ るが,今 日の テ ス トでは 更 に オー デ ィ テー プの他

の ルー チ ンを使 って 回収 が 遅延 してい る 口座 の 抽 出 を行 な って み
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た。

この テ ス トでは,売 上当旬 の4倍 を一こえ る 当残 の 口座 を 回収 遅

口座 と した 。 こ の プ ロセ スは 次 の 通 りで あ る。

④ フ ィー ル ド9(売 上 当旬)を4倍 して フィー ル ド12に 記入

す る。(MA)

◎ フ ィー ル ド11(当 面 残)か らフィー ル ド12を 差 引 いて 差

額 を フ ィー ル ド7に 記入 す る 。(MA)

◎ フィ ー ル ド7の うち0よ り大 きい もの を抽 出 し,こ の 口座 を

テー プに 記入 す る と共 に,レ コー ド・カ ウン トお よ び フィー ル

ド毎 の 合 計 も 同時 に行 な う。(IE)

㊤ 抽 出 され た回 収 遅 延 口座 を プ リン トす る。(PT)

1970年 版 オー ディテー プで は 上記 の ④ ◎ ◎ は 一つ のMAル

テ ィー ン と して 結合 出来 る との こ とで あ る)

上 記 の 結 果,636件 が 抽 出 され,そ の 一件 別 リス トが プ リン

トア ウ トさ れ た 。

ザ

◎
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第5章 統計的サンプリングの理論

1.統 計 的 サ ン プ リン グ と会 計 監査

●

い ま,鍋1杯 の ス ー プの 中 か らス プー ン1杯 をす くい とって 味見 を

した とす る。 ス プー ンに と られ た スー プの味 が 薄 けれ ば,人 は 鍋の 中

の スー プは 全 部そ うで あろ うと考 え る。 この よ うに,部 分(こ れ を サ

ン プル あ るい は 標本 とい う)を 調 べて,そ の 部 分が 代 表 して い る全 体

(こ れ を母集 団 とい う)に つ い て の特 性 を推 測す る こ と を サ ン プ リン

グ(標 本)調 査 とい う。 上の 例 で は ス プー ンに とった スー プと,鍋 の

中 の スー プ間 に数 理 的 関 連 が 何 もつ け られ てい ない 。 した が って,そ

の 結 果 得 られ た 結 論 の確 か ら しさ は,経 験 的 に しか 評 価 す る こ とが で

きな い 。 この よ うな サ ン プ リン グを経験 的 サ ン プ リング とい う。 これ

に対 して サン プルの 大 きさ を,母 集 団 の大 きさや 特 性 と関連 づけ て決

定 し,一 定の 手続 をふ んで サ ン プルを抽 出 し,そ の サ ン プル を調 べ た

場 合 に は,そ の 結 果 分 った こ とか ら母 集 団の 性 質 に つ い て 一定 の 確率

的 基礎 を もっ た推 論 をす る こ とが で きる。 こ の よ うな サ ン プ リングは

手続 に 条件 が つ け られて い る の で,若 干 面倒 で あるが,そ の代 わ り母

集 団に つ いて の 情報 を(D客 観 的 な 形で,(2)能 率 的 に 抽 出す る こ とが で

きる とい う利 点が あ る 。そ の 結果,自 分 自身 に も他 人 に 対 して も,結

論 を 容易 に納 得 させ る こ とが で きる こと にな る。

それ ばか りで は な い 。 統 計 的 サ ン プ リングは,あ る意 味 にお いて は 、
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全 数(悉 皆)調 査(そ れ は 信頼 水準100%の サ ン プ リング調査 で あ

る)に ま さる とも いえ る 。 とい うのは,全 数 調査 の場 合 には標 本 誤 差

は ない 代 わ りに,母 集 団が 極 め て大 きい場 合 には 調 査 ミスが 発生す る

と考 え られ るか らで ある 。 そ して 調査 ミス につ いて は,標 本 誤差 の よ

うに 数学 的 に範 囲 を限 定す る ことは で きな い ので あ る。

この よ うな 統計 的 サ ン プ リングは,品 質 管理や 市場 調査 な ど種 々の

分 野 に適 用 され て きた が,会 計 監 査 にも も ち ろん 適用 す る こ とが で き

る 。 た とえ ば1日 分 の 売 上伝 票1,000枚 の束 か ら10枚 を抜 き取 って

手 続 の 暇 疵 の有 無 を調 べ.1,000枚 の 伝 票 に含 まれ る暇 疵 の 量 を推 定

した り,500件 の 売掛金 口座 か ら無 作為 に20を 抽 出 して 確認 書 を

と り,そ の 結 果判 明 した不 一致 額 か ら全 売掛 金 口座 に 含 まれ る不一 致

額 を推 定す る とい っ た例が 考え られ る。

2.統 計 的 サ ン プ リン グの 種類

「

亀

一 般 に ,統 計 的 サ ン プ リングは その 推 論 の型の 相 違 か ら,

(1)受 入 サ ン プ リン グ

(2)推 定 サ ン プ リン グ

(3)発 見 的 サ ンプ リン グ

の 三 つ に分 け られ る。(1)の 受入 サ ン プ リングは,品 質 管 理 に よく利 用

さ れ て い る もの で あ る。 た とえ ば,あ る ロ ッ トか ら少 数 の サ ンプル を

と り,そ の 中 に含 ま れ て い る不 良品 の個 数 を数 え,あ る基準 個 数以 下

な らば ロ ッ ト全 体 を合 格 と し,基 準 個 数 を 超 え て いれ ば ロ ッ トを不 合

一89一



格 とす る もの で ある 。 これ も会 計 監 査 に 際 して利 用 し うるが,会 計 に

お い ては ロ ッ ト(た とえ ば1束 の 伝 票)が,受 入 サ ン プ リン グ ・テス

ト(抜 取 検 査)の 結果 不 合 格 と判 定 され た と して も,そ れ だけ で終 る

もの では な く,不 正 ・誤 謬 を含 む 伝 票 の割合 が 問題 とな る な ど,推 定

サ ン プ リングの 問題 とな る のが 通 常 で あ る。 よって,以 下 で は これ に

ふ れ ない 。(注1)

(2)の推 定 サ ンプ リン グは,母 集 団 の 要 素の うち,あ る 特 定 の性 質 を

も った も の(た とえ ば 会 計手 続 に誤 りの ある取 引)の 割合 を,サ ンプ

ル ・デー タ におけ る そ の割 合 か ら推 定 した り(属 性の推 定),サ ンプ

ル ・デー タにつ い て の あ る変量(た とえ ば取 引 金額)の 平 均 値 か ら,

母 集 団 につ いて の そ の 平 均値,し た が って総 計(総 金 額)を 推 定 した

りす る(変 量 の推 定)も の で あ る。 次項 以 下 にお いて は,こ の 両 者 に

つ い て述 べ る。

(3)の 発見 的 サ ン プ リン グ とは,母 集 団の 中 に あ る割合 を も って含 ま

れ て い る,何 らか の 特 性 を も っ た 要 素 を 少 な く と も1個 発 見 す る こ と

を,一 定 の 信 頼 性 を も っ て 保 証 す る サ ン プ リン グ 手 続 で あ る 。(注2)

(注1)会 計 監査 における抜取検査 の利用にっいては次著 に詳 しい。

佐藤弥太郎 「統計的試査」 中央経済社 昭47.第1編 。

(注2)発 見的サ ンプ リングについても、 佐藤氏前掲書(PP179-181)参 照 。

まち それに関 して必要 となる数表は ヒ形 ロス,ア ーキ ン著中瀬訳

「監査 の統計的 手法」 中央経済社 昭44.の 付表5(PP117-119)

に収 め られてい る。
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3.サ ン プ リン グ調 査 の手 順

推定 サ ン プ リングは,次 の手 順 に した が って行 な われ る。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

サ ンプ リン グ調 査対 象 の 選 定

信頼 性,精 度 の決 定

サ ンプ ル ・サ イズの決 定

サ ンプル の抽 出 と調 査

結 果 の評 価

(1)は い うまで もな く,何 を母 集 団 デー タ と して サ ンプ リン グ を行 な

い,何 を推 定 し よ うとす る のか を 明 確 にす る ことで あ り,こ れ に よっ

て サ ンプ リング調 査 が ス ター トす る こ とに な る。(2}は,次 の(3)以 下 の

作業 の 前提 をなす もので あ り,あ る推 定 を どれ程 の 幅で行 な うか とい

うこ と(精 度)と,そ の推 論 の 確 実 度 につ い て どれ程 の水 準 を 要求 す

る か とい うこ と(信 頼 性)の 決 定 で あ る。(3)は,(2)で 決 め られ た精度

と信 頼性 をみ たす た め には,与 え られ た母 集 団の大 きさ に照 ら して,

そ こか らどれ 程 の大 きさ の サ ン プル を とれ ば よいか を 計算 す る こ とで

あ る。 これ につ い て は 次項 で詳 説す る。(4)は,(3)で 算 出 され た数 の サ

ン プ ル を母 集 団 に 関す る情 報(た とえ ば 母 比率 ,母 平 均)を 推 定す る

の に必 要 な 情報(た とえ ば 標 本 比 率,標 本 平 均)を 得 る こ とで ある 。

抽 出 サ ン プルは,一 般 には ランダ ムに決 め られ なけ れ ば な らないか

ら,母 集 団の全 要 素 に(後 述す る 層別 サ ン プ リングの場合 に は 層 ご と

に)通 し番 号 を与 え,別 途 乱数 抽 出 を行 な って,そ の乱数 に 対応す る

要 素 を サ ン プル に と り,以 下 必 要 数 の サ ンプ ルが 得 られ る ま で これ を
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続 け る とい う方 法 が と られ る。 これ を 無 作 為抽 出(ラ ンダ ム ・サンプ リ

ング)と い う。 これ に 対 して乱 数 を用 いて 最 初 の1個 の サ ンプ ル を決

め,以 下 等 間隔 に拾 って サ ンプ ルに 加 え て い く方 法(系 統抽 出法)も

あ る 。(5)は,(4)で 得 た 情報 を 用 い て 母 集 団 の特 性 に 関 して推 定 を行 な

い,そ の 結果 を用 い て,当 初 に与 え た 精度 と信頼 性 の水 準が 確保 さ れ

たか,あ る いは それ 以 上 の水 準 が 得 られ たか を再 評 価す る プ ロセス で

あ る 。

4.サ ン プル ・サ イ ズ の 決 定

(1)属 性 に 関す る推 論 の場 合

いま,大 きさNの 母 集 団(た とえ ば 伝 票 の 束)にPの 割合 で,あ

る 属 性 を もった もの(た とえ ば 誤謬 の あ る伝 票)が 含 まれ て い る も

の とす る 。そ こか ら大 きさnの サ ンプ ル を とる な らば,サ ン プル中

に含まれているそ の属性を もっ腰 素の拠 は平 均 ・P,分 繍 ゴ

・nPQ(た だ しQ=1-P)の 正 規 分 布 をす る こ とが 分 って い る。

(た だ し,nは20以 上 で あ ってNは πに比 較 して十 分 大 き く(注3)

Pは0や1に 非 常 に近 い 数 で は な い とす る),す なわ ち,標 本 比率

を ρ,そ の平 均 を μρ,分 散 を%と す る と,

μP=P

。、=人 一 π.」 皿
P∫V-1n

①

②

φ

(注3)4,8,一 少 な く と もN2}110nで あ る こ と が 望 ま し い 。 一
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となる 。

した が っ て,い ま,標 本 比率 ρが母 集 団 比率Pか ら最 大 εだけ 離 れ

て も よい と し(こ の場 合 εを 目標 精度 とい う。ε=1P-Plで ある),

P－ ε<P+eと な る確 率(こ れ は 前 に述 べ た 信頼 性 にほ か な らな

い)を α と与 え る な らば,次 式が 満 足 され なけ れ ば な らない こ とに

な る。

プ ーa=2≦ ε2③

(Z2γ0 62ド
玲

・

π
-

一

一

ρ

N

N

句

1牛黄か(
≧πγ0 ④

た だ しZα は,信 頼水 準 αに対 応す る 信頼 性 係数 で あ る。 したが っ

て,与 え られ た 要 求 精度,信 頼性 水 準 の も とで 最少 限 必要 とされ る

サ ン プ ルの大 きさ は④ 式 右辺 に よって与 え られ る こ とに な る。 こ こ

でQ=1-Pで あ るか ら,結 局Pの 値 を知 りさえ す れ ば④ 式 右辺 の

値 は計 算 で きる 。 と ころ で,Pこ そ い ま推 定 し よ うと してい る数 値

で あるか ら,こ れ は おか しなこ とであ る が,一 応概 略 の値 を入 れ て

πを求 め,そ れ に よ って推 定 を行 ない,そ の 後 に 評価 を下 して必 要

に応 じて 再 計算 す れ ば よい ので あ る。

(2)変 量 に 関す る推 論 の場合

母集 団 変量 の総 計 を推 定す る ため には 平 均 値 を推 定 してNを 乗 じ

れ ば よい か ら,結 局 平均 値 の推定 の 問題 に帰 着す る 。 い ま大 きさN

の母集 団 を考 え,そ の変 量の 値 をXi(i==1,2,… …N),xiの

平 均値 を μ,分 散 を σ2と す る。 この母 集 団 か ら無 作 為 に大 きさn
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のサ ンカ レを と り,そ の変量値 恒 ・・とす るとぷ 一掴 り)

ぱ 平均 ・,分 散 芸 ・ヂ の正規 卵 をす るこ と蜘 られてい

る(た だ し,大 標 本 の 場合 にか ぎ る)。 す な わ ち エの平 均 値 を μ万,

分 散 を σ膓 とす る と,

握=μ

σ三=N-n.92

x/V-1n

⑤

⑥

で ある 。 したが っ て,い ま,標 本 平 均 三 が母 集 団 平 均 μか ら最大 ε

とな る確 率 を α と与 え る な らば,次 式 が 満 足 さ れ なけ れ ば な らな い

こ と にな る。

z冶 σS≦ ε2⑦

・・Z㌶(N-nσ2　 　」V-1n)・ …2

0rn)2t

(ε乏)・ ・ ㌃ ・+・ ⑧

た だ しZα は 信 頼 水 準 α に対 応す る信 頼性 係 数 で あ る。 比率 の推 定

の場 合 と同様,⑧ 式 右辺 の値 を計 算す れ ば,与 え られ た要 求 精度,

信 頼 水準 に対 応 す る必 要最 少 の サ ンプ ル数 を得 る こ とが で きる。 こ

こで も母 分散02の 値 が 既 知 でなけれ ば な らな い。 通 常 これ は 分って

い ない か ら,ま ず 予備 サ ンプ ル(通 常20～30)個 をと り,02の 推

定 を 行 な うこ とが 必 要 で ある。 予 備 サ ンプ ルの 変 量 値 をXk(k=1,2,

… … の とす る と き
,

合・一
"≒ 己 、巨 戸)・ ⑨

(た だ 已 一義躯)を もって ・・の擬 値 とす るのが一つの方法
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で ある 。

またv個 の サ ン プル をa(通 常5～8)組 の グ ルー プに 分け,各 グ

ルー プの 範 囲(レ ン ジ。 最大 値 と最 小値 の 差)を 計 算 し,そ れ らの

平 均 値 を 一 定 の 除数d2(こ の 値はaの 値 ご とに定 ま って い る)で 割

って,σ の推 定値 とす る方 法 も しば しば用 い られ る。

■

5.層 別 抽 出法 に つ い て

●

'

これ ま で は サ ンプ リン グの対 象 とす る母集 団 を ひ とか たま りと考 え

て きた。 しか し,変 量 の推 定 の 場合 には 母 集 団 の中 を一 定 の標 識 に し

たが って い くつ か の 層 に 分け,各 層に つ い て サ ン プ ルを抽 出 して 平 均

値 の 推 定 を行 ない,そ の 結果 を総 合 して全 母 集 団:変量 の平 均 あ るい は

変 量総 計 を推 定 す る こ と もあ る。 これ を層 別(あ るい は 層 化)抽 出 法

とい い,こ れ妬 対 して 上 に述 べ た母 集 団 全 体 を対象 と して ランダ ム ・

サ ン プ リン グを行 な うこ とを単 純無 作 為抽 出 法 とい う。 層 別 の抽 出件

数 の決 め 方 には,抽 出率 を等 し くす る方 法(比 例割 当 法)と,各 層 の

大 き さ とそ の 標 準 偏 差 の積 に比 例す る よ うに 配分 す る方 法(最 適 配 分

法)と が あ る。 後 者 は 常 に前 者 よ りす ぐれ て お り,層 別抽 出法 は 常 に

単 純 無 作 為 抽 出法 に ま さ る ことが わか って い る。 しか し,比 例割 当 法

と最 適 配 分法 の 差 は 僅か で あ り,通 常 前 者 で十 分 で あ る とされ て い る

ので,以 下,比 例 割 当法 に 限 って サ ンプ ル ・サ イズの 計 算 を述 べ る。

い ま,大 きさNの 母集 団 をR個 の層 に 分 け,全 体 か ら大 きさnの サ

ンプ ル を抽 出す る もの とす る。第 ノ層 の大 きさ をNノ とす る 。
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(翻 一い 一 ・嵜 であるか ら,至、㌧=・ である噛 ・層か

ら抽 出す る πノ個のサ ンプルの 変 量 平 均値 を三 と し,標 本 平 均 ∬を 次式

で 定 義す る。

㍉ 窒、一著 ・号 ⑩

この場合,各 層について 朽 一 πノが充分に大 きけれ ば三は正規分布を

す る もの と考 え られ る。三 の 平 均 値 を 告,分 散 を 陽 とす る と,そ れ

らは 次 式 で与 え られ る。

与=μ ⑪

・ユ(顎2・ 一軒 ・号 ⑫

う至・(拐・・号 π 斗 ⑬

一㌃ ㍉ 至
1一蚤 ・・チ

ただ し 弓 は母集 団第 ノ層の分散で ある。 したがって,い ま標本 平均

三が母集団平 均μか ら最大 εだけ離れて も よい とし,μ 一 ε<三 く μ

+ε となる確率 をα と与え るな らば,次 式が満足され なければな らな

い。

緩(膓 ・9ε2⑭

・γ 蹄 ・ノ至、無 く ・・

1十

2

2
・
σ
ノ

R

Σ
=
1.

ノ

2)

α

ε

Z
(

≧γ0
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ただ しZαは信頼水 準 αに対応す る信頼性 係数で ある。⑮式は⑧ に対応

す る もの で あ るが・ こ こで は母 集 団 変量 に 関 して 層 別 の分 散 吟(ノ=

1,2,… …,R)が す べ て 既 知 で なけ れ ば な らない こ とに注 意 され た

い 。

6.結 果 の評 価
■

●

(1)属 性 に 関す る推 論 の場合

い ま与 え られ た ・,Zα
,Nお よ びPの 推 定値 を④ 式 右辺 に 代 入 し

て 得 た数 値 をn*と す る。 ラン ダ ム抽 出 に よってN個 の母 集 団か ら

π袖 の サ ン プルを と り,そ の 属性 を 調 べ た ところ,ゴ の 割合 で 目的

とす る 属性 を も った もの が 含 まれ て いた とす る。 こ こで,

④p*=Pな ら丁 度 希望 通 りの精 度 が 達成 され た こ とに な り,

ホ 　

◎p>mα ×(P,Q)ま た はp〈 励(P,Q)な ら必 要以 上 の

精 度 が 得 られ た こ とにな る。 これ に対 して

◎ 励(P,ρ)〈p〈ma×(P,q)の 場合 には 必 要 な精 度 が 得

られ なか った こ とに なる の で,改 め て ④ 式 右辺 のP,Qの 代 り

に ρ,g*(=1-p*)を 代入 してn**を 求 め,(n**-n*)個

の サ ン プルを 追 加抽 出す る こ とが 必 要 とな る。

以下,上 記 の 手続 きを くり返す こ とに な る。

(2)変 量 に 関す る推 論 の場合

属 性 の場 合 と同様 に,与 え られ た 変数 値 を⑧ 式 右 辺 に代 入 して サ

ンプ ル数 π*を 算 出 し,π*個 のサ ンプルを 得た とす る。 そ の サ ンブ ル
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・デー タを用 い て⑨ 式右 辺 の 値 を計 算 し,こ れ をs2と す る。 こ こ

で,

④s2=σ2な ら丁度 希望 通 りの 精 度 が 得 られ た こ とに な り,

◎s2<σ2な ら必 要 以 上の 精 度 が 得 られ た こ とにな る。

これ に 対 して

◎S2>σ2の 場 合 に は⑧ 式 右辺 の σ2の 代 りにS2の 値 を代入 して

π**を 求め(π**一 π*)個 の サ ンプ ル を追 加抽 出す る こ とが 必 要

とな る。

以下,上 記 の手 続 を く り返す こ と に なる 。

●

G

7.問 題 点

(1)分 布 の問題

以 上述 べ て きた とこ ろで は,標 本 比 率 も標 本 平 均 も,正 規 分 布 を

す る もの と仮 定 して き た。 サ ン プル ・サ イズ πが十 分 大 き く(通 常

20以 上),母 集 団 サ イズNがnよ りさ らに十 分 大 き い場合 に は

(そ して比 率 の推 定 の場合 に は 母 比 率Pが 極 端 に0あ るい は1に 近

くは な いな らば),母 集 団 分 布の いか ん に かか わ らず,こ の仮 定 が

妥 当す る こ とは保 証 され て い る(中 心 極 限 定 理)。 しか し,母 集 団

が 正 規 分布 で な い に もか か わ らず,た とえ ば⑧ 式 右 辺 の ・を大 き く

Zα を小 さ くとっ た 結 果,非 常 に 小 さ い πの値 を得 た場 合 に は,そ れ

に も とずい て サ ン プ リング を行 ない,母 集 団平 均 値 に 関す る推 定 を

(正 規 分布 を 前 提 に して)行 な うこ とは 危険 で ある。 け だ し,極 め
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才

い

て 小 さい πに 関 して は ⑥ 式 が成 り立 た な いか らで ある。 ま た,比 率

推 定 に おい て,母 比率 が0や1に 非常 に 近 い場合 にはpに 関 して 正

規 分 布 を仮 定す る こ とは 問題 で あ る。 この場 合 に は,発 見 的 サ ン プ

リングの 考え 方 が 有用 と なろ う。

(2)層 別 抽 出法 に おけ る層 区分 に つ いて

層の 区 分 を どの よ うにす べ きか につ い て具 体 的 計算 方 式 等 を示す

ことはで きない・要は 層内分輯 腸 ・・が なるべ く小 さ くな り・

層間分轄 与(・ 　 ・)・ がなるべ く大 きくなる ・うに層区分を

決 め る こ とで あ る。

(3)層 別 抽 出法 に おけ る サ ン プ ル ・サ イズの決 定

5で 述 べ た サ ン プル ・サ イズの 計 算 手続 は,全 母 集 団 につ いて の

精度 と信 頼性 を与 え て・ それ を満 足 す る よ うにnと ワ σ=1・2凸R)

を 決 定す る もの で あ った 。 これ に対 して4(2)の 方法 を各 層 ご とに適

用 して,す なわ ち,各 層 ごとに異 な る(あ るいは 異 な らな い)精 度

R
と信頼水準 を指定 して πノを求め遇 πノ をもって πとす る とい う方

法 を と る こ とも も ちろ ん考 え られ る。 各層 の大 きさが 相 似 て お り,

層 別 の平 均 値 や 標 準 偏 差 を適 切 に反映 す る ように層 別 の 精度 を与 え

るか ぎ り,こ の 方 法 も5の 方 法 と大 差 ない 結 果 を与 え るであろ うが,

母 平 均 に 関す る推論 を 目的 とす るの で あ る以 上,一 般 には5の 方 法

に よる べ きで あろ う。
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第4章 監査 プログラム開発の構想

ア メ リカの8大 公 認 会 計 士事 務所 は そ れ ぞれ 独 自の 監査 プ ログ ラ ムの

開 発 を行 な っ た。 な か で もHuskins&Sellsの オー ディ ・テー プは,

内国 歳入 庁(IRS)で も テ ス ト段階 を経 て 実 地 に 活用 さ れ る段 階 に到 達

した 。 い うま で もな く,各 会 計 士事 務所 は それ ぞれ の業 務 に その シス テ

ムを 活 用 して い る 。

わが 国 で も,監 査 法 人 太 田哲 三事 務 所 で オー デ ィ ・ヘ ル プ を開発 した

が,適 用 例 の 拡大 と実 績 評価 は 今 後 の 課題 で あろ う。

さて,本 部 会 の プ ロ グ ラム開 発 に あた って,ま ず 上記 の各 監 査 プ ロ グ

ラムに 共 通 して い る もの を検 討 し,今 次 作 業 の 基本 構 想 の 資料 とした。

そ の共 通 点 は 次 の よ うに要 約 で き る。

1.汎 用 性

2.経 済 性

3.数 学 的 合 理 性

この 項 目別 を 部会 独 自の角 度 で 見 直す と,い わ ば 問題 点 と もみ られ る

諸 点が 発見 され た。

汎用性につい ての諸問題

監 査 対 象 の会 計 記録 が被 監査 会 社 で どの よ うな媒体 で保 有 され,ど

の よ うな コ ン ピュー タで プ ロセス が行 なわれ て い て も,特 定 また は 不
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●

特 定 の コン ピュー タで 監 査が 行 な い得 る こ と。

プ ログ ラムや オ ペ レー シ ョンにつ い て 必 ず しも 熟練 して い な い者 で

も,容 易 に使 用 で きる こ と。

以 上 の諸 点が 汎 用性 の 内包 で あ る とす る と,既 存の 監 査 プ ロ ぞ ラム

に は か な りの問 題 点 が ある。 た とえ ば オー ディ ・テー プでは 監 査 に使

用 す る コン ピュー タが32Kバ イ ト(32,718バ イ ト)以 上 のIBM

360/25以 上の シ ス テ ムま た はRCAの スベ ク トラ ・マ シ ンで ある こ

と,オ ー デ ィ ・ヘ ル プの場合 には,HITACを 使 用 す る こ と な どが

制 限的 条件 の よ うに解 釈 で きるわけ で あ る。

た だ し,オ ー デ ィ ・テー プ も オー デ ィ ・ヘ ル プ も,一 定 の 条 件 内で

は 優 秀 な性 能を 持 って い る こ とは 間違 い ない。

2.経 済性 に つい ての 諸 問題

●

監 査 の た め の コ ン ピュー タ使 用 時 間が な るべ く短 い こ と,と い っ て

あま'り大 型 シス テ ム使 用 を条件 と しない こ と。

プ ログ ラ ムの使 用料 が,低 価 格 または 無料 で ある こ と。

もっ と も重 要 な のは,費 用 に た い して 効果 が 大 で あ る こ と。

以 上 の諸 点 が あげ られ る とす れ ば,オ ー デ ィ ・ヘル プは16Kバ イ

トの コ ン ピュー タを使 用 してい る 点を評 価す べ きで あ るが,反 面 に は

若干 のプログラミングを監 査 人が 行 なわ なけ れ ば な らない 点 に疑 問が 残 る。

オー デ ィ ・テー プ では,監 査 用の コン ピュー タをDOS(DISK

OPERATINGSYSTEM)で 使 用す る シス テ ムで は あ るが,SYS
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TEMGENERATIONの 段 階 まで プ ログ ラ ムが コ ン トロー ル し

て い るの で,一 つ の コ ン ピュー タを 占有す る形 に な る点 で 若干 の問題

点 が み られ る。 お そ ら くこの形 式 で は 複 数 以 上 の 監査 対 象MTを 連 続

的 に プ ロセ スす る こ とが 前 提 とも考 え られ るが,も しも被 監 査会 社 の

設 備 を使 用 す る とす れ ば,MOLTIOPERATION可 能 とす る方

が 経 済 性 を 満足 させ られ る よ うに 考え た 。

3.数 学 的 合 理 性
●

監査 の 中 心的 手法 は 試査 で あ り,母 集 団か ら数 学 的合 理 性 の も とに

サ ン プ リン グを行 な う必 要が あ る 。 このた め には 監査 プ ロ グ ラムの数

式 を公表 す るか しな い か の選 択 が 一 つ の 問題 とな るの で あ るが,現 状

で は い ずれ の 監査 プ ログ ラム もこ の点 を 明示 して い ない 。 ま た,サ ン

プ リン グ以 外 の監 査 資料 も必 要 な 場合 が あ る と考 え られ,オ ー デ ィ ・

ヘ ル プはi若干 この 点 を公 表 してい る。

本 部会 で は,当 面,公 表 を立 て 前 と し,ま た,サ ン プ リン グを 目的

とす る こ と と した。 また,こ の場合,属 性 に つ い て の 試査,変 量に つ

いて の 試 査 の 二種 類 を 区分 して プ ロセス とす るか,統 合 す るか の選 択

につ いて も検 討 した 。 当 面は 前者 の方 針 に よる こ と と した の で あるが

この方 針 に よる と,母 集 団か らの抽 出 が 二度 にわ た り抽 出 され る数 も

相 対的 に 多 くな り,経 済性 の 点 に問 題が 残 る。 この点 は 今 後 の検討 課

して,今 回は 数 学 的合 理性 をま ず 解 明す る こ と と した 。

上の諸 問 題検 討 を前 提 と して,本 年 度 監 査 プ ロ グ ラムの ゼ ネ ラル
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o

唱

フ ロー を決 定 し,そ の た め の 若干 の 用 語統 一 を行 な った

(1)SOURCEDATATAPE(SDT)

監査 対 象 の フ ァ イルか ら作成す る監 査用 のMTを い う。 こ の場合

留意 す べ き点 は,監 査 対 象 フ ァイルがMTで あ る とDISK・DRU

Mで あ る とに か か わ らずMTに よる こ と。 ま た,監 査 対 象 ファイル

の コ ン ピュー タ機 種 が 何 で あ ろ うと も,監 査 プ ロ グ ラムの 使 用機 種

で読 み 取 り可 能 の もの とな る こ と。

(2)OBTECTDATATAI)E(ODT)

SDTを 監 査 プ ログ ラムの使用 機 種 で読 み と り,以 後 の監 査 プ ロ

グ ラム実施 を行 な うた め に編 集 し,書 き直 したMTを い う。

(3)SPECIFICATIONCARD(SPECOARD)

SDTか らODTに 変換 す るさ い に,SDTの 内容 とODTの 内容

な どを規 定 した りす る 若干 の 指 定やODT以 後 の各 ランに おいて 特

定 の事 項 を 指定 す る.ため の穿 孔 カー ドで あ る。

(4)AIＬLLISTTB

SDTは 被 監 査 側 で,す で にLISTが 作成 済 で あ る場合 も予 想

され る。SDTの デ ー タ量が 尾 大 で あれ ば,こ のALLLIST作

成 時 間は 経 済 性 に反 す るの で,選 択 で きる こ と と した 。

(5)OBJECTMACHINE

ODT作 成 以 降 の 諸 ブ ・セス を行 な うコ ン ピュー タを い う。 当 然,

SDTのREAD可 能 で なけ れ ば な らない。 原 則 と して,FORTR

AN5000のLanguageを 扱 い うる機 械 で あれ ば 制 限 は な い。 言 っ

て み れ ば,Languagebaseで 汎 用性 をは か った こ とに な る。

一103一



4.ゼ ネ ラ ル フ ロ ー の 説 明

大 別 す る と,4Stepと なる 。

StepOSteplStep2Step3で あ る。

(1)StepOはSDTを 作 成す る過程 で,直 接 監 査 プ ログ ラ ムに 関係

は な いが,OBJEOTMACHINEを 事 前 に 想定 してComp-

atibilityを 保 つ 必 要 が ある。 なお,テ ス トランで はSDTに 相

当す る デー タを80欄 カー ドで作 成 し,改 めて カー ドソ ウテー ブの

過程 を経 てSDTを 作成 した。 これ らの点 に も汎 用性 の意 義が み ら

れ る。

(2)Stepl

Step1以 下 は 概 ね64Kバ イ ト以下 のCPUを 想 定 し,磁 気 デ

ィス ク,磁 気 ドラ ムが 使 用 可 能 で あれ ば べB－ で あ るが,MTペ ー

スで も可 と した 。 コア サ イズが小 で あ り,周 辺機 器 に 制限 があ る 際

は,Stepを 分 割す る必 要 も ある 。 これ らの 点 は,汎 用性 と経 済性 の

両側 面 を総 合 的 に判 断 して決 定す る こ とが 望 ま しい。 当初 想定 した

Step1は,次 の 機 能 を 持 つ 。

①SDTとSPECCARDを 読 み とる 。

②ODT-1をWKLTELSDTのSERIALNUMBE

RING ,1をす る。

③STEP2以 下 で必 要 とす るSpecCardを パ ン チ ・ア ウ ト

す る。

④ 会 計 デー タお よ び被 監査 デー タ と して,エ ラー とみ られ る も
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や

の を プ リン ト・ア ウ トす る。

⑥ カ リキ ュ レイ トを行 な い,

度数 分 布(1)一 指数 分 布的 に13段 階 まで を表 示す る。

標 準 偏 差 一 最大,最 小,平 均 を金 額 あ るい は 数量 につ い

て も表示 す る。

金 額 合 計 －SDTと の一 致 を確認 す る。

(ODTI,IST1の 作成)

(3)Step2

①ODT1を 読 み とる。

②SpecCardsを 読み とる。

③ODT2を 書 く。

④STEP3に 必 要 なSpecOardsを パ ン チす る。

⑤ 層 別 に 標準 偏差

平 均

件 数(あ るいは数量 について も)

金 額

抽 出 サ ン プル数

度 数 分 布(2)度 数 分 布(1)はStep1で 求 め て い るが,

監 査人 の判 断 で級 間隔 設 定 を変 え て,別 の度 数 分 布

(2)を 求 め る こ とが で きる 。

(4)Step3

①ODT2を 読 み と る。

②StepCardsを 読み とる。この ランでは 乱数 の 発生,ス トア ・

サ ン プ リン グ ・デー タの 指定 を行 な う。
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③ODT3を 書 く。 これ は,サ ン プル(デ ー タ)テ ー プで あ

る。

④ サ ンプ ル ・ リス トを プ リン ト ・ア ウ トす る。 同 時 に 層別 サ ン

プ リン グを プ リン ト ・ア ウ トす る。

(5)付 記

会 計 デ ー タの特 色 と して,次 の2種 類

① 属 性 … … … 手 続 上 の ミスや エ ラー を チ ェ ックす る ため

② 金 額 … … … 金 額 的 な チェ ック を行 な う。

を行 な うこ と と した。

プ ログ ラムに よ って は 金 額 のみ で 良 い とす る考 え 方 も あ りうるが,

当面 は2種 類 を抽 出す る こ とと した 。 ま た,抽 出Stepも 同時 とす

るが,2Stepに 分け るか の2種 の 考 え方 が あ るが,今 回 は 別 個 の

作業 とす る こ とと した 。

●
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第5章 サ ン プ リン グ ・プ ロ グ ラ ム お よび

コ ン ピ ュ ー タ 処 理 の 概 要

1.プ ロ グ ラ ム

●

'

■

実 際 の プ ログ ラ ミン グ に当 って は,前 章 で 説 明 した4つ の ス テ ップ

は6つ の サ ブプ ロ グ ラムか ら構 成 され て,各 サ ブ プ ログ ラムには そ れ

ぞれSAMPL1か らSAMPL6ま で の 名 前が 附 さ れ て い る。 な

お,使 用 機種 はFACOM230-25(32Kバ イ ト,テ ー 〉システム)

で あ る。 各 サ ブ プ ログ ラム の機 能 の概 要 は 次 の通 りで あ る。

プ ログ ラム名

SAMPL1

SAMPL2

SAMPL3

SAMPL4

SAMPI」5

S'AMPL6

機 能

カー ドで与え られ た 監査 対 象 デー タを磁 気 テー

プに書 き込み,SDTを 作成 す る 。

磁 気 テー プの 中 より必 要項 目を 抽 出 し,

を 作成す る。

変量 のときは層別に分ける。

標本数 を決 定す る。

必 要項 目を プ リン トす る プ ログ ラム

(各 サ ブプ ログ ラ ム に汎用的 に使える)

乱数の作成

標本の決 定

ODT
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2.コ ン ピ ュ ー タ 処 理 の 概 要 図

デ ー タ カー ド,

コ ン トロ一一ル カー ド

カー ドをテー プに変換

コ ン トロー ル

エ フーー

リス ト

コン トロー ル

カ ー ド

デ一 夕の抽 出

コ ン トロ

ー ル フーL"フ#3

-1

コントロールエラー

リス ト

度 数 分 布

一108一
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ケ ・

'

,

#10DT-1

ODT-2

コ ン ト ロー ル

カー ド

RUN

標本数 の決定

SAMPL

コン トロ

ー ル テ』一フ

ー2

コ ン ト ロー ル

カ ー ド ODT－1

0r

OD[1}-2

RUN

SAMPL

表

コ ン トロー ル エ ラー

リス ト,

ア ー タフル ーフ

リス ト

コン トロ
ー ルフ』一フ

ー1

コ ン トロー ル エ ー

リス ト.

層 別 分 布
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コ ン トロー ル

カー ド

コ ン トロ
ー ルワ声一フ

ー2

RUN

作
SAMPL

乱 数 の 分 類
ユーテ リィティプログラム

コン トロールエテー

リス ト,

標 本 数

ODT－2

コ ン トロー ル

カー ド

数

ブ

乱

テ

SAMPL

標 本

テー プ

RUN

SAMPL

－110一
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3.各 ラ ン の 説 明

◎RUN1(プ ロ グ ラ ム名SAMPL1)

(Dソ ー ス デ ー タ カー ドの 内 容 を 磁 気 テー プ に書 き こ む 。

③ ラ ス ガー ド

② デー タ

① コン ト・一ル カー ド

RUN

カー ドを磁気テープに変換

SAMPL

SDT

#1

(2)イ ン プ ッ トデ ー タ

① ソー ス デ ー タの イ ン プ ッ ト フォー マ ッ ト コ ン ト・一 ル カー ド

② ソ ー ス デ ー タ カー ド

③ ソー ス デー タ の ラス ト カー ド

(数 量 項 目 の 第1項 目欄 がALL|glの デ ー タ)

(3)ア ウ トプ ッ トデー タ

① ソ ー ス デ ー タ テ ー プ(SDT)

② コ ン ト・一 ル カー ドチ ェ ック リス ト
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(4)ラ ン タ イ ム

◎RUN2ソ ー ト

(1)ソ ー ス デ ー タ テ ー プ 中 の 分 析 対 象 項 目 をKEYに し て 昇 順 に ソー

トす る 。

ユー テ イ リィテイブ ログ ラム

ソー ト

SDT

(2)イ ン プ ッ トデ ー タ

① ソー ス デー タ テー プ(SDT)

(3)ア ウ トプ ッ トデ ー タ

① ソー ト済SDT

(4)ラ ン タ!1ム

#3

#4

〔WK=罐 〕
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⑨

つ

◎

(1)

RUN3(プ ロ グ ラ ム名SAMPL2)

SDTか ら必 要 な デー タ を 抽 出 し,ODT-1を 作 成 す る 。

④ コン ト・一 ル カー ド

ソー ト済

#2SDT

①

③ ラス トカー ド

② コ ン ト 。 一 ル カー ド

デー タ抽 出

OTLMT

#20DT-1#3-1

(2)イ ン プ ッ ト デ ー タ

(3)

①

②

③

④

①

②

③

④

コントロールリス ト

区分男腹 数分布表

ソー ト済SDT

デ ー タ抽 出 コ ン トロー ル カー ド

上 記 コ ン ト ロー ル カー ドの ラス トカー ド

度 数 分 布 表 コ ン ト ・一 ル ヵ ー ド

ア ウ トプ ッ ト

ODT-1MT

コ ン ト ロー ル デ ー タ テー プ(CTLMT-1)

(分 析 対 象 項 目,デ ー タ件 数 な ど)

コ ン ト ロー ル カー ドチ ェ ッ ク リス ト

区 分 別 度 数 分 布 表

(4)ラ ン タ イ ム
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◎RUN4(プ ログ ラム名SAMPL3)

(1)6DT-1MTか らデー タを 層別 に分 け たoDT-2MTを 作成

す る。

ODT#2
-1 CTLMT

r1

RUN

標 本 数 の 決 定

SAMPL

ODT
-2

CTLMT
-2

コン トロールリス ト

層 別 度 数 分 布表

#1#

(2)イ ン プ ッ トァ 一 夕

①ODT-1

②CTLMT-1

一叫撫 麟撫
_

(3)ア ウ トプ ッ トデ 『 タ

①ODT-2(層 毎 に 一 連 番 号 を 附 し た も の)

②CTLMT-2(サ ン プ リ ン グ 数 な ど)

③ コ ン ト ・一 ル デ ー タ チ ェ ッ ク リス ト

④ 層 別 度 数 分 布 表

(4)ラ ン タ イ ム

約20分/2,500件
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◆

●

◎RUN5-(プ ロ グ ラ ム 名SAMPL4)

(1)SDT,ODT-1,0DT-2ま た はSMT(サ ン プル デー タMT)

か ら プ ルー フ リス トを 作 成 す る。

#1

(2)イ ン プ ッ ト

①SDT,δDT-1,δDT-2ま た はSMT『

② リス ト コ ン ト ・一 ル カー ド(リ ス トの 項 目 を 指 定)

③ リス トフォー マッ トコン ト・一 ルカー ド(プ リン トフォー マッ トの指定)

(3)ア ウ ト プ ッ ト

① コ ン ト ・一 ル デ 一 夕 チ ェ ック リス ト

② フ ル ー フ リス ト

(4)ラ ン タ イ ム

囲MTダ ンプの ユーティ リテー ブ ログラムを使用 して も
,プ ルー フ リス トが

とれ る が,そ の と きMTの ポ リ.ユー ム ラベ ルチェ ックに か か り,前 後

1同 ずつ デー タエ ラーが 出 る。(そ のまま続 行 して もさ しつかえ ない 。)
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◎RUN6(プ ログ ラム名SAMPL5)

(1)乱 数 デー タMT(RMT)を 作 成す る。

CT]]MT
#4 -2

RUN6

乱 数 作 成

SAMPL5

乱 数 コン トロール

'

(2)イ ン プ ッ ト

①CTLMT-2(乱 数 の 個 数kど)

② 乱 数 コ ン ト ・一 ル ヵー ド(初 期 値 な ど)

(3)ア ウ トプ ッ ト

① 乱 数 デ ー タM.T(RMT).

② コ ン ト・一 ル デ 一 夕 チ ェ ッ ク リス ト

(4)ラ ン タ イ ム

一116一
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◎RUN7(ソ ー ト)

(1)RMTの デ ー タ を 昇 順 に ソー トす る 。 (KEY=層 区 分,乱 数)

ソー ト済

RMT

#3

#4

心

(2)イ ン プ ッ ト

① 乱 数MT(RMT)

(3)ア ウ トプ ッ ト

① ソー ト済RMT

(4)ラ ン タ イ ム
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◎RUN8(プ ログ ラ ム名SAMPL6)

(1)ODT-2(属 性 の と きは6DT-1)と ソー ト済RMTと を 突

き合 わせ,デ ー タ とサ ン プ リングす る。(SMTを 作 成す る)

ODT-1 ソー ト済

#1#2
DT-2RMT

SMT

(2)イ ン プ ッ ト

①ODT-2ま た はbDT-1

② ソー ト済 乱 数MT

(3)ア ウ トプ ッ ト

① サ ン プ ル デ ー タMT(SMT)

(4)ラ ン タ イ ム

約10分/2,000件

、

句

`

◎

(1)

RUN9(プ ロ グ ラ ム名SAMPL4)

(RUN5と 同 じ 。 省 略)

プ ル ー フ リス ト作 成
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第6章 監 査 プ ログ ラムの テ ス トの結 果 と評価

1監 査 プ ロ グラ ム の テス トの 結 果

◆

'

今 日の テ ス トは,売 掛 金 残 高 を対 象 と して,一 定 の 金額 的精 度 と信 頼

度 を与 え,そ の条 件 下 で試 査 すべ き 口座 をサ ン プル と して抽 出 した もの

で あ る。 こ の抽 出 は、 前 出 の 「統 計 的 サ ン プ リン グ理 論 の紹 介 」で説 明

され てい るサ ン プ リン グ理 論 に基 いた科学 的 な もの で あ り,そ の処 理 を

コン ピュ ー タ で行 な っ た もので あ る。

この プ ログ ラム に つ い ては前 出 の 「監 査 プ ログ ラム の概 要 」で評 述 さ

れ て い る の で,こ の 項 では プ リン トされ た ア ウ トプ ッ トにつ い て 説 明す

る。

(1)度 数 分 布 表

度 数 分布 表 は,ODT-1を デ ー タ と して作 成 され る。度 数 分 布 は

コ ン ピュー タで 自動 的 に区 分 け させ た 場合 は ,各 桁 毎 に2等 分 され

(10千 円以 下 は1区 分)最 大20区 分 ま で可 能 で あ る。 す な わ ち,

第1区 間10千 円以 下

第2〃10千 円～50千 円

第3〃50〃 ～100〃

とな るが, この他 の区 分 け も別 途 に指示 す れ ば 可 能 で あ る。
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今 回 の テ ス トで は コ ン ビ ュ タの 自動 区 分 け に よっ た が, この度数

分 布 表 に よ り, 次に示す よ うな全体 及び各区 分梅 の件数, 金額 合 計,

平 均, 分 散, 標準偏差, 百分比(件 数 について )が わ か る よ うにな っ

て い る。

、
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●

度 数 分 布表 作 成 の 目的 は,こ の表 か ら監 査 人 が,監 査 対 象 の統 計 的

な性 格 を知 り,こ の システ ム の 次 の プ ロセ ス に役立 て る こ とに あ る。

つ ま り具 体 的 には 後 述 す るTop,Middle,Bottomの 層 を どの よ う

に分 け るの か,監 査 対 象 とな っ て い る母集 団 の標 準 偏差(サ ン プル 抽

出数 決 定 に 必 要 な数 値)を どの よ うに推定 す る のか を決 定 す る手 が か

りとす るの で あ る。

② 層 別 度 数 分 布 表

度 数 分 布表 に よって監 査入 は階 層 化 を どの よ うに行 な うか,金 額 的

精 度 をい くらにす るか,信 頼 度 は何%と す るか,標 準 偏差 をい くら と

し て与 え るか等 を決定 しなけ れ ば な らな い。

階 層 化 につ い て は 今 回 の テ ス トでは,BottomとMiddleの 境 界 を

1,000千 円,MiddleとTopの 境 界 を10,000千 円 と した。 この階 層

化 に必 要 なMiddleの 上 限,下 限 につ い ては,全 抽 出サ ン プル数 が 最

小 とな る よ うに決 定 す るのが 望 ま しい。 どの よ うに定 め れ ば そ うな る

か は簡 単 に は言 え な いが,前 出の 「統計 的 サ ン プ リング の理 論 」で説

明 さ れ て い る ⑧ 式

π〉=

(εz
α)2・ ≒}+・

を みれ ば 分 る よ うに,ε,Zα が一 定 の ときは,標 準 偏 差 σが 小 で あ

れ ば抽 出サ ン プル数 πは 小 さ くて よい とい え る。 つ ま り具 体 的 には 度

数 が集 中 して い る金 額 とそ の 階 層 の平 均 が ほ ×一 致 す る よ うな階 層 化

が望 ま し い。 この 時 そ の階 層 の標 準 偏 差 は小 さ くな る か らで あ る。

(但 し,こ の理 論 はMiddleの 上 限の きめ 方 に つい て は何 も説 明 して
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い な い)

この よ うな理 由か ら,今 回 の テ ス トで は,度 数 が 集 中 して い る100

千 円～500千 円(369件)と1,000千 円～5,000千 円(485件)が

ほYそ の階 層 の分 布 の 中 心 とな る よ うに,Middleの 上 限 と下 限 をそ

れぞ れ10,000千 円 と1,000千 円 に し た。 しか し,こ の上 限 ・下 限 の

決 定 につ い て は,監 査入 が 指示 す るの で は な く,コ ン ピュ ー タに よる

自動 処 理 にす るの が 望 ま し く,こ れ は 今 後 に残 され た課 題 で あ る。 上

限 ・下 限 の 設 定 が適 当 で な い と抽 出サ ン プル 数 は 多 くな る。 事 実,今

回 の テ ス トで も上 限 ・下 限 を40,000千 円,20,000千 円 と した 時は

抽 出 サ ン プル 数 は実 に約1,800件 に も達 した。

なお,こ の上 限 ・下 限 につ い て は,オ ーデ ィテ ー プは 下 限 はMP/R

以 下 に監 査 人 が 任 意 に決 定 したPrimaryCut-offと し てお り,上

限 は2MP/Rで ある らしい。(前 出ハスキンズ アンド セルズ の監 査 プ

ログ ラムの テ ス トとそ の 結果 参 照)

金 額 的精 度 は,売 掛 金 勘定 の残 高 の ほX"1%・ に相 当す る100,000

千 円 と し,信 頼 度 は95%(信 頼 係 数1.96)と した 。

つ ま り,抽 出 され た サ ン プル につ い て 監 査 人 が調 査 して 知 り得 た真

の金 額 よ り推 定 し た売掛 金 勘 定 残 高 士100,000千 円 の範 囲 内 に,真

の 売 掛金 勘 定 残 高 が お さ ま っ て い る確 立 は95%と いえ るた め のサ ン

プ リン グを行 な った わけ で あ る。

この サ ンプル 数 決 定 に必 要 な真 の母 集 団 の標 準 偏 差 につ い て は,監

査 人 は 予備 調 査 に し ろ,経 験 的 知 識 に しろ,一 応 予 め知 っ てお き,条

件 と して与 え る必 要 が あ る。

今 回 のテ ス トで はMiddleに つ い て は,2,350千 円,Bottomに つ
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い て は250千 円 と してサ ンプ ル抽 出 を行 な ってみ た 。

こ のMiddle及 びBottomの 標 準 偏 差 は 前出 の度 数 分 布表 よ り計 算

した。 「母 分散 は層 内 分 散 と層 間 分 散 の和 で あ る 」の公 式

ゑ パ
σ2-

,E,ec'・ ・'2+玲 、N・(X7-X)2

より計 算可能 だか らであ る。 なお この よ うにして,計 算 した標準偏差

は真 の母集団 の標準偏差ではないが,通 常の会計 データの場合 は近似

的に真 の標準偏差 として もよいであろ う。

この結果次のサ ンプ リングが行 なわれ た。

■レ
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これ に よれ ば抽 出件 数 はBottomが926件,Middleが378件,

Tepが231件 計1,535件 となb抽 出率 がBottom及 びMiddleに

つ い て は58%全 体 で も62%と 非 常 に高 い 。

金額 的 精度 及び 信 頼 度 を同 一 水 準 に保 ちなが ら抽 出サ ン プル 数 を減

少 させ る手 法 の 開発 は今 後 に残 され た 重要 な課 題 で あ る が,そ の具 体

的 方 法 につ い て は後 述す る。

(3)サ ン プル 度数 分 布 表

前 項 の サ ン プル 数 が 決 定 さ れ る と,次 の プ ロ セス で は乱 数 の発 生

と,そ れ に よるサ ン プル の 抽 出が 行 なわ れ る。

今 回 のテ ス トで は,サ ン プル数 は1,535件 と算 出 され た が,実 際 に

サ ン プル とし て抽 出 され た のは1,232件 で ある。 こ の差303件 は,

今 日の乱 数 発 生 方 式 が 簡 便 法 であ っ た ため に乱 数 が 重 複 し,そ の た め

に抽 出数 が 減 っ た もの と推 定 され る。 しか し,こ れ は 乱数 発 生 方式 に

多 少 の改 善 を加 え れ ば,修 正 可 能 で あ る。

◆
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サ ン プル度 数 表 の 目的 は サ ン プ リングが妥 当 で あ った か 否 か をみ る

こ とで ある。 具 体 的 に は,抽 出 された サ ン プル の平 均 値,標 準 偏 差等

を層 別 度 数 分 布 表 のそ れ と比較 し,ほX"等 しい こと を確 か め る こ とで

あ る。

(4)サ ン プ リン グ ・デ ー タ ・プル ー フ リス ト

前 項 で 抽 出 され たサ ン プルは,プ リン ト ・ア ウ トされ る。 次 の表 は

この リス トの 一 部 で あ る。今 日のテ ス トで は デ ー タ は予 め金 額 順 に ソ

ー トされ て 連 番 に よる 口座 番 号 が付 さ れ た た め
,サ ン プル の リス トは

金 額 順 にな っ て い る。

●
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2監 査 プ ログ ラム の評 価 と今 後 の 改善

今 回 の テス トでは,抽 出 サ ン プル 数 は か な り多 い もの と な り実 用 的 と

は い え な い もの となっ た。 これ は,今 回 の プ ログ ラムが,抽 出 サ ン プル

数 が 最小 とな る こ とに 重 点 をお い た もの では なか った こ とに 原 因 す る と

考 え られ る。

抽 出サ ン プル 数 を少 な くす るために,今 後 次 の ような方法 が考 え られ る。

第1は,同 一 の金 額 的精 度 及 び信 頼 度 を保 ちなが ら全 抽 出 サ ン プル数

が 最小 とな る よ うな層 別 抽 出理 論 を解 明 す る こ とで ある。

これ は 具 体 的 に は階 層 をど の よ うに区 分す る のか とい う問 題 と抽 出サ

ンプル 数 を どの よ うに各 階 層 に 分 け る のか とい う問題 とに 分け て考 え る

　
こ とが 出 来 よ う。 前者 につ いて は,前 項 で簡 単 に ふれ た が,Middleの

上 限 ・下 限 を どの よ うに定 めた ら最 も効率 が 良 いか は今 後 理 論 的 に解 明

され な け れば な らな い問題 で あ る。 後者 に つ いて は 今回 の プ ロ グ ラム で

は 件数 に よ る比例 割 当 法 を と って い るが,標 本 抽 出数 最小 の 観 点 よ りす

れ ば,こ れ は 必ず し も最 善 の 方法 とは い え ない。 例 え ば,今 回 の テ ス ト

と同一 の条 件(金 額 的 精 度100,000千 円,信 頼 度954,Middleの

上 限1QOOO千 円,下 限1,000千 円)で あっ て も,金 額 的 精 度 が 全体 で

10qOOO千 円 とな る よ うに100,000千 円 をMiddleとBottomと に

割 りふ る方 法 を とっ た場 合,次 の よ うに抽 出 サ ン プル数 は 減 少す る。

監 査 プ ログ ラ ムで は,同 一 の金 額 的 精度 と信 頼 度 を保 っ て い る の で あ

れば 全 抽 出 サ ン プル数 が 最小 とな るサ ン プ リング が 最善 のサ ン プ リン グ

で あ る と言 え る。
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全体 10/90 30/70 50/50 7(ソ30 90/10 今回のテス ト 最適配分法

Bottom 1,584件 1,254 471 209 114 71 926 121

Middle 646 280 491 557 611 642 378 464

TOP 231 231 231 231 231 231 231 231

計 a461 1,765 1,193 997 956 944 1,535 816

(注)10/90はBottomの 金額 的精 度10000千 円,Middleの 金

額 的精 度90,000千 円,合 計 金額 的精 度100,000千 円 の意味 で

ある。

この 目的 の た め には,母 集 団 の層別 の標 準 偏差 と件 数 の積 を ウェ イ ト

に して,全 サ ン プ ル数 を 層別 に わ りふ る 方法(最 適 配 分法)に よる のが

望 ま しい。 この方 法 に よれば,上 例 の場 合,Bottom121,Middle

464,Top231,計816と な る。 上 例 の条 件 下 で,理 論 的 に はサ ン

プル数 を これ 以 上 減 らす ことは で きない 。

第2は,実 用 的 に無 視 出来 る小 額 の口 座 をサ ンプ リング の対 象外 とす

る方 法 で ある。

今 回 の テス トで は1千 円以 下 の 口座 が265件,1千 円 ～10千 円 の

口座 が47件,計312件(689件 中)抽 出 さ れ て い る が監査 人は 通常

この程 度 の もの は殆 ど無 視す る で あろ う。

第3は,Auditapeが 採用 して い る といわ れ て い る会 計 デ ータ に適 し

た サ ン プ リング 理論 を 開発 す る こ とで あ る。

今 回 の プ ロ グ ラム では 一 般 の サ ンプ リン グ理論 を採 用 した が,分 布 に

特 異 性 が あ り,エ ラ ー発 生率 が極 め て低 い とされ て い る会 計 デ ー タにつ

い て一 般 のサ ン プ リング 理論 を適 用 す る こ とは 能率 的 で な い と考 え られ

るo
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第7章 今 後 の 研 究 課 題

1サ ンプ リン グ 用 プ ログ ラム に っい て

●

この プ ログ ラム は,EDP会 計デ ー タに対する,コ ン ピュータを利 用 し

た統 計 的 サ ン プ リング 手法 の概 要 を示 した もの で あ る。 こ こでは,す で

に開 発 使 用 され て い る監 査 プ ロ グ ラムに よる テ ス トの 結果 と統計 的 サ ン

プ リン グ手 法 の 理 論 を紹 介 し,次 に これ の コン ピュ ー タ処理 手続 き を処

理 の 流 れ 図 と比 較 的 理 解 し易 い フォー トラン言 語 に よっ て示 し,そ の結

果 の 評 価 を行 な っ た。

し'かし最 初 に断 っ た通 り,当 面 の狙 いはEDP会 計 を人 手 では な く,

EDPに よって 監 査 す る手法 の可 能 性 を示 す こ とで あっ て,そ の 一つ の

見 本 と して,こ の プ ログ ラム は作成 され た。 し たが っ て,い わ ゆ る汎用

の監 査 プ ロ グ ラム の作成 は当 初 か ら意 図され てお らず,こ の汎 用 性 の点 は

後 で ふ れ る通 り今後 の 拡充 を侯 つ 問題 で あ る。

次 に紹介 す る サ ン プ リング手 法 は,標 本 分 布が 正 規 分 布 をす る とい う

仮 定 に基 づ いた推定 サン プ リング理 論 を利 用 して い るが,こ の理 論 は監 査

の 目的 に とっ て は適 切 で ない こ とが 指 摘 さ れ てい る。 そ の批判 の 根拠 と

して は,会 計 デ ー タは 個 々の ア イテム の 金 額並 び に誤 謬 の 発生 率 につ い

て も極 め て大 き い歪 み の分 布 を して お り,つ ま り会 計 デー タの 母 集

団 で は 多 くの場 合,金 額 エ ラー も手 続 逸 脱 の エ ラー もと もに発 生 率 は 極

め て 低 い 一そ の た め,之 の よ うな母 集 団 か ら抽 出 され た 標 本 に対 す る
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信 頼 度 お よび精 度 を計 算 す る に当 って,正 規 分 布 を利 用 す る こ とは ミス

リーデ ィ ング で あ ろ う とい う考 え 方 で ある。

す で に,こ の批 判 を克 服 す る一 つ の代 案が ハ ス キ ンズ ・ア ン ド ・セ ル

ズ公 認 会 計士 事 務 所 に よっ て発 表 され て は い る もの の,こ の 案 の根 底 を

なす理 論 そ の もの は 公 表 され てお らず,そ の統 計 的有 効 性 を評 価 す る手

だ ては 目下 の とこ ろ見 当 らな い。 した が っ て この会 計 デ ー タ の特 異 性 と

サ ン プ リング理 論 の 妥 当 性 の検 討 は今 後に残 された理論面 での 大 きい課 題

で あ ろ う。

2監 査手続の 自動化 の拡充

さき に指 摘 した通 り,統 計 的サ ンプ リング手 法 の コ ン ピュー タ処 理 は

監査 手 続 のEDP化 の,極 め て重 要 で はあ るが,一 つ の例 示 で あっ て,

これ以 外 に も手 続 の 自 動 化 を 果 た す プ ログ ラム を考 え る こ とが で き る。

一 般 に指 摘 され て い る もの に,

(1)計 算 集 計,比 率 の計 算

② 例 外 事 項 の 指 摘… … 信 用 限 度超 過 あ るいは 回収 遅 延 の受 取 勘定,

回 転 率 不 良 又 は陳 腐 化 棚卸 資 産

(3)比 較 会 計 記録 と外 部か ら与 え るデ ー タ との比 較,

た とえ ば実 地 棚卸 数 量 を イ ン プ ッ トし,継 続

記 録 の在 庫 数 量 との突 き合 わせ

(4)確 認 書 の作 成… … … 売 掛 金 確 認書 の プ リン ト

等 が あ る。 い ず れ に し ろ 〃計 量 的 な決 定 又 は計 算 に還 元 で き る監 査 手続
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き"は プ ログ ラム に組 め る はず で,諸 々の具 体 的 な監 査 手続 き の リス ト

の 中か ら,こ れ を選 択 す る こ とが 残 され た問題 とな る。

(J.J.WILLININGHAM,D.R.CARMICHAEL:AUDITING

CONCEPTSANDMETHODSP192参 照)

3汎 用的な監 査用プ ログラムの開発

■

上 記 の 監査 用 プ ログ ラムの作 成 が可 能 で あ る とし て も,こ の プ ログ ラ

ム を誰 が作 成 するのかについては,次 の三 通 りの方 法 が 考 え られ る。

1.被 監 査 会 社 が 他 の 目的 で作 成 した プ ログ ラム を監査 に利 用 す る。

2.監 査 人 自 らが,あ る いはそ の 管 理 の もとで被 監 査会 社 が作 成 す る。

3.汎 用 監 査 用 プ ログ ラ ムの利 用

この 内,第3の 汎 用 プ ログ ラ ムは,第1の 場合 の もと もと異 なる 目的

を もっ て作 成 され た プ ログ ラム を監査 に も利用 す る こ とか ら発 生す る制

約 と,第2の 場 合 の プ ログ ラム 開 発費 用 の不利 を免 れ る点 で,一 番 望 ま

しい とい う こ とが で き る。

この汎 用 性 につ いて は 二 種類 の もの が考 え られ る。 一 つ は 当 該 プ ログ

ラ ムが 特 定 の メ ー カーの特 定 の機 種(単 数 とは 限 らな い)を 想 定 して 開

発 さ れ た とき,そ の 機 種 に 関 す る 限 り,ど の被 監 査会 社 の デ ー タに も適

用 で き る場 合 で あ る。 この場 合,被 監 査 会 社 の デ ー タの形 式 は すべ て異

な る こ とが 予 想 され るが,記 録 形 式 が いか に異 な ろ うと も,一 つ の プ ロ

グ ラム で処 理 で き る とい う意 味 で汎 用 的 とい え る。 そ の際 の 処 理 は異 な

るデ ー タ ・フォ ー マ ッ トを共 通 の形 式 に 引 き直す こ とか ら始 ま るが,こ
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の 第1ス テ ッ プが汎 用 性 を もた らす 最 大 の 要 因 と な る。

今 日開 発 さ れ て い るい わ ゆ る汎 用 プ ロ グ ラム,あ るいは パ ッケ ー ジ化 さ

され た プ ログ ラム とい うの は概 ね上 記 の タ イ プ の もの の よ うであ るが,

さ らに第 二 の汎 用 性 として機 種 に因 わ れ な い 汎 用 プ ログ ラム をあげ る こ

とが で きる。 す なわ ち,Aメ ー カ ーの機 種 で かNれ たテ ー プ であ ろ うと

B,C,Dメ ー カー の機 種 で か ＼れ た テ ー プで あ ろ うと,す べ て

処 理 で き る よ うな プ ログ ラムで あ る。 しか し こ の こ とは 異 な るハ ー ドウ

ェア とオ ペ レイテ ィ ン グ ・システ ムを もつ雑 多 な機 種 が,そ の まS受 け

入 れ て くれ る よ うな パ ッケー ジ化 さ れ た ス ー パ ー プ ログ ラムを 作成 す る

こ と を意 味 し てお り,そ の実 現 は 当 分 の 間困 難 と見 な くては な るま い。

上 記 は 監 査 入 が,汎 用 プ ログ ラ ムを被 監 査 会 社 の 電算 機 に かけ る場合

を想定 し てい るが,一 方,公 認 会計 士事 務 所 の電 算 機 に よっ て監 査 を行

な うケ ース も考え られ る。 この 場 合 は,記 録 密度,記 録 方 式,ト ラ ック

数,パ リテ ィ チ ェ ック 方式 等 が 異 な る と,被 監査 会 社 の デ ー タを会 計士

事 務所 の電 算機 で 読 む こ とは 不 可能 で あ る。 しか しこ の と きは,適 当 な

方 法 で 読 取 り可 能 な 形 に転 換 す る こ とが で き る。

した が っ て汎 用 プ ログ ラム につ い て は,将 来 は と もか くと して,当 分

の間 は 第 一 の意 味 に おけ る汎 用 性 しか望 め な い と思 われ る。 しか し この

限 定付 きの もの に しろ,そ の プ ログ ラム の 開 発 は,EDP会 計 の監 査 の

必 須 の 要 件 とみ られ,今 後 急 速 に発 展 す る こ とが期 待 され る。
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参考資料 1.IRS新 ガ イ ド ラ イ ン

磁気テー プ等の保存 に関す るアメ リカ内国才人庁才人規則

'

⑳

内 国 才人 庁 は,本 日(1970年12月31日),次 の 才人 規 則が

1971年1月28日 付 で 内国 才人 公報 〃61971-3に よ り施 行 され

る こ とを声 明 した。

内国 才人 法 第6001条 一諾 記録,報 告書 お よび特 別 の 申告 書 を要 求

して い る規 則 にか か る留意 事 項

26CFR1.6001-1:諸 記録

才人 規 則71-20

会 計取 引 の 自動 デ ータ処 理 に用 い られ るパ ンチ カー ド,磁 気 テ ープ,

デ ィス クお よび 他 の 機 械 知 覚 デ ー タ媒 体 が,1954年 内 国 才人 法 第

6001条 お よび所 得 税 規 則 第1.6001-1条 に規 定 さ れ る諸 記 録 を

構 成す る か ど うか に つ い て は,助 言が 必要 とされ る。

典 型 的 な状 況 にお い て は,納 税 者 は,そ の 自動 デ ー タ処理(EDP)

シス テ ム の中 に諸 記 録 を保 有 してい る。 日々 の取 引 は,パ ンチ カ ー ドに

記 録 さ れ ・納 税 者 の コ ン ピ ュー タで処理 さ れ るが,そ の コ ン ピュ ー タは

日々 の諸 表 を印刷 し,か つ,個 々 の取 引 記 録 を1月 の業 務 の た め に 磁 気

テ ー プに蓄 積 す る。 月 末 に は,そ の テ ープが,月 ご との仕 訳帳,記 録 簿

お よび 補助 元 帳 を印 刷 し,ま た,パ ンチ カー ドに入 っ た勘 定 集 計 額 を用

意 す る た め に用 い られ る。 これ らの カ ー ドか らの集計 デ ー タは,総 勘定
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元 帳 に提 供 さ れ,ま た,1月 ご との プ リン トア ウ トは,開 始残 高,集 計

額 記 入 お よび 閉 鎖残 高 を反映 す る よ う調 整 され る。年 末 には,い くつ か

の元 帳 閉 鎖手 続 が 修 正 記 入事 項 を記 録す る ため に行 な わ れ る。 他 の状 況

に おい ては,納 税 者 は パ ンチ カー ド,デ ィス ク又 は他 の 機 械知 覚 デ ータ

媒 体 を会 計情 報 を貯 蔵 す るため に 用い る。

法第6001条 は,本 法 に よ り賦 課 徴 収 を有 す るす べ て の 者 は,財 務

長 官 ま た はそ の代理 官が 随 時定 め る とこ ろに よ り,か か る諸 記録 を保 存

す べ き こ とを定 め てい る。

所得 税 規則 第1.6001条1(a)項 は,所 得 税 の義 務 を負 うす べ ての 者

は,財 産 目録 を含 む 勘 定 また は記 録 の恒 久 的帳 簿 を備 え付 け るべ き こと

を定 め て い る。 そ して,そ の 帳 簿 は,総 収益,経 費(deductions),

控 除(credits)そ の他 租 税 の 申告 に当 っ て それ らの者 に よっ て示 さ

れ る こ とが要 求 され る 事項 を立 証 す るの に十 分 な もの でな けれ ば な らな

い 。

同 規 則第1.6001条1(e)項 は,本 条 に より要 求 され る 帳簿k・ よび記

録は,そ れ にか か る内 容 が あ らゆ る内 国 才人 法 の施 行 上重 要 で ある期 間

保存 さ れな け れ ば な らない こ とを定 めて い る。

納 税 者 の 自動 デ ー タ処 理 シス テ ム に ある会 計 取 引 お よび 記 録 を記 録 し,

結 合 し,集 計 す るた め に 用い られ る パ ンチ カ ー ド,磁 気 テ ー プ,デ ィス

クk・ よび 他 の機 械 知 覚 デ ー タ媒体 は,法 第6001条 お よび 規 則1.6001

-1条 に規 定 され る諸 記 録 で あ り,そ の 内容 が あ らゆ る内国 才人 法 の施

行 上 重 要 で あ る限 り保 存 され るべ き こ とが要 求 さ れ る もの で あ る。

しか しなが ら,パ ンチ カー ドが単 に シス テ ムへ の 入 力 の手 段 と して用

い られ,か つ,そ の 情報 が磁 気 テ ー プ,デ ィ ス ク ま たは そ の他 の機 械知

一2一

ひ



覚 記録 に 再復 され る場 合 には,か か る カ ー ドは保 存 され る こと を要 しな

い 。

EDP会 計 シス テ ム は納 税者 ごとに一様 では な く,か つ,通 常 は,そ

の納 税 者 の特 定 の必 要性 に適 合 す る よ うに考 案 され る もの で あ る と認 識

さ れ てい る。 したが っ て,い か な る記 録 が 保 存 され るべ き で ある か に つ

い て疑 問 が あ る納 税 者 ま た は それ以 上 の情 報 を望む納 税 者 は,必 要 な ら

ば 所 轄 税務 署 と接 触 され たい。

才人手 続64-12,C,B,1964-1(part1),672を

参 照 さ れ た い。 そ れ はEDPシ ス テ ム ム中 に諸 記 録 を保 有 す る こ とにっ

い て の ガ イ ドライ ン を定 め て い る。
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参 考 資 料2ModelBusinessCorporationAct

アメ リカ模 範事業会社法

52条1項

会社 は,正 確で,か つ完全 な会計 の帳簿 ・記録 な らび に株主総 会 お よ

び取 締役会 の議事録 を保存 し,ま た登 録された事務所 もし くは主 た る営

業所または名義書換代理 人 も しくは登録機 関に,全 株主の氏名 ・住所お

よび各株主の有す る株式 の数 ・種類 を記 載 した株主 名簿 を備え置か なけ

ればな らない。帳簿 ・記録お よび議事録 は,書 面 また は合理 的期間 内に

書面 にす る ことが で きるもの であれ ば よい。

コメ ン ト

(1967年 の)第 三の改正は,帳 簿 ・記録 を書 面以外 の形態 で保存

する とい う現行 の実務 を明文 で承認す るとい うことで ある。 マ イクロフ

ィルムか ら記憶銀行 において保管 され る電磁 テープそ の他 将来現 われる

ものにい たるまで,こ の よ うな書面以外の形態 の急速 な進歩 にかんが み

ると,将 来 あ らわれ ると考え られ るす べての ものを列挙 す る ことは不可

能で ある。 しか しなが ら,基 本 的な ことは,将 来,会 社が使用す るで あ

ろう形 態のい かん にかかわ りな く,株 主が調査 で きるか ど うかが,す み

やかにそれ を書面 にす ることが で きるか どうかにか かっ てい るとい うこ

とであ る。そ こでこの ことを要件 とす る必要があ る。
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参考資料5・ 電子計算機を使用する会計組織に

対する内部統制質問書例示(案)

ワ

◆

で

重要度

B

A

a

a

a

a

b

A

(昭 和46年4月 改 訂)

1組 織 に 関す る質 問

1.部 門 の 独立 性

電 子 計算 機 を主管 す る部 門 は,財 産 を取 扱 う部 門 あ るい は

取 引 証 ひ ょ うを作成 す る部 門か ら分 離さ れ てい るか 。

2.職 務権 限 の 分 離

2-1次 の業 務 担 当者 間 には,職 務権 限が 明確 に 分離 され

て い て相 互 に兼務 す る こ とは ない か 。

(1)シ ス テ ム分 析,シ ス テ ム設 計k・ よび プ ログ ラム の作 成

(2)機 械 の 操作

(3)イ ンプ ッ ト媒 体 の作 成 また は イ ンプ ッ ト機 器 の操 作

(4)イ ンプ ッ トデ ー タの 受領,ア ウ トプ ッ トの引 渡 し,日

程 管 理 お よび機 械 室 の統 制等

(5)磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス ク(パ ック),プ ロ グ ラム カ

ー ド,テ ス トデ ック等 の保 管

2-2前 項 の 職務 権 限の 分 離が 十 分 でkい 場 合 は これ に代

わ る方 法 が 実 施 され てい るか。(そ れは どの よ うな 方 法 か)

3.管 理 記 録

処理 に 関 す る管理 につ い て次 に掲 げ る記 録が 行 な われ てい

るか 。
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A

A

B

A

A

B

A

3-1監 査 人 の要 求 す る イ ン プ ッ トデ ー タ(伝 票,穿 孔 カ

ー ドま た は さ ん孔 紙 テ ープ等)に つ い て受 渡 簿 を備 え,月

日,作 業 名 称,デ ー タの数,合 計 金額 ま た は 数 量等 の 内訳

お よび 関 係 先 等 を 明 らか に し受付 より引 渡 ま で の 照査 を 行

なっ て い るか 。

3-2監 査 に 関連 す る シス テ ム設計 お よび プ ログ ラムの作

成,変 更 ま たは 訂正 につ いて 記 録 簿 な どに より,そ の経 過

を明 らか に して い るか 。

3-3個 々 の機 械 作業 に つい ては,機 械 の使 用予 定 計 画 お

よびそ の実 績が 明確 に記 録整 理 され てい るか 。

3-4ア ウ トプ ッ トに つい て引 渡 し記 録 を備 え 間違 い な く

引 渡 さ れ て い る こ とが 確 め られ るか 。

3-5コ ン ソール タ イプ ラ イタ ーを使 用 して プ ロ グ ラム に

介 入 す る ことが で きる場 合 は,そ の 記録 用紙 に あ らか じめ

連続 番 号 が 打 たれ てい る もの等 を使 用 し 日々 の 操 作 に関 す

る記録 が完 全 に保 存 され て論 り責任 者が そ の 内 容 を調 査 承

認 して い るか。

3-6磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス ク(パ ック),プ ロ グラ ム

お よび 重 要 な テス トデ ック等 の保管 出納 につ い て記 録 簿 を

備 え正 確 に記 入 してい るか 。

4.プ ロ グ ラム関 係書 類

適 用 シス テ ムお よび プ ロ グ ラムに つい て そ の内 容 を 次の よ

うな 文 書 に記 録 して い るか。

4-1シ ス テ ム フ ロー チ ャ ー トが作 成 さ れ て い るか 。

-6一

◆

■



,

A

B

A

A

B

C

A

B

4-2プ ログ ラム フ ローチ ャー トまた は これ に代 わ る文 書

が 作 成 さ れ てい る か。

4-3オ ペ レ ー シ ョナル フロ ー チ ャー トが 作 成 さ れ て い る

か,ま たは 操作 指示 書が あ るか 。

4-4イ ンプ ッ ト,ア ウ トプ ッ トの様 式 な らび に マ ス ター

フ ァイ ル等 の 仕様 明細 書類 が 作 られ てい る か。

4-5プ ログ ラムコ ーデ ィ ング シ ー ト,デ バ ック シ ー ト,

コ ン パ イル シ ー トお よび ソ ース カ ー ド等 が 保 存 さ れ て い る

か 。

4-6プ ログ ラムの完 成後 にお い て適 用 シス テ ム のテ ス ト

に使 用 した重要 な テス トデ ー タ(テ ス トデ ック)お よびそ

れ に関 す る プ リン トア ウ トが 保存 され てい るか 。

4-7適 用 シス テ ムの着 手か ら完 成 に い た る ま です べ て の

関 連書 類 を綴 り込 ん だ ラン ブ ックが あ り,か つ,そ の 内容

を責 任 者 が 調 査承 認 す るこ とにな っ てい る か。

4-8個 々の 適 用 シス テムお よび プ ロ グ ラム に つ い てそ の

変 更 内 容 な らび に変 更 月 日等 を 明 らか にす る関 連 文 書が 保

存 され てい るか。

4-9シ ス テ ムお よび プロ グ ラムの作 成 な らび にそ の変更

に つい ては 責任 者 の承認 を必要 とす る組 織 に なっ て い るか 。

5.磁 気 フ ァイ ル等 の管 理

磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス ク(パ ック),プ ログ ラムお よび

テ ス トデ ック等 に っい て は次 の通 りの管理 が 行 なわ れ てい る

か 。
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A

C

B

B

C

A

B

A

5-1受 払管 理 責 任 者 を置 い て あ らか じめ定 め られ た手 続

に従 っ て 出納 が 行 なわ れ てい るか 。

5-2保 管 場 所 は 防塵,防 湿,空 調toよ び 防 火等 の対 策が

と られ て い るか 。

5-3財 務 的 に重 大 な 影 響が あ る磁 気 フ ァ イル の保 存 に つ

い ては あ らか じめ 複 写 した フ ァイ ル を別 の 安 全 な場 所 に保

・管 してい るか 。

5-4重 要 な磁 気 テ ー プは親子 孫 の 三世 代 ま で保 存 さ れ て

い るか 。

5-5必 要 な磁 気 テ ー プの記 録 を保 護 す るた めの 適 切 な保

護 措置 が 講 ぜ られ て い るか 。

5-6磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス ク(パ ック)に は フ ァ イル

内容,作 成 日,保 存 期 間等 を示 す外 部 レー ベ ルが 付 さ れ て

い るか 。

5-7磁 気 テ ープの 内 部記 録 を判 別 し正 しい 処 理 を行 な わ

せ るた め 内 部 レ ーベル(ヘ ッダ レー ベル お よび トレイ ラ レ

ー ベ ル)を 使 用 してい るか。

5-8マ ス ター フ ァイ ルに使 用 して い る磁 気 テ ー プ,磁 気

デ ィス ク等 につ い ては 更 新が 行 な わ れ る際 に新 旧 の記 録 を

印 刷物 等 に す る こ とに よ り監 査 証 跡 を残 す方 法 が 用意 され

てい るか 。
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4

A

a

a

a

b

a

a

B

A

兀 処 理 手 続 に 関 す る質 問

1.イ ンプ ッ トの正 確性

1-1原 始 証 ひ ょ うに記載 され てい るす べ て の デ ー タ につ

い て正 確 な照 査 が 行 なわ れ てい るか 。 た とえ ば

1)原 始 証 ひ ょ うには 一連 番号 を付 す等 の 方法 に よ り各 デ

ー タ を ア ウ トプ ッ トま で追跡 し確 認 す る こ とが で きる よ

うに な って い るか 。

2)原 始 証 ひ ょ うの金 額,数 量 につ いて バ ッチ合 計 に よる

照 合 が 行 な われ てい るか 。

3)イ ンプ ッ ト媒体 の数 また は取 引 数 の 合 計等 に よっ て以

後 の処 理 の正 確性 を照査 してい るか 。

4)他 の 方 法 では正確 性 を維 持 し難 い数 字 コ ー ドには 自己

検 証 コ ー ドが 使 わ れ てい るか 。

5)上 記 の各 質 問 に対 す る答が 肯定 でな い場 合,こ れ に代

わ る方 法 で 照査 が 行 な わ れ てい るか 。

(そ れ は どの よ うな方 法か)

6)原 始 証 ひ ょ うの記 載 事 項 の 訂正 はそ の権 限 を有 す る部

門 で正 当 な手 続 に よって 行 な わ れ てい るか 。

1-2イ ン プ ッ ト媒 体 に関 す る質 問

1)穿 孔 カ ー ドが 作 成 さ れ る場 合 そ の す べ て に つい て検 孔

機 が 使 用 され てい るか。

2)検 孔 機 が使 用 され て いな い穿 孔 カー ドにっ い て は,そ

の正 確 性 を確 認す る方法 が と られ て い るか。

(そ れ は どの ような 方法 か)
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A

B

C

B

B

B

B

3)さ ん 孔 紙 テ ープ に つ い ては,そ の 誤 謬 を発 見す るた め

信 頼 性 の あ る検 証方 法 が と られて い るか 。

(そ れ は どの よ うな 方法 か)

4)イ ン プ ッ ト媒 体 に つい ては,プ ログ ラ ムに よ り 自動 的

に次 の よ うな照 査 が 行 な われ てい るか 。 例 え ば

⑤ デ ー タの欠 除,重 複 お よび 連 続 番号

⑤ 穿孔 欄 の 脱落,桁 ズ レの有 無,文 字 ま た は数 字 の正

当 性 お よび正 負 の判 別

◎ 月 日の正 当性

⑧ コ ー ド番号 の正 当性

⑤ 金 額,数 量等 の桁数 の正 当性

① バ ッチ合 計,ハ ッ シュ合 計,カ ー ド枚 数 等 に よる合

計 照 合.

2.操 作 手 続 の 信 頼性

2-1許 可 のない 部 外 者 は入 室 を禁 じられ てい る か 。

2-2オ ペ レ ー タは あ らか じめ定 め られ た操 作 指示 に従 っ

て作 業 を行 な っ て い るか 。

2-3オ ペ レ ータは 原 則 と して2人 以 上 が 就 業 す る よ うに

な っ て い るか 。

2-4財 務 的 に危 険性 が あ る特 定 の作 業 につ い て は操 作 員

を定 期 的 に交 替 さ せ て い るか 。

2-5コ ン ソ ール タ イ プ ライタ を オペ レー タが使 用す るに

あ た っ て は あ らか じめ 定 め られ た 手続 お よび 基 準が 設 け ら

れ てい るか 。

-10－
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弔

A

A

B

a

b

D̀

L
D

b

C

C

B

2-6エ ラー リス ト(プ ログ ラ ムに よっ て 指 定 さ れ た項 目)

につ い て は,あ らか じめ定 め られ て い る訂 正 手続 が 正 し く

と られ て い るか 。

2-7機 械 の不調,停 止,誤 操 作等 に関 し監 査上 必要 な記

録 が行 な われ てお り,責 任者 の監 督 が適 切 に 行 な わ れ て い

るか。

2-8各 操 作 ごと にプ ログ ラム に よって 次 の よ うな 照査 が

行 な わ れ てい るか 。

た とえ ば

1)各 ラ ン(操 作単 位)ご とに デ ー タ数 ま た は バ ッチ 合計

に よる処理 結果 との照 査

2)操 作 に入 る前 に ス イ ッチ の セ ッ ト,イ ンプ ッ ト,ア ウ

トプ ッ ト装置 の準 備 が 完 了 してい るか ど うか を調 べ る照

査

3)磁 気 テ ープ,磁 気 デ ィス ク等 の 内部tZ-一 ベ ルの 照 査

4)処 理 され た結 果 の正 当性 照 査(計 算 桁 数 超 過,限 界超

過,関 連 照 査,計 数 の正 ま たは 負 の照 査等)

5)ア ウ トプ ッ ト相 互 間 の合 計 照 合

2-9電 源,防 塵,防 湿,空 調 お よび防火 等 に つ い て機械

室 の 環境 整 備 が 行 なわ れ てい るか 。

2-10災 害 等 が 発 生 して機 械室 が使 用 不 能 に な つ た場 合

に は,代 替 機 械 等 の 防御 処 置 が 用意 され てい るか 。

3.ア ウ トプ ッ トの統 制

3-1ア ウ トプ ッ トを照査 す る責任 者 が置 かれ てい るか。

一一11一



B

A

B

B

3-2原 則 とし て ア ウ トプ ッ トの 内 容 につ い て は,あ らか

じめ部 外 か ら提供 さ れ た照 合 数値 に よって 照 査 す るこ とに

な っ て い るか。

3-3マ ス タ ー ファ イ ルに つい ては,一 定期 間 ご とにす べ

て の記 録 を 印刷 物 に し て ア ウ トプ ッ トす る こ と に よ り責 任

者 お よび 関 係 者 が そ の 内容 を精査 してい る か 。

3-4印 刷物 が ア ウ トプ ッ トされ てい な い場 合 は,要 求 が

あれ ば これ を印 刷物 に して提 供 す る こ とが で き るか 。

3-5ア ウ トプ ッ トの 訂正 は正 当 な手 続 に よっ て行 な わ れ

る よ うに なっ てい る か。

φ

一12一



参考資料 4.監 査 プ ログ ラム仕 様 書

業 務 概 要

●

→

旧監査 基 準 に よれ ば

『試 査 とは,会 計 記録 の一 部 を適 当 に選 択 して検 査 し,そ の結果 を

もっ て 他 の 部 分 の正 否 を推定 す る こ とをい う 』 「

こ こで"会 計 監査 サ ン プ リン グ シス テ ム"と は

(1)会 計 の 手 続 きチ ェ ック

(2)金 額 チ ェ ック

を行 な うため の デ ー タ抽 出 シス テ ムで あ る。 この よ うな シス テ ムが 必

要 とさ れ るの は,こ れ らの チ ェ ック を行 な うた め には 多 くの デ ータ を

使 用す る こ とが 必 要 で あ り,そ れ には 多大 の時 間 と労 費 を必要 とす る

か らで あ る。 ま た,デ ー タの抽 出 につ い て は従 来 の経 験 的試 査 に基 づ

く よりは統 計 的 試 査 に基 づ く方 が,抽 出 した試 料 の大 きさ の妥 当 性 や

誤 差 の危 険 率 な どが は るか に正 し く結論 で き る。

以 下,統 計的 にデ ー タ抽 出 の方 法 を論 ず る。

一13一



1.ジ ヨプ ス テ ツ プ1

・1
.1概 要

会 計 監 査 用 デ ー タ カ ー ドをSDC(Sourcedatacard)と

い う。

監 査 対 象 標 本 を抽 出す る 前 の 監 査 対 象 デ ー タ テ ー プ をODT-1

(Objectdatatape1)と し(う 。

こ の ジ ョブ はSDCよ りODT-1を 作 成 す る ジ ョブ で あ る。

L2機 .能

(1)SDCを 一 度 磁 気 テ ー プに書 き込 む 。 こQテ ー プ をSDT

(SourcedataTape)と 呼 ぶ 。

(2)SDTか ら必 要 項 目 を抽 出 しODT-1を 作 成

(3)ODT-1よ り度 数 分 布表 を作 成

④ ジ ョブ ステ ップ2に 必要 な 情報 をフ ァイ ルす る。

1.3解 析

(1)SDT作 成

SDCの 内 容 をそ の ま ま コ ピーす る。

(2)ODT-1作 成

SDTの 項 目に つ い ては 次 の2つ に大 別 して抽 出 を行 在 う。

(i)表 示 項 目 につ い て

1つ の表 示 項 目に つい て抜 き出す 場 合

・無 条 件 に転 送

・範 囲 内 の デ ー タ につ い て転 送

一14一
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(iD数 量 項 目に つ い て

指 示 され た1つ の数 量項 目を転 送 す る。

以 上 の よ うに行 な い,各 項 目 と も複 数個 の転 送 も可 とす る。

ま た,ODT-1を 作 る際,一 連 の 通 し番 号 を つけ る こ と。

(3}度 数 分 布 表作 成

ODT-1を デ ー タ と して度数 分 布 表 を作 成 す る。

区 分数 は最 大20区 分 ま で と し,次 の2通 りの 処 理 が 出来 る

よ うにす る こと。

(イ)外 部 よ り区 分 コン トロー ルを与 え る。

回 電算 機 で 自動 的 に 区分 させ る。

電 算機 で行 な う場合10千 円以 下 の ものか ら始 め,桁 上 り単

位 に2区 分 つ つ作 る。 す な わ ち

1区 分10千 以下

2〃10～50千

3〃50～100千'

とす る。

分 布表 に つ い て は

①

②

③

④

⑤

⑥

平 均

分 散

標 準偏差

合 計

件 数

百 分比

xi・

x==.Σxi//v

s2=Σ(xi-x)2/〃

s=万f

Σxi

〃

i番 目の デ ー タ

ー15一
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合 計,件 数 が 既 知 の場 合 には,そ の チ ェ ック を行 な う。

1.4指 示方 法

抽 出項 目につ い て

① 表 示 項 目

指示 され た項 目につ いて 転送 を行 な う。

・上 限 と下 限 内

・無条 件

② 数 量 項 目

指示 さ れ た項 目に つ い て転送 を行 な う。

今 回,電 算 機 処 理 を行 な う場 合 表 示 項 目,数 量 項 目 と もに複数

個可 能 。

1.5作 成物

(1)ODT-1

(2)度 数 分 布表

a
2.ジ ョブステップ2・

2.1概 要

ジ ョブス テ ップ1に て 作 成 さ れ たODT-1を 母 集 団 デ ー タ と

し,標 本抽 出 数nを 決 め る。

2.2機 能

(1)変 量 の 場 合,層 別 コ ン トロー ルデ ー タに よりODT-1を 層

別 に分け,比 例割 当法 に より抽出件 数nを 分配す る。

-16一
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ー

　

ベ

ー

↓ .⑨

種 別

N

⑲

数 字(前 ブ ラ ンク)K29… …29カ ナ'

前 ゼ ロA

KS… … シ フ ト カ ナAN

KF… … フ ジ コ ー ドカ ナ

英文字 穿 孔 作 業 説 明 書

英数字こみ

保 管 期 限

年 月

考 査

所属

日付

氏名

作 成 者

作業番号 客先名 作業名 データ名
SDC

プ ログラ ムカー ド番号
K・PlV・F .

項
目
番
号

ll213国516

1

71819

2

lolllll2

3

13h4

4

1516117118

5

`

1gl⑳121122123124

6

251261271鴉129

7

30

8

3113213313413513637138139140141142

9

娼144451461471"

10 11

49150[511521531545515615715815g1θD61園 田164165166

12 13

67168169「701力172

14

73174175176177178179180

'

項

目

P

%
%
z 多

彩

.

*
操
作 % 、
種
別

N N N N
,

N

彩
N

多
N 修 N 修 N こ N N N N N

桁数 6

}.ll

3

.1

3

11

3

・1

3

11 多
5

,i`1 多
3

ぐ1 % 3
[, 、 3

11 こ 6
11111

6
11111

6
11111

6
11111

6

``Ill lIll)Il

項 目番号 穿 孔 方 法 項 目番号 穿 孔 方 法

.備 考

.

「

'



N

⑲

.
F

,

種 別

数字(前 ブラ ンク)K29… …29カ ナ

前 ゼ ・A英 文字 穿 孔 作 業 説 明 書

KS__シ フ トカナAN英 数 字 こみ

KF… … フジコ ー ドカナ

保 管 期 限

年 月
.

考 査

所属

日付

氏名

作 成 者

1
-

o◎

11

作業番号 客先名 作業名 デ ータ名

表示項 目抽出コ ン トロール

プログラムカー ド番号

K.piV.F

B

521531541田1品157』15gl6・1鉦162bl641651661671田1691和17・172

C

同 ・・751761η178179180

項
目
番
号

11213

1

415

2

617181
A

,ll・1、11El131・41・51・61171181・91ぬ1姻 ・・12512・127128四1・ ・}・」321331・・13・1・d・71鵠1・・1・・1ψ1・31μ1・ 吋461・・1・81・glω1・・

イ 口 '、 二 イ 口 '、 二 イ 口 ノ、 二

項

目

カ
1
ド
番
号

表

示
コ

1
ド

項

目

番

号

条

件

下 限 上 限

*
操
作

種
別
N N N N N N N N N N N N N N

.

桁数 3

1・

2

・

4

111

1 9

`'1`1`11

9

`llIIl`,

4

`Il

1 9

111`1`[`

9
11[lI!1`

4

111

1 9
11|lllll

.9
11111111 [[1`1

項 目番号 穿 孔 方 法 項 目番号 穿 孔 方 法

1 一連通し番号

2 '01・ をパ ンチ

A－ イ SDC上 に対応する項目 一

A－ ロ 無条件の とき"0" 備 考

B,Cに っ いてはAと 同 じ

デ ータの終 りはW}の 項目番号に"9999'を 入 れる こと。

条件付の とき"1"

A－ 八. 条件付下限域(等 号も範囲内)

A－ 二 条件付上限域(")

`

つ 『 馳'
'■
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－

q⊃
ー

4

種 別

N… … … 数 字(前 プ ラ ン ク)K29… …29カ ナ

⑪ … ・・・… 前 ゼ ロA

KS… … シ フ トカ ナAN

KF・.・ … フ ジ コ ー ド カ ナ

英文字 穿 孔 作 業 説 明 書

英数字こみ

保 管 期 限

年 月

考 査

所属

日付

氏名

作 成 者

作業番号 客先名 作業名 デ ータ名

数量項 目抽出コン トロ ール

プ ログ ラム

K・P

カー ド番号

V・F'

項
目
番
号

・1213

1

415

2

61718川 ・・1・・固131・41・51・61・71・81・gl⑳lal212312412512612712812913・ ト3・1321田13413513613713813914・14・142143i44145

3

・61・71・814gl・・1・・1・21・31・郷61・ ・1・81・9「・・1・・1Ω1631・41651・・16716816gl・・1・・i721・司・・1・51・61・・1・817gl・・

項

目

カ
|

ド
番

号

数

量
コ

1

ド

項

目

番

号

〃 〃 〃 〃 ・ 〃 〃 〃 〃 〃

*
操
作

種
別

桁
数

N

3

,`

N

2

1

N

4

`ll

N

4

`ll

N

4

1↓ ト

N

4

111

N

4

111

N

4

``'

N

4
11[

N

4

1`$

N

4

1.i

N

4

111 1日 、 口 ‥hIlll‥ パ ‥`‥ ‥ ‥1‥`1‥

項 目番号 穿 孔 方 法 項 目番号 穿 孔 方 法

1 一連通し番号 層

2
"02"パ ンチ

3 SDC上 に対応する項目番号

備 考'

デ ータの終 りは表示項 目抽 出コン トロール と同 じように"9999.を 入れ ること。A



ー

》o

O
l

種 別

N

㊥

数 字(前 ブ ラ ン ク)K29… …29カ ナ

前 ゼ ロA

KS… … シ フ ト カ ナAN

KF… … フ ジ コ ー ドカ ナ

英文字 穿 孔 作 業 説 明 書

英数字こみ

保 管 期 限

年 月

考 査

所属

日付

氏名

作 成 者

作業番号
・

客先名 作業名 デ ータ名

度数分布袈コ ン トロール

プログ ラムカー ド番号

K・PV・F

項
目
番
号

・1213 41516

'

・ll・21・31・41・51・61171・81・gl⑳}匁122123セ412512・12・1281四13・3・1321詔1341351却371381め14・14・14司431441451461471娼14司5・15・ 5215315姻5615715815916016116216316416516ε167168169170

含

71172173174175176177178179180

項

目

カ
ー

ド
番

号

区

分

数 ' 下 限 上 限 下 限 上 限 下 限
.

上 限

オ

操作 '
魏 '
纏

`1 ll ' IlI`IIr`1 い1‥`い1 ‥|llllい 11,h、lll` ll11111〔 `11、1日ll .lllIIIIIl

項 目番号 穿 孔 方 法 項 目番号 穿 孔 方 法

備 考

.

」

t' ρ
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(2)属 性 の場 合 に は抽 出件 数nを 層 別 に分 け な い 。

(3)層 別度 数 分 布表

(4)ODT-1の プ ル ー フ リス ト

2.3解 析

(1)属 性 の場 合

標 本 比率p,母 比率p,標 本 比率 の分 散 をσ6と す る と,標

本比率pに は次の性質 がある。

④ 標本比率pの 平均 は母比率Pと 一致する。

E(P)=P

◎ 標本比率pの 分散 は

・S-一:≡i三Q(Q-・-P)

◎ 標本比率pの 度数分布 はn《Nでnが 大 きい場合,正 規

分布に近 似する。

N→ 。。にす ると近似的に

・=股
σP

n

とな る。標本比率pの 標準誤差 と母比率pと の相対比率 を もっ

て,目 標精度 として,そ の もとで必要標本数の決定 を行 な う。

この 目標精度Cpを 誤差率 ε以 下 とす る と

CB-z&(σPP)2-2i,(‖ ≡i・ 乎/P2)≦ ε2

求 める必要標 本数nは

一21一



N

n≧丁『

な る式 を用い て標 本 数nを 決 め る。

但 しN… … …母 集 団 の大 きさ

P… … …母 比 率

Q… … …1-P

ε… ……誤 差 率lp-Pl/Pp:標 本 比 率

Zα … … 信 頼 係 数

(2)変 量 の 場 合

層 別 コ ン トロ ー ル デ 一一タ に 従 っ てODT-1を 層 化 す る。

最 大3層 ま で と す る。

各 層 をTop,Middle,Bottomと 呼 ぶ 。

Topの デ ー タ は 無 条 件 に 抽 出 デ ー タ とす る。

MiddleとBottomに つ い て は 以 下 に 述 べ る 。

今,大 き さNの 母 集 団 の 各 要 成 をX,,現,… …Xrt,

　 　

その 母平 均 をX,母 分 散 を σ と し,こ の母 集 団 をそ の質 的 構 成

に よ り1,2,… …j… …R層 に分 け,そ の うちの第j番 目

の層 の 大 きさ をNj,そ の成 因 をXjk(k=1,2,…k,

　 　

…,Nj)そ の平均 をXj,分 散 を σjと する。

母集団全体 と各層 との間には次の関係 が ある。

④ 母集団 の平均Xは 各層 の平均Xjの 加重平均 である。

X_13Nj5Zj
Nj=1

-22一
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6母 分散 σ2は 層内分散 と層間分散 との和 であ る。

・2鴎 畏 弓+÷
j到Nj(X「 文)2

次 に この よ うな母 集 団 か らn個 の標 本 を抽 出 しfc場 合 の標 本 平

均 と母平 均 との関 係,お よび そ の標 本平 均 全 体 の分 散 と各 層 か

らの標 本 平 均 の分 散 との関 係 に つい て述 べ る。

母 集 団 の各 層 か らそ れ ぞ れ の層 の大 きさ に比 例 してn1,n2,

…,nj,・ ∴n
r個 の任 意 標 本 を計n個 抽 出 し,そ れぞ れ の 層

の標 本 平均 をz1,z2,…,xj,…xrと す る と各 種 の抽 出

比率 に よる加 重 平 均 は

－N
1-N2-Nj-Nr-

X=后 ・+N'X・+…'+N－ プ+"…+NX・

で表わされ る。 この平均 を標本平均 と呼ぶ と,標 本平均Xと 母

平 均 叉 との 間,お よび標本平均 κの分散 σ㌃ と各層か らの

標本平均 ろ の錨 ・9jと の間には次の ことが成立す る・

④ 標本 平 均xの 平 均 は母 平均Xに 一 致す る。 ゆ え にxはXの

不 偏 推定 値 で ある。

E(x)=X

　 　 　

◎ 標本平均 πの分散 σア は各層か らの標本平均 刈 の分散

・ijの 加重 繍 で ある・

・:-
j皇(NjN)・+三 ・喜

◎ 標 本 平 均7は 標 本各 層 の個 数njと そ れ が属 す る母 集 団 各

層 の個 数Njと の差Nj-njが 大 きい ときに は正 規 分 布す る。
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以上 の如 くな る。

そ こで抽 出数nが 決まれば比例割当法 に より

・j-・ 三 一 ・kj(た だ し・j－ 帯

と して各層 に割 り当てる ことにす る。

標本平均 は

τ一 工 τ、+」≧ τ,+… …+!⊥ τj+… …+三Lτr
nnnn

次 に標本平均Xの 分散 は

　
.■_9k・Nkj-・kj.σj
xj=1jNkj-・ ・k

j

標 本 調 査 ではNj=Nkj》1よ り近 似 的 に

2 _RN-nσ]Nj

j三1N。N

στ一

と な る。

抽 出件数nの 決定 については危険率 αを.与えて信頼度1一 αを

決 めれば信頼係数Zα が決 まるか ら,こ れ を目標精度 σ1/Xに

乗 じた もの の 絶 対 値 を最大 εまで許す とすれば,比 例抽 出にお

け る必要標本総数 は

{Zα(σx/X)}2≦ ε2

Zα2NR22

・(又N)●(ff-1)j三1
Njaj≦ ε

一24一
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これ より抽 出件 数nは

R2
N
jE,Njσj

n≧(
・叉N/Zα)2+』N」 イ

j=1

と な る。

但 しN… … …BottomとMiddleを 合 わ せ た 件 数

ε… … … 誤差 率lI－ 文1/文

Zα … …信 頼係 数

R… … …層 の 数

叉 変 量 の 場 合 に は層別 度 数 分 布表 を作 成 す る。

分 布表 の 内容 につ い ては

Nj
・平 均 文j= .ΣXjk/Nj

k=1

'聴 偏差 σj=rm
NS(x,kX、)7NJ

・件 数Nj

・ 数 量 ・金 額 ΣXjk

.サ ン プル数nj

但 しjは 第j層 を意 味 す る。

(3)ODT-1の プル ーフ リス ト

全件 プル ー フ及 び指 定 され た コー ドに よるプ リン トを行 な う。

2.4指 示方 法

(1)属 性 と変 量 の 区分 コ ン トロール

(2)変 量 の場 合

・層別 コ ン トロ ール デ ータ

ー25一



・信頼係数

・Top層 を除いた合計金額 の精度

NEX==「i－ 文lN

・層 別 の標 準 偏差(MiddleとBottonに 関 して)σj

(3)属 性 の場 合

・信 頼係 数

・母 比率

・標 本 比 率 と母 比率 との差 の許 容 最 大 値(精 度)

1P-pl

(4)ODT-1の プル ー フ リス ト

2.5作 成 物

① 層 別度 数 表

(2)抽 出件 数

(3)ODT-1の プ ル ー フ リス ト

(4)ODT-2

層 別 に一 連番 号 をつ け る こ と

∨



ー

N
ベ
ー

¶

⑪ 前 ゼ ロA

KS・ ・・… シ フ ト カ ナAN

KF… … フ ジ コ ー ドカ ナ

種 別
7

N… … … 数 字(前 ブ ラ ンク)K29・ ・… ・29カ ナ .

英文字 穿 孔 作 業 説 明 書

英数字こみ. 1

保 管 期 限

年 月

考 査

所属

日付

氏名

作 成 者

作秦番号 客先名 作業名 デ ータ名'

層 別コン トロールω

プ ログラムカ ード番号

K.PV・F

項
目
番
号

ll213

1

4

2 3

516171819110111121・311411511611小8119120121122123124125

4

261刻 田1勿130

5

31

6

32133134135136

7 8

371381391401411424344陣 ・1461・・1・81・gl・・1・・1・21臼1・・1・・1・61・・1田15gl・・1611・21・}・・1・・1661671681・91・・1・・r・2レ31・・1751761・・1・81・≠・・

F

項

目

カ
|
ド
番
号

属
性
か
変
量

信 頼

係 数

精 度

(誤 差)

母比率
プ

㍗

黍

下 限

コ ー ド

上 限

コー ド
`

*
操
作

種
別

桁
数 h 1`lIl

.

`1|lllillト1`ll [`ll llll llIl lI1`1,liI`1、111111,`.,,``IIIl`1・1111)

項 目番号 穿 孔 方 法 項 目番号 穿 孔 方 法

備 考

・

,

「



ー

bo

o◎

ー

種 別

N… … … 数 字(前 ブ ラ ン ク)K29… …29カ ナ

⑲ … … … 前 ゼ ロA

KS… … シ フ トカ ナ

KF… … フ ジ コ ー ドカ ナ

AN

英文字 穿 孔 作 業 説 明 書

英数字 こみ

保 管 期 限

年 月

考 査

所属

日付

氏名

作 成 者

.

作業番号 客先名 作業名 デ ータ名.

層別 コン トロ ール ②

プログラムカー ド番号

K・piV.F

項
目
番
号

11213 415161718191101111121131411司1611711811gl2012112212241251261ガ1刻291301311泣133
.

34135136137138困40141142143 441451461471481491別15・ ド215315415515司571・81・91・ ・161162163|白16516d6716816917・17・17217317417517617717」7918・

項

目

カ
1

ド
番
号

TOPと

Middleの

境界点

Middleと

Bottomの

境界点

Middle層

の

標 準
偏 差

Bottom層

の

標 準
偏 差

*
操
作

「

種
別

桁
数
Il `1`F!1{11 1111[lIIl ‥IlIい1」 IIl[1{1, 1、``F、1,lI‥lIIIlllIIlIIl,,-Il,lIl

項 目番 号 穿 孔 方 法 項 目番 号 穿 孔 方 法

¶

〆

-

.L

備 考 -

9

「

,

4

.・



∀

●

3.ジ ヨ ブ ス テ ツ フ'3

3.1概 要

ジ ョブス テ ップ2に よ り各層 ご とに 母 集 団 の抽 出件数 が決 ま る

の で,そ の数 だ け のサ ン プル を乱 数 に より抽 出す る。

この 抽 出 デ ー タが 母 集 団分 布 と近 似 的 に一様 で あ るか ど うか を

チ ェ ック し,一 様 で あ るな らば,こ の 抽 出され た デ ー タを監 査 に

供 す る。

3.2機 能

(1)層 別 に乱 数 抽 出 を行 な う。

(2)標 本 デ ー タ と有限 母 集 団 との分 布 比 較

3.3解 析

乱 数 発 生 の桁 数 は変 量 の場 合 は4桁 で母 集団 はODT-2を 使

用, .又属 性 の場 合 に は5桁 で母 集 団 はODT-1を 使 用 す る。

抽 出 され る件数 は高 々200件 前 後 と予想 さ れ る の で乱数 発 生

方法 と して は,ど れ を使 用 して も よい と思 われ る。

ここ で乱 数 の作 り方 と して

① 一 様 分 布 となっ てい る乱数 表 を 使 用

② モ ー ド法(合 同法)

③ 平 方 採 中法

な どが ある。 こ こでは モ ー ド法(合 同法)を 使 用 す る。

Xn+1=AoXn+A,Xn-1+…+AjXn-j+b(modP)

な る式 を用 い る。modPはPの 整 数 倍 は捨 て る とい う意 味。

-29一



この方 法 で発 生 で き る乱 数 列 の周期 や統 計 的性 質 は定 数Ao,

A1,…Aj,bと 初 期 値Xo,Xl,x2,…xjに 依 存 す る 。

抽 出 さ れ た デ ー タ で標 本 分 布 を と り,さ らに危 険 率 等 に より

差

散

開

均

数

偏

区

準

頼

棲

分

信

平

件

●

●

■

■

■

s-∫ 百

　 　　
s=s(xr・)/・

σ
x±Zα

vT

x=ΣXi/n

n

を層別 及び 全 体 を別 々 に作 成 す る。

又 抽 出 デ ータ の プル ー フ リス トを打 ち 出す 。

3.4指 示 方法

(1)乱 数 を作 る 初期 条件

係 数Ao,A1,… …Aj,b

初 期 値Xe,π1,… …Xj

modP

3.5作 成 物

(1)抽 出デ ー タ リス ト

(2)標 本 分 布表

▼

ひ

一30一



ー

oo

－
一

◎ ◎

種 別

N… …… 数 字(前 プ ラ ン ク)K29… …29カ ナ

⑲ … … … 前 ゼ ロA

KS… … シ フ トカ ナ

KF… … フ ジ コ ー ド カ ナ

AN

.

英文字 穿 孔 作 業 説 明 書

英数字こみ

考 査

所属

日付

氏名

作 成 者

作業番号 客先名 作業名
ー

デ ータ名

乱数 コン トロール

プログラムカー ド番 号

K.PV・F

項
目
番
号

・1213 41・161718回 ・・1・・1・21・3141・51・61・71・81・g帥ll・222312412512句271頒12913013・1泣1鵠 叫351361371細14・14・142143 441451妬147困4915015・152153

,

54155156157158159160「6・1輌聞165166671田16gl7刺721乃 レ417刺771抱17918・

項

目

カ
ー
ド

番
号

b ao
La

1 ZO 冗x
9modP

L

*
操
作

.
1

種
別

桁数

1. ,Il‥lI`1 `Il【1}II` lIl日`III 1.Irll}`1 [II},`1` 1`lII`lI, ll`1[{1``III`Il1

項 目番号 穿 孔 方 法
・

項 目番号 穿 孔 方 法

備 考

.
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FACOM230・25!35 FORTRAN ●710616-0011-02 47・03・29 PAGE 1

*傘*SOURCELIS† 零幸*

ISN STATεMεN了

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

†

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

¶

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

CSAMPしINGSYSTEHFF†KA

εしεMENTSAMPLl

DIMεNS:ONL(10)

DOU8LEPRECISIONA(20)⑱A岡N†(5)句F(8)¶ εNOCD,8LANK●HKA

DA†AENDCD¶BLAト!K/3H'8H!

CINITIALSET

KU=O

SOI=O

ISsO

SO2=O

LCD■5

ししPロ6

MT1=1

100DO1011at1.20

1F(1.LT・ ↑1)A(1)s8しANK

1F(1.GT.10)A(1)90

101CONTINUε

DO1031=1⑱8

103F(1)=8LANK

READ(LCD◆1)IC¶ISQ⑱NH句NS●(F(1)令1=1●8)

IE=O'

lF(IC●Nε ・11)1ε=1

1F(NH・EO・0・AND・NS.εQ.0)1ε=2

1F(NH.GT・10●OR■NS・GT・10)1ε ε2'

日RITE(LLP■604)1ε ¶IC句lSO,NM⑳NSg(F(1)令1■1・8》

1F(1E.EQ.0》GOTO102

STOPOO11

102H8NS◆10

DCNT=0.0

0010001■1■5

1000AMNT(1》80.O

C

REW!NDMT1

2000RεAD(しCD■F)(A(1)■181■NH》 ¶(A(1)⑱1ロ11,H)

IF(A(11).Gε ・999999999.)GOTO9000

DCNT=DCNT+1●O

DO2100:=1●5

2100AHNT(1)犀A岡N了(1)+A(1◆10)

DO23001エ1⑱10

K3↑0◆I

WKA=A(K)

IF(UKA.し 了・0●0)GOTO2200

L(DロO

GOTO2300

2200L(1)江1

A(K)江DA8S(HKA)『'

2300CONTINUE

冒RITE(MT1⑱50)KU⑱SOlglS、SQ29(A(1)令1ロ1,20)、(L(1)●1●1¶10)

GOTO2000

CεNDSεC了10N

9000CONTINUE

ENDFILEHT1

v)

世
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FACOM230-25!35 FORTRAN-71061b-0011●02SAMPし147・03●29 ρAGε 2

零享享SOURCELIST*章 寧

1SN STATEMEN†

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

c

ENDFIし εHTl

RεWINDMTl

WRI了 ε(しLP句603》

STOPOOOl

FORMATSEC了10N

1

50

601

602

603

604

DCN† ●(A柄NT(1)⑨1=1⑱5)

FOR柄A了(12¶13も2:2句17A8)

FORMA了(12、F6・0.12,F6.0⑱10(1X¶A7)・10F12・0・1011)

FORMAT(1H1⑳/!ノ!/)

FORMA了(1H,†OX■10A8,3F12.0)

FORMAT(1H●10X●8HOATASUrt■F8.0.20X●6HGOKEI,5F12・0)

FORMAT(1H1¶/!ノ ■10X.7HERRNO,12¶5Xgl2●:39212句8A8)

END

●

-

'.,
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FACOM230已25!35 FOR了RAN・7fO616・0011-02 47・03・2g PA6E 1

*寧京SOURCεLIST享**

ISN S1「ATEMENT

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

†

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2
2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

`

4

4

4

4

4

4

5

5

5

C

C

c

SAHPLINGSYSTEMFFTKA

ELεMENTSA同PL2

DATADlVISION

DIMENSIONlN(75.)oL(10》..

DIHENSIONKO♪ ¶OKO(10)■JO(tO)■1.TεM(10)・JP(10)

DOU8LEPRεClSIONSN(20)⑨XJ(20)9XXJ(20)⑱HYL阿(10》 ●HYUP(10)句KLW(20)⑱

1SLW(10)■SUP(10》 ⑱KUP《20)⑱LOVgUpvCNST●LWK句6N.XgXX●XA句A(20)g8(20)⑱

2S,SG■LWlgUP↑ ⑱LW2●UP2,LU3⑱UP3⑱8LANK

INTεGεRER1¶ER2

:NITIALSε †

DATA8しANK!8H!

LCOエ5

LLP=6

K1字O

K2字O

ER2江O

K3江O

K4=O

L冒KエO

ITMUKnO

OO900:宕1.10

KOMOKU(1)=O

JO(1)ロ0

1TεM(1)=O

JP("=O

HYLW(1)エ8LANK

HYUP(1)エ8LANK

SLH(1)ロO

SUP(1)雷0

900CONTlNUE

DO9501=1■20

SN(1)ロO

XJ(D=O

XXJ(1)エO

KしH(1)培O

KUP(1)=0

950CON†INUε

PROCεDURεDIVISION・

CTLCARDCHECKSεCTION.

READ(LCD,2)IC句ISQ,N1⑱ 」1gL冒1句Up1'N2・ 」2句L日2⑨UP2,N3,」3・L阿3⑱Up3

ER1=0

lF(IC●EQ■99)GOTO3000

1F(1SO■ εO■999)GO了02000

1F(IC.Nε ●1)GO了01010

KO柄OKUl

lF(N1.Llr・1●OR・N1◆6了 ●10)60TO1011

1F(J1.しT・OoOR③ 」1.6T・1)60TO1012

1F(」1εq・0)GO↑01001

LOぱ 田DA8S(LH1)

Uρ 宕DA8S(UP1)

IF(LOW◆GE.UP)60TO1013

K1:K1◆1

℃

オ ∨
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ISN
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6
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8
9
0
1
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`
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6
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6
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7

7
7
?
7
7
7

8
8
8
8

8
8
8
8
8
8
9
9
9

9
9
9

9
9
9
9
0
0

0
0
0

1
1

1
1
1
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享*享SOURCELIST寒 章章

PAGE

STATεMεNT

KOMOKU(K1)●Nl

JO(K1)■ 」1

HYLV(K1)啓LWl

H∀UP(K1)●UP1、

CKO判OKU2

1F(N2・EO.0》GOTO1016

1F(N2.L了 ■1■OR.N2●G了 ■†O)GOTO1011

IF(」2・ し了●0●OR・ 」2gGT.1)60TO1012

1F(J2・ εQ・0)60了01002

LOW=OA8S(L日2)

UPロDA8S(Uρ2)

:F(LO冒.6ε ●UP)GOTO1013

1002K1エK1◆ ↑

KOHOKU(K1)sN2

」0(Kt)ロ 」2

H∀LH(K1)ロ しW2'

HYUP(K1)田UP2

CKOHOKU3

1F(N3.EO..0)60了01016

1F(N3・LT■1■OR●N3●6† ■10)GOTO1011、.

IF(」3.しT.0.OR.J3◆G了 ●1)60TO1012

1F(J3.εQ'.0).GOTO1003

LO冒 牢OA8S(しU3)・

UP官DA8S(UP3)

IF(しO日.GE■UP)60TO1013

1003K1ロK1●1

KOMOKU(K1)■N3

JO(K1)ロ 」3

HYL冒(K†)●L冒3

HYUP(K1)8UP3

GOTO1016

CERROR81TSε 了

1010εR1■1

GOTO1015

1011εR1●11

GOTO1015

1012ER1ロ12

GO了01015

1013εR1ロ13

GO了01015

1014ER1#14

10↑5ER2=ER2◆1

↑016日RITE(LLP.602)ER1・1C,1SQ・N1¶ 」1●LW1,UP1.N2・ 」2gLW2.Up2,N3、J3●LW3⑨

1UP3

GO†01000

CO2CAROCHECK

2000READ(LCD,3)IC,ISQ¶N1・J19LW1・UP1,N2,J2●L日2・UP2・N3■J3句L】3●UP3

ERItO,・

:F(IC・ ε9●99)60TO3000・

IF(IS9.εO●999)60TO2000

1F(IC.Nε ●1)GOTO2010

C S.KOMOKU1

一35一
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車室*SOURCELIST*享 享

ISN S†ATεMENT

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6
.7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

り

2

3

4

5

6

0

0

0

0

0

1

†

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

IF(N1・LT■10■OR■N1●6T■20)GOTO2.011

1F(」1.LT・0●OR・ 」1●GT■1)GOTO2012

1F(」1・ εO.0)GOTO2bO1

1F(し 冒1.6ε ■Uρ1》GOTO2013

2001K2ロK2◆1'

1了 ε阿(K2)■Nl

JP(K2)● 」1

SL冒(K2)ロL冒1

SUP(K2)字UPl

CS・KOHOKU2

1F(N2.ε0・0)60TO2016

1F(N2・LT●10●OR◆N2・6T.20)GOTO2011

1F(」2・LT.0■OR.」2■G† ■1)GOTO2012

1F(」2・ ε●.0)GOTO2002

1F(L冒2・Gε ■UP2)GOTO2013

2002K28K2¶ ト1『

ITεH(K2)エN2

JP(K2)ロ 」2

stV(K2)ロ しW2

SUP(K2》 冒UP2

CS・KOHOKU3

1F(N3・EQ・0)GOTO2016

1F(N3.LT.10●OR・N3.6丁.20)60†02011

1F(」3・LT・0・ORθ 」3●GT■1)GOTO2012

1F(」3・ εO・0)GOTO2003

1F(LW3.GE.UP3)GO了02013

2003K2ロK2◆1

1TEH(K2)■:N3

JP(K2)虐J3

SLW(K2)ロLU3

SUP(K2)ロUP3

GOTO2016

2010ER181

60TO20†5,

2011ER1口21『.

GOTO2015

2012εR1口22

GO†02015

2013εR1宕23

GOTO2015.

2014ER1=24

60TO2015

2015εR2ロ εR2◆1

2016ばRI了E(LLP●603)εR1句IC㊥1SOもNlgJ1,LHt・UP1⑨N2,J2,L冒2、Up2¶N3、 」3⑱L日39

2UP3

GOTO2000

CO3CARDCHECK

3000READ(LCO■1)1C⑱:.SO⑱(IN(1),1●1●75) 、

εR1冒0

1F(IC・EO●99)GOTO4000

3001NAnlN(1)傘10◆IN(2)

N8田:N(3)

'

.

● 「
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▼

令

1SN

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0
,1

2

3

`

5

6

7

8

9

0

1

2

」3

ら

5

6

7

8

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1
.
1

1

,1

1
.
-
.
■「

'8

⑳

1

1

1

'1

1

1

1

▲1

1

1
.
¶
.
¶
.
-

¶
.
1

1
.
1

1

▲1

1

'1

▲1
1

▲1

41

1

1

つ

1

1

41

▲1
1

■1

亀̀

2

■ノ
●
2

2

2

2

ク
」
2

「

「

－

FACOM230已25!35FOR了RAN・7tO616・0011●02SAMPL247・03・29

章傘章SOURCεL:ST掌 篇享

3002

3003

3004

3005

3006

3007

3008

3009

3020

30?1

3022

3023

CO3

3024

STATEHεN了

N《=■1N(4)京100◇IN(5)傘 †O◇IN(6)

:F(NA.εQ■0)GOTO3011

DO30021■1⑱ 《1

N冒K・KOHOKU(1)

IF(NA・EO●N冒K)60TO3004

CONTINUε

DO3003:●1gK2

N目K牢1TEH(1)

IF(NA.εO●NHK)GO了03005

CONTINUE'

GO了03012

K331

GO†03006

K3rt10◆1

1F(N8・G了 ●0●ANO、 ◆N8●LT●5)GOTO

GO†03013

1F(N8・ εO・2●OR.N8・ εQ■4)GOTO

lF(NA.6T■K1)GO了03009

GO†030†4

1F(NA●LE●K1)GOTO3009

GOTO3014

1F《 匡4.EO●0)NAWK■NA

lF(NA.Nε ■NA日K)GOTO3015

NANKUNA

IF(NC・ ε0●0■AND・NB■LT●3》GOTO

IF(NC.EO・O.AND◆N8・GT●2)60TO

lF(NC.GT.20)GO了03017

rHA・11

1HA●IHA◆9

LO● ●IN(IHA)

CNST=1

DO30211ロ1■8

CNS†8CNST*10■O

J●!HA-I

uKロIN《 」)

LO● ■LO冒 ◆ 冒K寧CNST

IHAロIHA+9

UPロ1N《IHA)

CNSTnl

DO30221■1■8

CNST・CNST率10・O

JUIHA・t

WK,1N(」 》

UP=UP◆ 日K京CNSＴ

IF(LOW・L† ●UP)60TO3023

GOTO3018

1F(LO阿 ・Gε ●L図K)60TO3024

GO†03019

CHECKεNO

K48K4◆1

1ド(K4.6T■NC)60†03025

KしW(K4》 牢LO日

3007

3008

3030

3016

一37－
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●

1SN

9
0

1
2
3

4
5
6
7

8
9
0
1

2
3
4
5

6
7

8
9
0
1

2
3

4
5

6
7
8
9
0
1

2
3
`
5

6
7
8
9
0
1

2

3
`
5
6
7

8
9
0

0
1

1
1
,
1
1

1
1
1
1

2
2

2
2
2
2
2
2

2
2
3

3
3
3
3
3

3
3
3
3
`

4
`
`

6
`

4
`
4

4
5

5
5
5

5
5
5
5

5
5
6

2

Z
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2
2

2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2

2
2
2

2
2
2
2
2
2

2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2

FACO岡230・25!35 FORTR'AN

京牢享SOURC.εLIST亭 亭*

一710616●0011sO2 S川PL2

STATEMEN了

KUP(K4)富UP

LWK=Vp

IF(IHAoεQ665)GO了03030

GOTO3020

CO3ERRORしIST

3011εR1宜31

60†03040

3012ER1=32

GOTO3040

3013ER1ロ33

GOTO3040

3014εR1宕34

GOTO3040

3015εR1=35

GO了03040

3016εR1836

GOTO3040

3017ER1コ371

60TO3040

3018ER1ロ38

GOTO3040

3019εR1839

60TO3040

3025εR1ロ40、

GOTO3040

3030.HR:Tε(LLP⑱60t)t…R1⑱IC●1SQ⑱(IN(1)⑱1ロ1■75)

GO了03000

3040UR:Tε(LLP⑱601)ER1.IC,ISQ⑱(IN(1),!ロ1975)

ER2■ εR2+1

GOTO3000

40001Fζ εR2・ εQ.0)GOTO4001

㈲R1†E(LLP⑱604)εR2

STOPOOO1

4001HRITε(しLP⑱605)

c享 京家車掌

CKEISANSεCTION

C享 ■享寧寧

CARεACし εAR

DO4003181●20

SN(1)・O

XJ(D.O

XXJ(!)培0

4003CONTINUE

GNsO・O

Xエ0.O

XXロ0・O

ISQロ0

1SQ2●O

K5ロ20

WR1† ε(LLP'800)(KOHOKU(J),Js↑ ●5)

WRITE(LしP■802》(HYLW(」),」 ロ1・5)

WRITε 《LLP¶802)(HYUP(」)¶ 」.1⑱5)

一38一
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京*享SOURCεLIST享*ホ

ISN STATε 門εNT

',

'つ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8
9

0

1

2

3

4

5

6

7

8
9

0

1

2

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8
8

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3
3

3

3

3

C

C

800FOR伺AT《 †H10×9514)

801FOR岡AT(1}{10X.514)

802FORMAT(1H10X¶5A8)

URI了E(LしP■803)(SLV(J).」 ●1・10)

URl†E(し しP、803)(SUP(」)¶ 」啓↑■10)

803FORMA了(1H10X・10F12●0)

IF(NB・GT●2)GOTO4006

KUWAκ εDATASE†

4004CNS† ロ10000

KLW(1):■O

KUP(1)●CNST

KLW(2)■CNS†

」・2'

K4=O

DO40051ロ2,12

K4田K4◆1

」■」◆(・1)京*1*3

WK=J

CNST=冒K京CNST'

KUP(1)●CNST

IF(1●EQ・20)GOTO4005

KLW(1+1)ロCNST.'

4005CONTINUE

4006MT1=1

MT2=2

MT3=3

REし 己INDM了1

Rε 冒INDHT2

RεWINDMTI

URI†E(しLP⑱803)(KLW(J)⑱J●1⑱10)

WRI了E(し しP、803)(《up《 」)●Jnlg10)

」宕0

4500N冒O

CAし しEOF(MT1,N)

IF(N.EQ.1)GOTO9000

RεAD(MT1■50)KVもSO1,IS¶SO2・(A(1)喝1鱈1●20)⑳(L(1)⑱1●1,10)

KOMOKUCHεCK

J=1

DO50001=1'20

:F(1.LT・11)B(1)■8LANK'

50001F(!.6T.10)B(1)ロO

Iコ0

5001KNO江KOMOKU(J)

LLtKロA(KNO)

」OKEN■JO(」)

lF(JOκEN.EQ■0)GOTO5002

LOWロHYし ∪(」)

UPgHYUP(J)

LWK=DA8S(LWK)

LOW#OABS(LOW)

UP=OA8S(UP)、

!F(L冒K・Gε.LOU.ANO.LUK・LT.UP)GOTO5002

一39一
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*京*SOURCEし1ST京 章章

:SN STATEMENT

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0
1

2

3

4

S

6

7

8

9

0
1

2

3

4

5

6

?

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8
.
9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

6

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

3
3
;

3

;

3
3

3
3
3

3
3
弓
」
;

3
3
3

3
3
;

弓
;

3
」
3
言

β
3
」
3

・
3
3
;

号

3

3
」
3
3
3

3
;

5002

3

3

4

0

1

0

0

0

0

【コ
ピ
コ
■」

GO'TO4500

8(J》 ロA(KNO)

」8J◆?

IF(」 ●LE●K1)GO了05001

1F(K2・EO●0)GOTO5・004

H810

0050131ロ1●K2

J蔀ITEM(1)

LWKuA(」)

1F(JP(1)・EQ●0)60TO5003

1F《LWK.6E■SLトd(1)・ANO・ し図K・L† ■SUp(1))GOTO5003

60TO4500

M=M+1

8(H)ロL冒K

L冒 κ牢A(K3)

CKU日AKε

C

C

C

1F(N8.εO■2●OR.N'B■ ε9●4)GOTO5008

0050051ロ ↑¶K4

1F《LHK.L† ・KUP(1))GOTO5006

5005CON了INUE

GOTO4500

5006CONTINUE

IF(L●K.6ε ・KLU(1))GOTO5007

60TO4500

5007CON了INUε

X●X◆LUK

XX8XX◆L、JK竃LHK

XJ(1)■XJ(1)◆LWK

XXJ(1》 竈XXJ(1)◆L日K攻L冒K

SN(1)■SN(1)◆1.0

5008CONTINUE

GN牢GN+1●O

WRITE(筒T2●50)1●6N91S■SQ2⑱(8(」)⑱ 」■1'K5)⑱(L(」)● 」●1¶10)

60TO4500

章章享寧

εNOSεCT:ON

8享 享8

9000」 章1

εNDF1LεMT2

εNOFILεM†2

REWINDMTl

RεWINDM了2

】R1TE《 筒丁3,60》J■K1◆K2gK5●K3、K4¶NB⑨GN

IF《N8.εQ・2■OR・N8・ ε0■4)GOτ09002

URIT∈(LLP9607)

WRITE(LLP・608)

XA法X!6N

SsXX!GN'XA寧XA

SG=DSQ貸 下(S)

」82

p■100.O

WR:TE(MT3■6↑)JgGN■X■XX・XA■S●S6
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京**SOURCELlST*享 享

ISN STATεMENT

?

5

6

7

8

9

0
1

2

3

4
5

6

7

8

9
0

1

2

3

4
5

6

7

8

9
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

3

3

3

3

3

3

3

5

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

.

WR:Tε(LLP■609)GN●X●XA⑱SgSGgP

」ロ3

DO90011n↑ ⑱K4

1F(SN《1).εQ◆0・0)GOTogOOl

XAロXJ(1)/SF:(1)

S=XXJ(1》!SN(1)-XA章XA'

SGロOSQRT(S)

p8SN(:)!GN享100■

URITE(MT3●62)J■1⑱SN(1)⑳XJ(1)⑳XX」(1)■XA¶S⑳SG

LOW法Kし ㈲(1)

UPコKUP(1).

冒RITε(LLP■610)1句LOW■UP¶SN(1),xJ(:)⑱XAgS●S6⑱P

9001CONTINUE

9002CONTINUε

HRlTE(LLP■611)

ENDFILE柄T3

εNDFILEM†3

REWINDHT3

STOPg999

CFORMATSECT10N

lFOR筒AT(12,13.7511》

2FORMAT《12■ ハ3●3(12句11gA891X.A8●.1X》)

3FORHAT(12⑱:3句3(12句1192F9.O))

50FORMAT(12■F6・0■12・F6.0句10A8¶10F12.0.10!1)

60FORMAT(12・61`⑨F7.0)

61FORMA了(12⑱2X■F7・0.⑱5F12θ0)

62FORMAT(212■F7●0●5F1200)

601FORMA了(1HOも10X●7HεRRNOgl2匂5×912●1]1⑨7511)

602FORMAT(1HO'10X、.7HεRRNOgl2¶5Xgl2■13●3(!2'11⑱A8t1XもA8■1X))

603FORMAT(1HO◆10Xg7HERR.NO句12⑱5X・12¶:3・3(12,1↑ ⑱2F9●0》)

604FORMAT(1HO●!ノ ●20X.18HC了LCARDNOERROR■ ⑱12、13HKεNRUNSTOP)

605FORMAT(1}{0●/!920Xt18HCTLCARDCHεCKεND)

607FORMAT(1H1¶/!60X●16HDOSU8UNPUHYO)

608FORMAT(1H!!5×8HKU8UN9HLOW・L1岡1T7×12HUP・L:MIT7HDATA・SU10×

86HSU阿(X)10×6HHEIKlN14×6H8UNSANl1×5HHεNSA3×6HHIRI了U》

609FORMAT(1HO●13X■11HALLOFOATA・11XF7.0●2F16.09F20・0●F16■0●F9・2)

610FORMAT(1HO●5X⑱:2,F14◆0.F15.'0.4X・F7・0●2F16・0・F20.0¶F16・0¶F9・2》

611FORMAT(1}↓1)

END

－角
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NSI

1
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9
0

1
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6
7
8
9
0
1

2
3

4
5

6
7
8
9

0
1

2
3
4

5
6
7
8
9

0
1

2
3

4
5
6
7

8
9
0
1
2

1

1
1

1
1
.1
1

1
1
1
2

2
2
2
2
2
2

2
2
2

3
3
3
3
3

3
3
3

3
3
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4
4

`
`
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4

4
4
5
5
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FACOM230・25!35

取零享SOURCεL!ST

STATEHεNT

C

'b

c

FORTRAN●710616・0011●02

掌*オ

47●03.2g PAGE

SA岡 ρL1NGSYSTεMFFTKA

ELεHENTSAMPL3

DATADIVISION

INTεGERεR1■ εR2'

DIMεNS10Nし(10)

DOUBLεPRECISIONB(20),AX■8X.CX●AXX⑨8XX●CXX,WA● ∪8■ εA■UM●U8'SH●S80

18Y,XgXX、6N,S⑨S6⑱XA

AXロ0

8X官O

CXnO

AXXエ0、

8XXロO

CXX=O

ANロb

XN=O

YN=tO

"T1コ1

MT4=4

LCO=5

LLP=6

MT2=2

M了3零3

Rε 日INDHT4

REWINDHT5

READ(HT3.60)'」C,K1.K2,K5,K3.K4.rlB.GN

IF(JC・ ε0●1)GOTO1000.・

STOPOO31

CTしCARDRεAOANOCHεCK

lOOOREAD(LCD●1)ICgl「SagZ.εA,P.UH,U8句SM.S8

εR1目0

1F(1〔=.εO●4)GO了01001

εR1ロ51

60TO2000

10011F(Z◆NE・0・)GOTO1002

ε田 口52

GOTO2000

10021F(P・NE・0●)GOTO1003

ERlit53

GOTO2000

10031F(N8.εQ●2■OR.N8■ εQ■4)GO、TO3000

1F(UM・GT・U8)GOTOIOO4

ER1已54

GOTO2000

tOO41F(SM.EO・0●0■OR■S8■ εQ・0.0)60TO1005

GOTO3000

1005εR1355

2000WRIT{…(LLP■601)εR1,IC●ISO●Z,EA句P'UM●UBtSM,SB

Rε 冒INDHT3

STOPOO32

3000CONTINVε

WRI†E(LLP,601)εR1句IC句1SQ●ZgEA⑱ ρ⑱UH●U8●SM令S8

1
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NSI

3

4

5

6

7

8

9

0

¶

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0
1

2

3

`

5

6

7

8

9

0

1

2

3

`

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

?

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

.

1

1

1

1

1

FACOH230-25135FOR↑RAN

京家寧SOURCεLIST享 寧零

C

C

C

C

C

●710616.001t・02 SAMPL3 47.03・29

S†ATEMεNT

:F(NB.εO■1●OR.N8■ ε0σ3)GOTO5000

ZOKUSεIROUTINE'

Eコ εA!P

UA=((GN-1■0)零p)!(1・0● ρ)

H8コ ε求ε!(Z寧Z)

AN=GN!(1■0◆WA寧 冒8》

」エ4

WRITE(HT4,62)J■NB`GN●K5句AN●BN■CN●K3gZ⑳XN、YN

REWIND岡 丁3

ENDFILεH†4

ENDFILεHT4

Rε 図INDHT4

㈲R!了E(LしP●603)AN

STOP9999

HENRYOROUTINE

5000RE冒INDMTl

RE冒INDMT2-、

K5=20

5001Nコ0.

CAしLEOF(HT1・N)

1F(N.εQ・1)GOTO6σ00

RεAO(MT1令50)IK■SQ1句1S■SO2■(8(1)●1冥1⑱20)⑱(L(1)●1■ ■1,10)

日Aエ8(K3)

5002W8=UA

lF(日A・GE●UH)GOTO.5030

1F(日A.6ε ●U8)GOTO5020

5010YN■YN◆1・O

CXロCX+WA

CXX富CXX◆ 冒A享WA

IS治1

日RITE(M了2■50)'IK,SQ1●IS、 ∀N⑱(B(1)⑨1ロ1●K5)`(L《1)句1■1■10)

GOTO5001

HIDDLE

5020XN■XN◆1●0

8X=BX◆UA

8XXロ8XX◆ 日A享UA

IS江2

WRI† ε(岡 了2,50)1K句SQ1⑨ISgXN⑨(B(1)¶1●1⑱K5)⑱(L(:),1ロ1● †0》

GOTO5001

TOP

5030AN富AN+1.0

AX3AX+日A

AXX●AXX◆ 冒A京 ●A

ISロ3

ぱR:了E(MT2、50)1K⑱SO† 、1S句AN,(8(1)●r●1⑱K5)⑱(L(1)⑱1●1■10)

GOTO5001

HYOHONSU

60008NFO・

RE日INDMT1

εNOFILEH了2白

εNDFILEM†2・

Rε 日INDMT2

一43－
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0

0
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1
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1
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1

1

1

1

1
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2

2

2

2

2
2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

;

1
1
1
1
1
1
]

]

]

」

」

1
1
「

「

」
」

-
」
」

」

1
1
「

「

」
-
」
」

」

ー
パ
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1
1
1
1
1

FACOM230-25!35 FORTRAN ・71θ616■0011・02 SAMPL3 47●03・29 PAGE

*章 章 SOURCELIsr京 事冷

S了ATE柄ENT

CNnO

AXA=0

8XA=O

CXA=O

AS=0

8S治O

CS=0

ASG浜0

8SG口O

CS6エ0

AY=XN+YN

8YロXN京SH京SM◆YN*S8寧S8

1F(AY・ ε0■0●0)GO了06003

εA字 εA!AY

WA富AY零8Y』

冒8ロ εA!Z

SNN宇 目A!(図8掌 図8◇8Y)

●RITE(LLP●608)

冒RITE(Lし ρ句609)

:F《YN・EO・0■0)GOTO6002

CN=SNN京YN!AY

OXA治CX/YN

CS8CXX!YN-CXA攻CXA

CSGロDSORT(CS)

冒RITE(LLP,610)U8⑱YN¶CX⑱CXA⑱CS'CSG●CN

60021F(XN・EO・0.0)60了06003

8NロSNN零XN!A∀

8XA38X!XN

8S=8XX!XN●8XA*8XA

8SG3DSQRT(8S)

UR:TE(LLP■61↑)U岡 ⑳XN,8X¶8XA■8S、8SG●8N

60031F(AN・EQ・0●0)60TO6004

AxA3Ax!AN

AS富AXX!AN-AXAオAXA

ASGおDSOR†(AS)

WRITE(LLP,612)AN⑱AX⑱AXA⑳AS¶AS6■AN

6004CONT1NUε

」ロ4

日RITE(H了4■62)」 ■NBgGN■K59AN,8N.CNgK3●Z◇XN■YN

REglNDM了3

εNDFIし εHT4

ENDFILEMT4

REWINO岡 ↑4

冒RITε(LLP、613.)・

STOP9999

CFORMAT.SECTION

1

50.

60

61

62

601

FORHA†(12gl3・F6・0句F15.0⑱F5■0⑱4F9.0)

FORHA†(12■F6cO,12・F6・0,tOA8●10F12・Og1011)

FORMAT(12■614●F7.0)

FORHA了 く12◆F7.0,5F12.0)

FORMAT(212,F7・0●:2⑱3F7・0●12句F9・Og2F7.0)

FORHAT(1HOg10Xo7HERRNO句12句5X.12.13,F7.2gF15.0句F5.0,4F10・0)

一44一
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FACOH230●25!35 FORTRAN●710616-0011-02SAMPL3 47・03・29 PAGE 4

京京家SOURCELrsT享 零*

1SN STATEHENT

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

602

603

608

609

610

611

612

613

FORHA†(1HO● ↑OX■3HERR●12`5X⑱12.F10・0,5F15・0)

FORHAT(1HO■10X⑱26HZOKUSEISYO良IENOSAHPLε 雷.F7●0)

FORHAT(†H1⑨!!●50X●25HSOU8ETU.00SU8UNPUHYO)

FORHAT(1H!!4)(3HSOU6×8HUP・LI柄!T3×7HDATA・SU10×6HSUH(X)

910×6HHE1KIN14×6H8UNSAN1†X5HHENSAIXgHSAHPLE・SU)

FORMAT

FORMAT

FORMAT

FORMAT

END

(1HO●2×96H80TTOM¶F13・0.F9.0,2F16.0.F20・0,F16.0,F10.0)

(1HO■2X・6HH10Dし ε.F13・0,F9・0・2F16・0⑱F20.0.F16.0,F10・0》

(1HO'2X旬6HTOP13X令F9●0●2F16.O⑱F20.0・F16.0,F10.0)

(1HO、!!■10X●16HHεNRYOSYORIENO)

●

9

、
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FACOM230・25/351』E'.OR了RAN －710616・00t1-02 47●03●2g PAGE . 1

京家掌SOURCε しIS了 *取*

1SN STATεMεNT

1

2

3

4

5

6

7

8

9
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

↑

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

`

4

4

4

4

5

5

5

CSAHρ しINGS∀S了 ε岡FFTKA(OD† 一同T了oLP)

εLE柄ENTSAHPし4'

DIHεNSIONL《10)

DIMεNSIONKNO(14)■ 了(30)、H(30)・F(30)・D(13).ITε 岡(10)gJO(10)⑱JP(10)

DOUBLεPRεCIS10NA(24)⑨8(24》 ¶HLN(14)、HUP(14)句SLW(10)⑱SUP(10).LW1●

1L冒2●LW3●UP1・UP2、UP3・VKA● しUK'UUK⑱8LANK●Dg

DATAD9,BLANK.SPACE!8H9999999.8!⑨4H!

CIN:TIALSE†

009001■1¶14

KNO(1)■O

HL冒(1)喧8しANK

HUP(1)#BLANK

900CONTINUE

DO9501■1●36

T(1)=8LANK

H(1)ロ8LANK

F(1)ロ8LANK

950CONTINUε

DO10011■1910

1了EH(1)■ 宮O

JO(D・O

JP(D・O

SLW(1》 宝ヌO

SUP(1)ロ0

1001CONTINUε

LCOロ5

しLP36

M†1=1

CLISTCTLCARDREADANOCHεCK

K2.0.

Kl=O

IEE=O

↑010REAO(LCD'1)IC,NO,N1■ 」1、 し日1.UP1、N2● 」2¶ しW2●UP2■N3● 」3、LW3●UP3

1ε コO

IF(:c・EO●99)60†02500.

IF(NO.εO◆999)GOTO1500

1F(N1.εO●0)60TO1200

1F(1C.Nε ・5)60TO1101

1F(N1・Lε ・0・OR・N1.6T・14)60†01102,

IF(」1.EQ.0)GOTO1011

L日Kロ0A8S(LW1)

∪冒K=DA8S(UP↑)

1.F(LWK●6ε.VWK)GOTO1103

GO†01012

1011L層1巳8LANK

upで ロD9

1012』K1■K1+1

KNO(K1)●Nl

HL9(K1)ロL日1

HUP(K1)8UPl

IF(N2・ εQ・0》60TO1200

1F(N2・LE●0●OR・N2`6T■14)GOTO1102

q、

・
や
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FACOM230●25!35 FORTRANs710616-001・1・02SAMPL447●03.29 PAGE 2

寧率京SOURCELIST享*享

ISN STA†EM∈NT

θ

'う

3

4

5

6

7

8

9

0

↑

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

1

1

†

1

1

C

1013

1014

1015

1016

1200

1101

1102

1103

1300

1500

1501

1502

1F(J2.EQ.0)GOTO1013

L冒KロDA8S(LW2》

UWK冨DA8S(UP2)・

IF(LWK●GE●U冒K>60TO1103.

60TO1014

LU2=8LANK

Uρ2ロDg

Kl=Kl+1

KNO(K1)■N2

HしU(K1)=LW2

HUP(K1).uUP2

1F(N3◆ εQ・0)GOTO1200

1F(N3.LE.0■OR・N3.G↑ ・14)GOTO1,02

1F(J3.εQ●0)60TO1015

L冒K宕OA8S(しU3)

U冒K百DA8S(UP3)

IF(LUK.6ε ■UUK)GO†01103

GO了01016

L日388LANK

UP3ロD9

K1=Kl+1

KNO(K1)ロN3

HL冒(K1)=LW3

HUP(K1)怠UP3

URITε(LしP■601)1ε 、IC,NO,N1● 」1・Lb∫1.UP1■N2gJ2⑱LH2■UP29N39J3●LW3■UP3

60†01010

1ε 口51

GOTO1300・

1ε ロ52

GO†01300

1Eロ53

WRITε(LLP、601)!ε ・IC⑲NO・NlgJloLW1・UptgN2,」2,LW2.Up2・N3.」3,L冒3.UP3

1Eε 司

GOTO1010

REAO(LCO⑱2)IC・NO■N1,」1,L冒1gUP1⑱N2・J2句LW2,UP2.N3⑱ 」39LW3⑨UP3

1E=O

IF(IC・EO・99)GO†02500

1F(NO.εO.999)60TO2500

1F(1C.Nε ・5)GO†01511

1F(N1●LT●15●OR●N1●6T・24)GOTO1512

1F(」1舎 ε0.0》GO了01501

1F(LW1.6ε ・Uρ1)GOTO1513

GOTO1502

LW1ロ ・999999999

UP19999999999

K2=K2◇1

1τEM(K2)8Nl

SL日(K2)●L冒1

SUP(K2》 ロUP1

S・KOMOKU2

1F(N2・EO・0)GOτ01505

1F(N2・LT.15●OR・N2●GT■24)60TO1512
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FACOM230●25!35 FORTRAN ●71 .0616・0011-02 SAMPL4 47●03.29 PAGE 3

取零寧SOURCεL1ST寧 享寧

ISN STATεMENT

5

6

?

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

6

4

4

4

4

4

4

4

6

4

5

5

5

5

5

5

5

1

1

1

1

1

1

¶
・
1

1

1

1

1

i
・
1

1

'1

'1

1

1

1

41
1

■1

▲1

1

1

1
・
-

'1

1

'1

¶
・
¶

1

1

1

1
・
-

勺
・
1

1

1

1

1
.
1

1

1

1

1

1
.
1

1

IF(」2・ εQ.0)60TO1503

1F(LW2・GE■UP2)GOTO1513

GOTO1504

1503L冒2ロ ー999999999

UP2=999999999

1504K2ロK2令 †

ITεH(K2)ロN2

SLU(K2)8LW2

SUP(K2)ロUP2

CS・XOHOKU3

15051F(N3.εO.0)GOT .01520

rF(N3・LT・14・OR●N3●GT・24)GOTO†512

1F(」3.EQ・.0)GOTO1506

1F(L冒3・GE■UP3)GOTO1513

GOTO1507

1506L冒3ロ ・99999999

UP38999999999

1507K28K2◆1

1↑EH(K2)●N3

SLW《K2)ロLW3,

SUP(K2)ロUP3

GOTO1520

CεRR81T

15†11∈ ●611

GO了01520

15121E繧62

GOTO1520

15131ε=63

1520日RITE(LLP,604)1E'ICgNO.N1,」 †⑱LW1、UP1●N2● 」2・ し日2●UP2⑱N3■ 」3⑳L冒3句UP3

1F(1ε.6T●0)1εE■1

GOTO1500

2500!F(lEε ・EQ・1)GOTO2600

GOTO270、0

2600WRITE(LLP.602)

S了OPOO51

2700URITε(LLP■603)KlgK2

CFORHA†READ

1εE80

K5エO

K3雷O

K`80

DO26101●1■30

T(1)ロSPACε

H(1)牢SPACE

F(1》=SPACε

2610CONTINUE

3000RεAD《LCD'3)IC,NO●(D(1)、1牢1⑱18)

:E60

1F《1C■EO●99)60TO4000

1F(1C●EQ・41)GOTO3011

1F(IC.εO●42)GOTO3022

1F(IC◆Eq◆43)GOTO3033
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β

う

NS1

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1
.
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

↑

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

↑

-
・
1

1

1

1

1

.1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

FACOH230・25!35FORTRAN

掌零寧SOURCELIST章 章き

STA了EMENT

GOτ03111

30↑11F(K5・ εQ・36)GOTO

DO30121ロ1⑱18

K5=K5+1

1F(K50GT・30)GOTO

T(K5)=1)(1)

ρし
C

C

3el2

3022

3023

3033

3034

3100

3111

3112

3113

3114

3200

4000

5000

京専掌章章

DA了A

京寧寧*寧

5500

6000

●710616-0011-02SAMPL447●03.29

3112

3012

CONTI『NUε

GOTO3100

1F(K3.εQ舎36)GOTO3113

DO30231字1■18

K3エK3◆1

!F(K3・GT■30》GOTO3023

H(K3)=D《1)

CON†INUε

GOTO3100

:F(K4.EO・36)GOTO3114

DO30341ロt●18

K4=K4+1

1F(K4.GT■30》GOTO3034

F(K4)3D(1)

CONTINUε

URI了E(LLρ ■6↑0)1εglC、NO⑱(O(1)●1・1918)

GOTO3000

IE=54

GOTO3200

1ε=55

GOTO3200

1E=56

GO†032bo

Iε=57

図RITε(LLρ ●610)IE⑱lC句NO.(D(1)■181・18)

IEE=1

60TO3000

lF(1ε ∈◆EQ◆0)GOTO5000

WRITE(LLP■602)

STOPOO52

K亘O

N=O

J=O

READ

P=O

LCN†=O

PgP+†.0

冒RITε(LLP⑱.621)(τ(1),181'30)・P

WRITE(LLP⑱622)(H(1)・1ロ1・30)

NtrO

CALLεOF(HT1●N》

:F(N● εQ・1)GOTO9000

READ(MT1■50)(A(1)●lz1・24)g(L(!)¶181●10》

DO60101●i、K1

一49-
,
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章草京SOURCε し1ST享 享*

:SN S†A†EMεNT

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

?

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

0

1

1

1

†

つ

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3
'3

る

6

`
.4

4
帥4

`

`

4

4

5

5

5

5

2
2
2
2
2
2
2
2
」

2
2
…2
2
2
」
…

…2
2
」

」

2
コ
…

……

…」

」

」

』

2
2
…2
ス

2
2

KロKNO(1)

冒KAエA(K)

LWKロHLW(1)

VWKロHUP(1)

UKAロDA8S(日XA)1

LUK阜DA8S(L日K)

U冒KttDABS(UUK)

IF(冒KA.GE・LUK.AND■WKA■LT.∪ 冒K)60TO

GOTO6000

60038(1)=A(K)

6010CONTINUε

K3sKl

IF(K2φEQ・0)GOTO7000

DO60201エ1■K2

K81TεM(1)

IF(L(K・10).EQ・1)A(K)●-A(K)

LUKロSL冒(1)

UWKuSUP(1)

】KA宕A(K)

IF(日KA・Gε ■L冒K傷AND.WKA・LT■U冒K)GCTO

GO†06000

6013K3ロX1◆1

8(K3)8冒KA

6020CONTINUε

7000WR1τ ε(LしP,F)(8(1)⑱1■1、K3)

LCNT■#しCNT◆1

1F(LCNT●LT●59)GOTO6000

60TO5500

9000REWINDM了1

冒R1† ε(LLP9620)

SτOP9999

CFORMA了SεCTION

1

2

3

50

601

602

603

604

610

620

621

622

F'ORHAT(12¶!3■3(12¶11●A8令1X●A8■1X)

FORMA了(12⑱13■3(12¶1りgF9・0⑱F9●C)

FOR岡AT

FORMAτ

FORHAT

FOR伺A†

FOR柄AT

FORMA了(1HO

FOR柄AT

FORMA了

FOR柄AT(1Hl

FORHA了 《1HO

END

6003

6013

)

)

(12⑱13■ †8A4)

(A2⑱A6・A2■A6■10A8`10F12.0●1011)'

(1HO10X■7HεRRNO●12'5X・12'13⑱3(12●12⑱A89A8))

(1HO10X句8HεRRS了OP>

(1HO10X●8HCTLOK句12HL1STKOMOKU214)

10X●7HERRNOI2,5X,12■13.3(12,12'F12・0■F12.0)

(1HO10X.7HERRNO¶12今5X■12句13'18A4)

(IH1)

!!!30A4令4HPAGε ●F5■0)

30A4)

)

句!

、

や
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章章享 SOURCELIST 享冷¥

ISN STATEMENT

T

e

`
う

↑

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

†

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

`

4

4

4

4

4

4

4

5

5

CSAHPLINGSYSTEHF■FTKA

ELEHEN†SA柄PL5

00U8LEIN1「 εGεRN¶NN¶M

DOU8LEρRECISIONX⑱XX句Z

IE=O

LCD=5

しLP=6

MTI冨1

MT4=4

READ(LCO●1)IC●ISO98'AO句A1¶XC●X1,M

IF(1C・NE■6)IE861・

IF(AO・ εQ・O◆0・AND・A1・ εQ・0・0.AND.8・EO.0・0).1ε ロ62'

WRI†E(LLP●600)IE,IC■ISO■8⑨AO■A1⑱.XO⑨X1⑱M

lF(IE・ εQ●0)GOTO1000

STOPOO61

1000REWINDMT4

RεAD(MT4●62)」 ■N8句6N●K59AN■8N'CN,K39Z句XN令YN

IF(」.Ea■4)GOTO1001

STOPOO62

↑001Rε 冒iNDMT4

Rε ∪:NDH†1

1F(NB.EO●2●OR.N8■EO●4)60TO4000・

JK=4

C80†TOM

IF(CN・EQ.0.0)GOTO2000

1S=1

N=YN

NN=CN

CALLRANSU8(ISgN■NN■8.AO9A1●XO.X19H●JK)
'CHIODLE

2000:F(8N・EQ.0.0)60↑09000

1S=2

N=XN

NN=BN

CAしLRANSUB(IS,N句NNg8、AO⑱A1●XOgX1.H⑨JK)

GOTogOOO

CZOKUSEI

4000JK江5

1S=O

N=GN

NN=AN

CALLRANSU8(IS■N、NN'8●AO⑱A1●XO、X1,H,JK)

9000ENOFlしE柄 丁1

ENDFILEM†1

Rε 日INDMTl

STOPg999

c FORMAT

lFORMAT(12●13■5F9.0¶:9)

62FORMAT(212⑱F7.0.:2.3F7.0●12,F9・0⑱2F7・0)・

600FORHA了(1H1⑱!!!●10X,7HERRNO・12・5X¶:2g:395F9・0.19)

END

J

－51一
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寧掌寧 SOURCεLIST享 京寧

ISN STATEMENT

1
2

3
4
5
6

7
8
9
0

1
2
3
4

5
6
7
8
9

0
1

2
3
4

5
6
7
8
9
0

1

1
1
1
1

1
1

1
1
1
2

2
2
2
2

2
2

2
2
2
3

1000

1001

SUBROUTINERANSU8(IS、N■NN●8gAO,A1●XO,X1●MgJK)

DOU8LEINTEGERU●W1句 目A⑱1CN了 ●付句MM●AN・N●NN

筒丁1司

ICN† コO

zz=N

∀0ロXO

∀1自Xl

GO了01001

Y1口YO

yo=W

CONTINUE

YO8VO章AO◆Y1*A1+8

NaYO

日A日 日!10*京JK

HAnWA享10章 章JK

Z百 雷 ・WA

ピ8Z

Z■Z/10・0*享JK

AN81*ZZ

1F(AN・LE●0)

IF(AN.GT●N)

1F(岡 ●EQ・0)

H筒 ●筒OD(AN●H)

IF(MM・EQ■0)

GOTO1000

60TO1000

GOTO1002

1002WRITE(MT1,60)

1003

60

GOTO1000

1S⑱AN

ICNT宙1CN了 ◆1

1F(1CNT・ しT●NN)

RETURN

FORHAT《12g:5)

END

GOTO1000

5

も)

、

・
、
(
ぐ

一52－
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章章享SOURCεLISＴ 寧**

!SN STATEMENT

'

θ

り

曹

,
.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6
7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9
0

¶

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1

1

1

1

↑

1

1

2

2

2
2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3
3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
5

5

5

C

c

C

C

C

SA岡PLINGSYSTEMF.F了KA

εLεMENTSAMPL6

DIMENSIONL(10).

DOU8LεPRECISION8(20)⑱XA(4).X8(4)●N(4)9冒K●WA⑳ 冒8■X'XX・Z,AV,S●SG

DOU8LEINTE6ERNO■KEY1令KεY2

1N1†IAしSεT

MTI=1

柄T2ロ2

利下3ロ3

HT4官4

LしP=6

1SW"0

0010001ま ■194

XA(DロO

X8(1)nO

N(P80

1000CONTINUε

MT4READ

RE冒INDMT4

RεAD(H†4,62)IC,N8●6N⑨K5、AN■BN.CN・K3.Z⑱X",YN

2000

REWlND

DATARεAD

REWIND

REUIND

REwrND

1M=O

CALL

MT4

M†1

MTl

MT2

HT3

EOF(HT1■IH)

IF(1H・ εQ.1)GOTO2001

RεAD(HT1●51)KU,SO1⑱IS■Sq2●(8(1)■1■1⑱20)● 【L(1)・1●1■10)

IF(NB・EO■1■OR.N8◆EO・3)60†02002

KεY1エSO†

GOTO2003

2001KEYleg9999999

60TO2003

2002KεY† ロSO2

KεY1=KEY1+lS傘100000

20031F(IS日 ●εO・1)GO了02010

RANDO岡HT2READ

20041ε80

CALLEOF(鮪 丁2、1ε)

lF(:E・ εQ■1)GOTO2005

RεAD(M†2960)ID,NO

KEY2富NO◆ID*100000

60TO2010

2005KEY2コ99999999

CHIKAKU

20101F(KEY1・LT・KεY2)GOTO3000

1F(KEY1.GT◆KEV2)GOTO4000.

CKεY1=K∈Y2

1F(KεY1.εQ■99999999)GOTO6000

1SWg:O'

冒RITε(HT3句51》KU句SQlglS・SQ2⑱(8《1).1●1¶20》 ⑱(L(1》.1●1⑱ 』10)

一53一
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掌傘享 SOURCELIST▼1享

:SN STATEMENT

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

5

5
5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8
.8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0
0

0

0

0

1

1

4-
1

1

・

,

IF(1D・ εO.0)GOTO2500.

N(10)=N(ID)◆1.0

冒Kロ8(K3)

XA(10)ロXA(1D)+冒K

X8(ID)#X8(ID)◆ 冒K章UK

GOTO2000

2500N(4)■N(4)◆1.O

GO†02000

C匡 εY1♂KεY2

30001SW.↑

1F(IS・ しT`3)GOTO200.O

WRI了E(門 下3、51>KU■SQ1●:StSQ2●(8(1)¶181,20),(L(1)句1ロ1■10)

日K冨8(K3》

N(3)=N(3)◆1・O

XA(3)ロXA(3)◆WK

X8(3)ロX8(3)◆UK享WK

GOTO2000

CKEYIHKEY2

400060TO2004

CREAOεlD

6000RE日1ND同 了1

RεHINDMT2

ENDFlLεMT3

εNDF:LEMT3

RE冒lNDMT3

CKEISAN

冒RITE(LLP句600)

冒RITE(LしP,601)

IF(N8.εO・2●OR・N8.εO.4)GOTO7500

DO70001宕1●3

N(`)エN(4)◆N(1)

XA(4)写XA(4)+XA(1)

X8(4)38XB(4)◆X8(1)

7000CONTINUE

DO70011●1⑱4

WNsN(1)

IF(日N.EQ●OoO)60TO7001

AVロXA(1).!WN

S富X8(:)!WN-AV寧AV

S6ロOSQRT(S)
・WK江Z京SG!SOR†(VN》

WA陰AV・ ・WK

ピ8臨AV◆HK

WRITE(LLP,602》1⑱ 日N●XA(1),AV●S■S6■ 日A,冒B

7001CONTINUE'

GOTO9000

c

7500WRITE(しLP,603)N(4)

9000S†0ρ9999

FORMAT

1

0

2

5

6

6

FORMAT(12.F6●0●12gF6.0.10A8●10F12.0ψ10:t)

FORHAT(12,15)

FORMAT(212●F7.Otl2・3F7.0●12■F9.0'2F7.0)

ピ

竃
'

ラ
」

.冬

一54一
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寧*京SOURCεLIST*寒*

ISN STAT∈MENT

105

106

↑07

to8

109

110

600FORMAT(1H1/!!50X■22HSAMPLε00SU8UNPUHYO)

601FORMAT(1H/8X,4HRANK■3X,7HDATASU,10X句5HGOKEI●10X句6HHEIKIN

114×6HBUNSANl1×5HHENSA10×6H・KU(AN10×6H◇KUKAN)

602FORMAT(1HO10X,12gF10◆0・F15●0■F16.0⑱F20◆0,3F16●0)

603FORMAT(1HO10×27HZOKUSεISVOPIENDSAMPLESU■F10.0)

εND

'
夢

」〉

写

、

一55一
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